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ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ピ
ス
は

(
P
O
P、

N
N
T
P
、
P
P
P
サ
ー
ビ
ス
を
セ
ッ
ト
）

I
o
o
o
F
9
/
月
で
す
。

月
の

途
中

か
ら

申
請

さ
れ

て
も

そ
の

月
の

負
担

は
1,
00
0
円
と
な
り
ま
す
。

P
P
P
で

の
受

け
口

は
2
8
.
S
K
b
p
s
モ
デ
ム
の
み
で
す
。

I
S
D
N
の

受
け

口
は

用
意

し
て

お
り

ま
せ

ん
。

ま
た
、

I
S
D
N
の
サ
ー
ピ
ス
は
未
定
で
す
。

利
用

申
請

以
外

に
別

途
、

本
セ

ン
タ

ー
の

共
同

利
用

掛
に

置
い

て
あ

り
ま

す
「

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

サ
ー

ピ
ス

利
用

申
請

書
」

に
必

要
事

項
を

記
入

し
て

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。

1.
3 

(
P
P
P
,
P
O
P
,
N
N
T
P
)
 

N
C
S
A
 Te
ln
et
)

な
ど

の
各

種
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

活
用

す
る

た
め

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン

T
e
l
n
e
t
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
経

由
で

遠
隔

地
の

コ
ン

ビ
ュ

ー
タ

を
利

用
す

る
た

め
の

ソ
フ

ト
で

す
。

N
C
S
A
 Te
ln
et
 
(
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）

U
四

よ
く

利
用

さ
れ

て
い

る
の

が
N
C
S
A
Te
ln
et

だ
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

ft
p
の

サ
ー

パ
機

能
を

有
し

て
お

り
簡

単
に

M
a
c
が

ft
p
サ
ー
バ
に
な
り
ま
す
。

届
ar
eT
er
m

(
シ
ェ
ア
ウ
エ
ア

1,
00
0
円）

A
C
O
S
を

利
用

す
る

場
合

は
ar
eT
er
m
が

便
利

で
す

。
日

本
語

入
力

も
で

き
ま

す
し

、
リ

タ
ー

ン
も

re
tu
rn
キ

ー
で
O
K
で
す
。

A
C
O
S
を

利
用

す
る

に
は

都
合

の
良

い
ソ

フ
ト

で
す

。
ま

た
、

シ
リ

ア
ル

（
モ

デ
ム

経
由

等
）

接
統

で
フ

ァ
イ

ル
転

送
(K
er
mi
t)

も
行
え
ま
す
。
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2. 
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
編

（
注
：
価
格
に
つ
い
て
は
'9
5/
10

現
在
で
記
載
し
て
い
ま
す
）

F
T
P
 
（
フ
ァ
イ
ル
転
送
）

-
f
e
t
c
h
-

他
の

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

と
の

フ
ァ

イ
ル

転
送

や
a
n
o
n
y
m
o
u
s
e
F
f
P
の

利
用

を
、

マ
ッ

ク
の

グ
ラ

フ
ィ

カ
ル

な
操

作
で

簡
単

に
送

っ
た

り
、

受
け

た
り

で
き

る
ソ

フ
ト

が
fe
tc
h
で

す
。

マ
ッ

ク
で

フ
ァ

イ
ル

転
送

す
る

場
合

、
た

い
て

い
こ

の
Fe
tc
h
を

使
わ

れ
る

と
思

い
ま

す
。

電
子

メ
ー

ル
『

ミ
j
-
E
u
d
o
r
a
-
J
-

(
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）

簡
単

に
E-
ma
il

の
世

界
に

入
れ

る
優

れ
た

ソ
フ

ト
。

U
N
I
X
コ

マ
ン

ド
を

使
う

こ
と

な
く

電
子

メ
ー

ル
の

や
り

取
り

が
で

き
、

マ
ッ

ク
の

使
い

勝
手

の
よ

さ
が

随
所

に
あ

り
、

完
成

度
が

た
い

へ
ん

高
い

フ
リ

ー
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

一
つ

だ
と

思
い

ま
す

。

機
能

は
、

メ
ー

ル
だ

け
で

す
が

1
台

の
マ

ッ
ク

で
複

数
の

人
が

利
用

で
き

、
メ

ー
ル

到
渚

の
お

知

ら
せ

、
配

達
証

明
書

、
サ

イ
ン

、
フ

ァ
イ

ル
を

添
付

し
て

送
れ

る
機

能
な

ど
他

に
細

か
な

配
慮

が
な

さ
れ

、
初

心
者

の
方

に
も

充
分

使
い

こ
な

せ
る

と
思

い
ま

す
。

大
計

で
は

こ
れ

を
利

用
す

る
た

め
の

P
O
P
 (
Po
st
 O
ff
ic
s 
Pr
ot
co
l)

サ
ー

パ
ー

を
立

ち
上

げ
て

て
い

ま
す

|  4 7 ー

ニ
ュ

ー
ス

リ
ー

ダ
ー

選璽
:

-
N
e
w
s
W
a
c
h
e
r
-
J
-

(
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

流
れ

て
い

る
ニ

ュ
ー

ス
を

利
用

で
き

る
ソ

フ
ト

。
阪

大
学

内
で

は
、

日
本

国

内
は

も
と

よ
り

海
外

の
ニ

ュ
ー

ス
も

専
用

の
ニ

ュ
ー

ス
サ

ー
パ

ー
を

設
置

し
、

学
内

に
配

信
し

て
い

ま
す

。
ま

た
学

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
役

目
と

し
て

電
子

掲
示

板
が

活
用

さ
れ

る
よ

う
に

学
内

だ
け

の
ニ

ュ
ー

ス
カ

テ
ゴ

リ
ー

を
設

け
て

い
ま

す
。

ど
ん

ど
ん

活
用

し
、

参
加

し
ま

し
ょ

う
。

機
能

は
、

ニ
ュ

ー

ス
を

見
た

り
、

質
問

を
送

っ
た

り
で

き
ま

す
。

ま
た

、
Eu
do
ra

同
様

l
台

の
マ

ッ
ク

で
複

数
の

人
が

利
用

で
き

ま
す

。
大

計
で

は
こ

れ
を

利
用

す
る

た
め

の
ニ

ュ
ー

ス
サ

ー
バ

ー
を

立
ち

上
げ

て
い

ま
す

。

W
W

W
ブ
ラ
ウ
ザ

-
N
e
t
s
c
a
p
e
-

V o l .  2 6  N  P 2  

蹄
品

で
す

が
大

学
内

で
な

ら
評

価
版

と
し

て
使

用
可

能
I

マ
ル

チ
メ

デ
イ

ア
情

報
検

索
ソ

フ
ト

。
マ

ウ
ス

操
作

の
み

で
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

だ
け

で
は

な
く

音

声
、

画
像

（
静

止
画

、
動

画
）

な
ど

の
情

報
を

見
た

り
、

聞
い

た
り

出
来

ま
す

。
色

々
な

フ
ォ

ー
マ

ッ

ト
の

デ
ー

タ
を

統
一

さ
れ

た
操

作
性

で
ワ

ー
ク

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(
W
S
)

、
P
C

(
ウ

ィ
ン

ド
ウ

マ
シ

ン
）

で
利

用
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

が
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
世

界
で

広
が

っ
て

い
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

大
阪

大
学

も
W

W
W
サ

ー
ビ

ス
を

行
っ

て
ま

す
。

機
能

は
、

情
報

検
索

以
外

に
メ

ー
ル

を
出

し
た

り

百
P,
Go
ph
er
,n
ew
s,
ma
il

も
利

用
で

き
ま

す
。

先
に

も
書

き
ま

し
た

が
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

用
ソ

フ
ト

と
し

て
も

利
用

で
き

ま
す

。

1 9 9 6 ー 8

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

行
わ

れ
る

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
を

考
え

ま
す

と
、

接
続

す
る

マ
ッ

ク
の

ハ
ー

ド

ウ
ェ

ア
条

件
は

、
で

き
れ

ば
6
8
0
4
0
以

上
の

cp
u
、
O
S
は

、
漢

字
ト

ー
ク

7.
1
ま

た
は

7.
5.
1
以
降
、

13

イ
ン

チ
以

上
の

カ
ラ

ー
デ

イ
ス

プ
レ

イ
、

メ
モ

リ
ー

8
M
B
以
上
、

H
D
I
O
O
M
B
以

上
な

ど
が

満
た

さ

れ
て

い
れ

ば
充

分
で

す
。

欲
を

い
え

ば
15

イ
ン

チ
以

上
の

カ
ラ

ー
モ

ニ
タ

ー
、

メ
モ

リ
ー

1
6
M
B
以

上、
H
D
2
0
0
M
B
以

上
な

ら
な

お
良

い
で

す
。

し
か

し
、

既
存

の
マ

ッ
ク

で
も

限
定

し
た

用
途

な
ら

ど
ん

な
機

種
（

マ
ッ

ク
に

限
ら

ず
）

で
も

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

接
続

は
可

能
で

す
。

電
子

メ
ー

ル
、

ニ
ュ
ー
ス
、

Te
ln
et

で
の

利
用

な
ら

モ
ノ

ク
ロ

モ
ニ

タ
ー

で
も

か
ま

い
ま

せ
ん

し
、

多
少

力
処

理
ス

ビ
ー

ド
が

遅
く

て
も

良
い

な
ら

6
8
0
0
0
の
c
p
u
で

も
良

い
で

す
。

た
だ

、
せ

っ
か

く
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
高

速
道

路
み

た
い

な
幹

線
、

支
線

が
整

備
さ

れ
て

い
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

網
を

使
う

の
で

す
か

ら
、

処
理

ス
ピ

ー
ド

の
速

い
マ

シ
ン

を
選

ば
れ

た
方

が
よ

り
ペ

タ
ー

で
し

ょ
う

。
古

い
O
S
漢

字
ト

ー
ク

6.
0.
7

で
も

十
分

使
え

る
ソ

フ
ト

は
あ

り
ま

す
が

、
や

め
た

方
が

い
い

で
す

ね
。

で
き

れ
ば

、
最

新
機

種
で

安
定

し
た

マ
ッ

ク
で

の
利

用
を

お
勧

め
し

ま
す

。
こ

こ
で

い
く

つ
か

紹
介

し
て

い
ま

す
が

動
作

環
境

は
個

々
に

異
な

り
、

新
製

品
も

続
々

と
発

売
さ

れ
て

い
る

の
で

、
購

入
時

は
販

売
店

に
よ

く
相

談
し

て
く
だ
さ
い
。

2.
1 

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

接
続

必
要

な
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア

50
m/
MA
;t

②
 

Et
he
rn
et
 

(
S
O
O
m
/
M
A
X
)
 

③ [ 口 『 言
@[
d 

①
タ

ッ
プ

ト
ラ

ン
シ

ー
パ

②
ト
ラ
ン
シ
ー
バ

(
A
U
i
)
ケ
ー
プ
ル

③
ィ
ー
サ
ネ
ッ
ト
ポ
ー
ド

⑤
 H

U
B

 (
ハ
プ
）

④
 T
C
P
/
I
P
ド
う
イ

A
・ー
ソ

7
卜

⑥
ッ
ィ
ス
ト
ペ
ア
ケ
ー
プ
ル

、 ー ↓ 即ネ 抵
ミ 疇

一 終
タ （

⑦
 Ap
pl
eE
th
er
ne
tT
wi
st
et
-P
ai
r7
t"
)"
 t

 

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

接
統

の
中

に
も

3
種

類
（

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

ケ
ー

プ
ル
=
I
O
B
A
S
E
5
,
T
h
i
n
ケ

ー
プ

ル

=
I
O
B
A
S
E
2
,
 ツ

イ
ス

ト
ペ

ア
ケ

ー
プ

ル
=
I
O
B
A
S
E
-
T
)

ほ
ど

あ
り

ま
す

が
、

最
近

、
主

流
に

な
っ

て

い
る

I
O
B
A
S
E
-
T
を

お
勧

め
し

ま
す

。
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⑤ ⑥ ③ ④  

ツ
イ

ス
ト

ペ
ア

ケ
ー

プ
ル

(
I
O
B
A
S
E
-
T
)
、

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

ポ
ー

ド
(
1
/
F
I
O
B
A
S
E
-
T
)
、

T
C
P
/
I
P
ソ

フ
ト

が
あ

れ
ば

接
続

で
き

ま
す

。
学

内
L
A
N
の

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

ケ
ー

プ
ル

（
同

軸

ケ
ー

プ
ル

）
し

か
来

て
い

な
け

れ
ば

、
H
U
B
を

買
っ

て
き

て
ツ

イ
ス

ト
ペ

ア
ケ

ー
プ

ル

(
I
O
B
A
S
E
-
T
)

で
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
 

H
U
B
の

価
格

は
、

だ
い

た
い

2
万

円
ぐ

ら
い

で
す

。
一

般
的

に
8
ポ

ー
ト

の
も

の
が

、
お

買

い
得
で
す
。

H
U
B
を

接
続

す
る

に
は

、
イ

ー
サ

ネ
ッ

ト
ケ

ー
プ

ル
に

①
ト

ラ
ン

シ
ー

バ
を

取
り

付
け

て
（

た
い

て
い

の
場

合
、

専
用

工
具

が
必

要
で

す
が

、
最

近
で

は
専

用
工

具
な

し
で

取
り

付
け

で
き

る
も

の
が

出
て

き
て

い
ま

す
）

、
そ

こ
か

ら
②

ト
ラ

ン
シ

ー
バ

ケ
ー

プ
ル

(
A
U
i
ケ
ー

プ
ル

と
も

言
わ

れ
て

い
ま

す
）

を
H
U
B
に

接
続

し
ま

す
。

あ
と

は
先

ほ
ど

と
同

じ
機

器
を

そ
ろ

え
れ

ば
接

続
で

き
ま

す
。

ト
ラ

ン
シ

ー
バ

の
価

格
は

、
だ

い
た

い
1
万

5
千

円
前

後
で

す
。

ト

ラ
ン
シ
ー
パ
ケ
ー
プ
ル
は
、

!
O
m
で

1
万

円
ぐ

ら
い

で
す

。
さ

が
せ

ば
も

っ
と

安
い

も
の

も
あ

り
ま

す
が

粗
悪

品
も

あ
り

ま
す

の
で

注
意

が
必

要
で

す
。

ツ
イ

ス
ト

ペ
ア

(
I
O
B
A
S
E
-
T
)

ケ
ー

プ
ル
は
、

1
0

m
で

だ
い

た
い

2
,
5
0
0
円
前
後
で
す
。

|  4 8  |  

③
 

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

ボ
ー

ド

機
種

に
よ

っ
て

N
u
B
u
s
、

ダ
イ

レ
ク

ト
ス

ロ
ッ

ト
な

ど
接

続
さ

れ
る

マ
ッ

ク
に

よ
っ

て
拡

張

ス
ロ

ッ
ト

の
数

、
形

状
が

違
い

ま
す

の
で

生
協

な
ど

の
販

売
店

に
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

だ
い

た
い

1
万

5
千
-
3
万
円
ぐ
ら
い
で
す
。

注
：

Pe
rf
o
皿

a
に

は
内

蔵
モ

デ
ム

が
搭

載
さ

れ
て

い
る

機
種

が
あ

り
、

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

ポ
ー

ド

を
搭

載
す

る
場

合
は

こ
の

モ
デ

ム
と

差
し

換
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

購

入
す

る
場

合
は

利
用

目
的

と
価

格
を

購
入

店
と

よ
く

相
談

し
て

く
だ

さ
い

。

⑦  

H
U
B
ま

で
が

来
て

い
る

部
局

の
ユ

ー
ザ

ー
な

ら
簡

単
に

接
続

で
き

ま
す

。

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

ポ
ー

ド
内

蔵
タ

イ
プ

の
マ

ッ
ク

(
P
o
w
e
r
Ma
ci
nt
os
h
お

よ
び

P
o
w
e
r
B
o
o
k
 

5
0
0
シ
リ
ー
ズ
他
）
。

こ
の

マ
ッ

ク
な

ら
接

続
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・

イ
ン

タ
フ

ェ
イ

ス
に

あ
わ

せ
て

以
下

の
3
種

類
の
ア
ダ
プ
タ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
が
必
要
で
す
。

A
U
!

(
I
O
B
A
S
E
S
)

、
Th
in

(
I
O
B
A
S
E
2
)

、

ツ
イ

ス
ト

ペ
ア

(
I
O
B
A
S
E
-
T
)

で
最

近
で

は
、

サ
ー

ド
パ

ー
テ

ィ
製

も
出

回
っ

て
き

て
い

ま

す
。

価
格

は
、

ア
ッ

プ
ル

純
製

品
で

各
々

l
万

5
千
円
で
す
。

サ
ー

ド
パ

ー
テ

イ
製

品
で

生
協

価
格

6
,
4
0
0
円

(
I
O
B
A
S
E
-
T
,
I
O
B
A
S
E
2
)

と
言
う
の
も
出
て

き
て
い
ま
す

(9
5/
10
現
在
）
。
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・
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

(
I
O
B
A
S
E
-
T
)

ポ
ー

ト
内

蔵
マ

ッ
ク

(
P
o
w
e
r
Ma
ci
nt
os
h 
x
5
0
0
シ
リ
ー
ズ
）

こ
の

図
に

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

こ
の

マ
ッ

ク
で

あ
れ

ば
H
U
B
と

の
間

を
ツ

イ
ス

ト
ペ

ア
ケ

ー

プ
ル

(
I
O
B
A
S
E
-
T
)

で
接

統
す

る
だ

け
で

利
用

で
き

ま
す

。
O
p
e
n
Tr
an
sp
or
t
に

不
具

合
が

あ

る
み

た
い

で
す

ね
。

ht
tp
:/
/w
ww
.s
up
po
rt
.a
pp
le
.c
om
/p
ub
/N
EW
FI
LE
S.
ht
ml

な
ど

か
ら

最
新

の
パ

ー
ジ

ョ
ン

を
採

取
し

て
利

用
し

て
く

だ
さ

い
。

・
P
C
カ
ー
ド

(
P
o
w
e
r
B
o
o
k
 5
3
0
0
シ
リ
ー
ズ
、

19
0
シ
リ
ー
ズ
）

(
P
o
w
e
r
 B
o
o
k
 5
0
0
シ
リ
ー
ズ

に
は

P
C
M
C
I
A
拡

張
モ

ジ
ュ

ー
ル

を
搭

載
す

る
こ

と
で

、
他

の
マ

ッ
ク

に
は

P
C
カ

ー
ド

ド
ラ

イ
プ

（
定
価

4
-

8
万

円
）

を
接

続
す

る
こ

と
で

利
用

可
能

）

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

用
の

カ
ー

ド
を

用
意

す
る

こ
と

で
利

用
で

き
ま

す
。

最
近

は
モ

デ
ム

と
イ

ー

サ
ネ

ッ
ト

の
複

合
カ

ー
ド

も
あ

る
み

た
い

で
す

ね
。

た
だ

、
速

度
的

に
は

P
o
w
e
r
B
o
o
k
 5
0
0
シ

リ
ー
ズ
の
内
蔵
Et
he
rn
et
ポ
ー
ト
よ
り

2
-

3
倍

ほ
ど

遅
い

そ
う

で
す

（
ど

こ
が

原
因

な
ん

で
し

ょ

う
ね

）
。

ま
た

、
モ

デ
ム

も
同

時
に

利
用

で
き

る
P
o
w
e
r
P
o
r
t
P
C
 C
A
R
D
 P
la
ti
nu
m 
P
R
O
と
い

う
P
C
カ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。

・
 拡
張

ス
ロ

ッ
ト

が
な

い
マ

ッ
ク

P
o
w
e
r
 B
o
o
k
 1
00

シ
リ
ー
ズ
、

Cl
as
si
c
な

ど
拡

張
ス

ロ
ッ

ト
が

な
い

タ
イ

プ
も

イ
ー

サ
ネ

ッ

ト
接
続
で
き
ま
す
。

S
C
S
I
(
S
m
a
l
l
C
o
m
p
u
t
e
r
 S
ys
.t
er
n 
In
te
rf
ac
e)

ポ
ー

ト
に

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

機
器

を
接

続
で

き
る

も
の

が
あ

り
ま

す
。

た
だ

し
、

通
常

の
イ

ー
サ

ネ
ッ

ト
ポ

ー
ド

よ
り

ず
い

ぶ
ん

割
高
で
す
。

S
C
S
I
ポ

ー
ト

は
、

ほ
と

ん
ど

の
マ

ッ
ク

が
標

準
で

装
備

し
て

い
ま

す
か

ら
汎

用
性

が
あ

る
こ

と
に

な
り

ま
す

が
、

価
格

は
だ

い
た

い
4
万

-
5
万
円
で
す
。

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

に
接

続
す

る
マ

ッ
ク

の
機

種
に

つ
い

て
は

、
販

売
店

な
ど

に
相

談
し

た
方

が
良

い

で
し
ょ
う
。
ま
た
、

Ap
pl
e
Ta
lk

で
、

す
で

に
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
す

べ
て

を

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

接
続

し
な

く
て

も
A
p
p
l
e
Ta
lk

と
の

共
存

も
で

き
ま

す
。

し
か

し
、

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

接
続

機
器

は
、

近
年

も
の

す
ご

い
勢

い
で

低
価

格
化

し
て

き
て

い
ま

す
。

通
信

の
ス

ピ
ー

ド
差

は
、

投
資

す
る

だ
け

の
価

値
は

あ
る

と
思

い
ま

す
。

パ
ソ

コ
ン

な
ど

を
学

内
L
A
N
に

接
続

す
る

前
に

各
部

局
の

技
術

担
当

者
か

ら

I
p
ア

ド
レ

ス
、

電
子

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
を

割
り

当
て

て
も

ら
っ

て
く

だ
さ

い
。

特
に

IP
ア

ド
レ

ス
は

取
得

し
な

い
と

利
用

で
き

ま
せ

ん
(
P
P
P
接
続
は
除
く
）
。

2.
2 

P
 P
 P
 (
Po
in
t 

to
 
Po
in
t 

P
r
o
t
o
c
o
l
)

接
続

自
宅

な
ど

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

の
環

境
が

な
い

場
所

で
、

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

に
接

続
し

て
い

る
の

と
同

等

の
環

境
（

モ
デ

ム
を

利
用

し
ま

す
の

で
そ

れ
な

り
に

遅
い

で
す

が
）

で
利

用
で

き
ま

す
。

ま
た

、

E
u
d
o
r
a
 
(
電
子
メ
ー
ル
）
や

N
e
w
s
W
a
t
c
h
e
r
 
(

ニ
ュ

ー
ス

リ
ー

ダ
）

に
は

通
信

時
間

を
節

約
す

る
方

法
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

P
P
P接

続
で

は
モ

デ
ム

が
必

要
に

な
り

ま
す

。
現

在
で

は
14
,4
00
bp
s
と
2
8
,
8
0
0
b
p
s
が
あ
り
価
格
も

落
ち

着
い

て
き

て
い

ま
す

。
購

入
に

は
高

速
の

モ
デ

ム
が

お
薦

め
で

す
。

2
,
4
0
0
b
p
s
の

モ
デ

ム
で

も
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メ
ー

ル
程

度
に

は
利

用
で

き
ま

す
が

、
ニ

ュ
ー

ス
や

W
W

W
の

利
用

は
高

速
モ

デ
ム

ヘ
の

買
い

換
え

を
お
進
め
し
ま
す
。

P
C
カ
ー
ド

(
P
o
w
e
r
B
o
o
k
 5
3
0
0
シ
リ
ー
ズ
、

19
0
シ
リ
ー
ズ
）

は
P
C
M
C
I
A
拡

張
モ

ジ
ュ

ー
ル

を
搭

載
す

る
こ

と
で

利
用

可
能

）

P
C
カ

ー
ド

が
利

用
で

き
る

P
o
w
e
r
B
o
o
k
で

は
カ

ー
ド

モ
デ

ム
が

便
利

で
す

。

ま
た

、
海

外
で

も
利

用
さ

れ
た

い
方

は
T
D
K
M
o
d
e
m
 D
F
2
8
1
4
M
A
C
と
い
う

16
ヵ
国
で
利
用
で
き

る
カ

ー
ド

モ
デ

ム
も

あ
り

ま
す

。

(
P
o
w
e
r
 B
o
o
k
 5
0
0
シ
リ
ー
ズ
に

Ge
op
or
t 
Te
le
co
m 
Ad
ap
te
r
で

動
作

が
不

安
定

な
場

合
は

マ
ッ

ク
本

体
の

ア
ー

ス
が

取
れ

て
い

る
か

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

9
6
年

秋
に

は
2
8
.
8
K
b
p
s
が

P
o
w
e
r
M
a
c
で
実
現
す
る
そ
う
で
す
。

3.
 

T
C
P
/
I
P
通

信
の

た
め

の
準

備

|  4 9  

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
て

大
型

計
算

機
セ

ン
タ

ー
の

資
源

を
活

用
す

る
に

は
、

イ
ー

サ
ネ

ッ

ト
接
続
と

P
P
P
で

接
続

が
あ

り
ま

す
（

シ
リ

ア
ル

接
続

で
も

利
用

は
可

能
で

す
が

、
こ

こ
で

は

"5
.1
.3
 

話
は

そ
れ

て
シ

リ
ア

ル
接

続
”

で
少

し
述

べ
る

だ
け

に
し

ま
す

）
。

デ
イ

ス
ク

ト
ッ

プ
機
な
ら
イ
ー
サ
か
、

P
P
P
の
ど
ち
ら
か
で
す
が
、

P
o
w
e
r
B
o
o
k
な
ら
両
方
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の

章
で

は
設

定
す

る
マ

ッ
ク

に
あ

っ
た

場
所

を
お

読
み

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

す
で

に
T
C
P
/
I
P
を
利

用
で

き
る

環
境

で
あ

れ
ば

"
4
.

A
C
O
S

の
利
用
"
、

"
5
 

S
X
/
u
n
i
x

の
利

用
”

系
を

お
読

み
く
だ
さ
い
。

3
.
1
M
a
c
T
C
P
 

現
在

、
マ

ッ
ク

で
T
C
P
/
I
P
を

利
用

す
る

環
境

は
2
種
類
あ
り
ま
す
。

M
a
c
T
C
P
と
O
p
e
nT
ra
ns
po
rt
 

(P
C!
 マ

ッ
ク
用
）
で
す
。
前
者
は

"3
.1

M
a
c
 T
C
P
 "

に
後

者
は

"3
.2

O
p
e
n
T
r
a
n
s
p
o
r
t
 

"
 

に
記

述
し

て
あ

り
ま

す
の

で
自

分
マ

ッ
ク

に
あ

っ
た

項
目

を
お

読
み

く
だ

さ
い

。

3
.
1
.
1
 

V o l .  2 6  N o . 2  

M
a
c
T
C
P

の
イ

ン
ス

ト
ー

ル

（
イ
ー
サ
お
よ
び
印

P
に
必
要
で
す
。
す
で
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
方
は
次
に
お
進
み
く
だ
さ
い
。
）

-・ 
イ
ン
,
.
,
,
..
. デ

ク
9

.
'

'
 

l旦
冑

口
己

1 9 9 6 ー 8

T
C
P
/
I
P
ソ

フ
ト

ー
ア

ッ
プ

ル
社

製
商

品
一

一
般

的
に

M
a
c
T
C
P
と

呼
ば

れ
て

ま
す

。
マ

ッ
ク

に
T
C
P
/
I
P
と

言
う

プ
ロ

ト
コ

ル
で

通
信

さ
せ

る

た
め

の
ト

ラ
イ

バ
ー

ソ
フ

ト
。

漢
字

ト
ー

ク
7.
5
以

降
に

は
、

標
準

で
C
D
-
R
O
M
に
入
っ
て
い
ま
す
。

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

で
イ

ン
ス

ト
ー

ル
し

て
く

だ
さ

い
。

漠
字
ト
ー
ク

7.
1
以
前
は

Ap
pl
e
In
te
rn
et

ス
タ
ー
タ
キ
ッ
ト

(5
千
円
程
度
）
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

「
M盆

T
C
P
は

標
準

イ
ン

ス
ト

ー
ル

で
は

イ
ン

ス
ト

ー
ル

さ
れ

ま
せ

ん
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル

C
D
(得屑

Ap
pl
e
Ma
ci
nt
os
h 
C
D
)
の

合
漢

字
Ta
lk

7.
5.
1

イ
ン

ス
ト

ー
ル

を
起

動
し

て
「

カ
ス

タ
ム

イ
ノ

ス
ト

ー
ル

」
を

選
択

し
ま

す
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」

の
「

M
a
c
T
C
P
」

を
選

択
し

イ
ン

ス
ト

ー
ル

し
ま

す
。

只
み

出
し

叫

編
イ
ン
ス
,
_
,
.
.

デ
ィ
ス
ク

"
H
0
2
5
0
d
o
t
o
"
上
ヘ
イ
ン
ス
,
-
ル
中

哀
み
込
み
中
：
ネ
ッ
ト
ワ
-
ク
:
H
o
c
T
C
P
 

3
.
1
.
2
 

ィ
ー

サ
ー

接
続

匠
イ
ン
ス

f
-
ル
が
完
了
し
ま
し
た

.l
li

し
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
使

用
す

る
た

め
に

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
ili
ll.

助
し
て
く
だ

さ
い
．

こ

（
研

究
室

等
か

ら
マ

ッ
ク

が
直

接
イ

ー
サ

に
接

続
さ

れ
て

い
る

方
が

お
読

み
く

だ
さ

い
。

P
P
P接

続
の
み
の
方
は
、

"3
.1
.3
 

P
P
P
接

続
”

を
お

読
み

く
だ

さ
い

。
）

3.
1.
2.
1 

M
a
c
T
C
P

の
設

定
（

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
内

）

こ
こ

で
は

接
続

さ
れ

た
マ

ッ
ク

の
IP

ア
ド

レ
ス

、
サ

ー
パ

ー
の

IP
ア
ド
レ
ス
、

ル
ー

タ
ー

（
デ

フ
ォ

ル
ト

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

）
の

IP
ア
ド
レ
ス
を
設
定
し
ま
す
。

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
の

M
a
c
T
C
P
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

Eth
ern

etは
クリ
ック
して
~(
反転
）し
てお
きま
す。

こ
れ

か
ら

大
阪

大
学

キ
ャ

ン
パ

ス
で

利
用

す
る

上
で

の
設

定
を

記
述

し
ま

す
。

ド
メ
イ
ン
ネ
ー
ム
、
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端
末

の
IP

ア
ド

レ
ス

お
よ

び
、

他
機

関
で

の
サ

ー
バ

ー
の

IP
ア
ド
レ
ス
、

ド
メ
イ
ン
ネ
ー
ム
等
は

部
局

担
当

者
も

し
く

は
技

術
担

当
者

の
方

に
お

聞
き

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

ネ
ー

ム
サ

ー
バ

は
大

阪
大

学
の

学
部

や
部

局
等

で
サ

ー
ビ

ス
し

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
。

サ
プ

ネ
ッ

ト
マ

ス
ク

は
ク

ラ
ス

の
後

で
指

定
し

ま
す

。
変

更
方

法
は
Wi
ll
J
の
上
に

あ
る

o:
:;
;?

(
つ
ま
み
）
を
左
右
に
ド
ラ
ッ
グ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
値
が
変
化
し
ま
す
。

i
 

p
ア

F
レス
：

jm
.1
. 

I
 

Jt
-2
.0
.6
 

5 0  |  

IP
ア
ド
し
ス
：

ク
ラ
ス
：
こ
互
］
ア
ド
レ
ス
：

13
3.
1.
4.
11
8 

サ
プ
ネ
ッ
ト
マ
ス
ク
：

2
5
5
.
2
5
5
.
2
5
5
.
0
 

11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
T1
11
11
11
1 

ネ
ッ
ト

1
サ
プ
ネ
ッ
ト

I
ノ
-
ド

ピ
ッ
ト
：

16
 

8
 

8
 

ネ
ッ
ト
：

I孔
吟

喜
彎

塁
順

瓢
l

□
ロ

ッ
ク

一
）
い
テ
ィ
ン
グ
情
輯
：
—
~
·
．

 サ
プ
ネ
ッ
ト
：

I• 
I

 □
ロ

ッ
ク

lゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ア
ド
し
ス
：
ii 

ノ
-

,-
:

 
11

1•
 

I
 □
 
ロ
ッ
ク

i
 

11
姦.
,
...
 ,

 
I:
, ・

ド
メ
イ
ン
・
ネ
-
ム
・
サ
-
バ
1碑

：
．

 
’’ 

'
 

'i 
ド
メ
イ
ン

IP
ア
ド
レ
ス

優
牛

＇ 
i

 
1-

k.
O

<
ok

~
.K

jp
 llt

認
1.
11
,.
,

I
@
 

ニ
コ
亘

~11三
國
~

ば

IP
ア
ド
レ
ス
を
設
定
し
ま
す
。

：
担
当
者
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

［
詳
し
く
…
］
を
押
し
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
取
得
：

「O
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
」

ル
ー

テ
ィ

ン
グ

情
報

、
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
ア

ド
レ

ス
：

担
当

者
に

お
聞

き
く

だ
さ

い
。
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ク
ラ
ス
：

B
 (

大
阪
大
学
以
外
の
方
は
担
当
者
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
）

サ
プ

ネ
ッ

ト
マ

ス
ク

:
25
5.
25
5.
25
5.
0 

(
大
阪
大
学
以
外
の
方
は
担
当
者
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
）

ド
メ
イ
ン
・
ネ
ー
ム
・
サ
ー
バ
情
報
：

（
大
阪
大
学
以
外
の
方
は
担
当
者
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

ま
た

、
学

内
で

も
ネ

ー
ム

サ
ー

バ
を

立
ち

上
げ

て
い

る
場

合
は

そ
の

情
報

を
最

初
に

記
述

し

（
優
先
）
と
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
）

豊
中

キ
ャ

ン
パ

ス

ド
メ
イ
ン
：

ce
nt
er
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
 

IP
ア
ド
レ
ス
：

13
3.
1.
18
1.
1 

(
優
先
）

IP
ア
ド
レ
ス
：

13
3.
1.
11
9.
1 

IP
ア
ド
レ
ス
：

13
3.
1.
19
2.
4 

吹
田

キ
ャ

ン
バ

ス

ド
メ
イ
ン
：

ce
nt
er
.o
sa
ka
-u
.a
c.
Jp
 

IP
ア
ド
レ
ス
：

13
3.
1.
11
9.
1 

(
優
先
）

IP
ア
ド
レ
ス
：

13
3.
1.
18
1.
1 

IP
ア
ド
レ
ス
：

13
3.
1.
19
2.
4 

こ
れ
で
完
了
で
す
。

[
O
K
]
を

押
し

た
後

、
ク

ロ
ー

ズ
ポ

ッ
ク

ス
で

M
a
c
T
C
P
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

M
a
c
T
C
P
の

情
報

は
よ

く
目

の
つ

く
と

こ
ろ

に
張

っ
て

お
い

て
く

だ
さ

い
。

P
P
P接

統
の
設
定
を
さ
れ
る
方
は
こ
こ
で
、

"3
.1
.4
 

イ
ー

サ
ー

接
続

と
P
P
P
接

続
（

複
数

の

T
C
P肥

環
境
を
切
り
替
え
て
利
用
）
”
の
と
お
り
に

M
a
c
T
C
P
設
定
を
保
存
し
ま
す
。

3.
1.
3 

P
P
P
接

続

（
自
宅
や
研
究
室
の
マ
ッ
ク
を
モ
デ
ム
経
由
で
利
用
し
た
い
方
が
お
読
み
く
だ
さ
い
。
）

3.
1.
3.
1 

P
P
P
の

イ
ン

ス
ト

ー
ル

M
a
c
P
P
P
を

入
手

し
、

冒
置

C
o
n
f
i
g
P
P
P
と

餞

ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
し
、
再
起
動
し
ま
す
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
の

M
a
c
T
C
P
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

讐
P
P
P
は

ク
リ

ッ
ク

し
て

P
P
P
を

シ
ス

テ
ム

フ
ォ

ル
ダ

に
ド

3.
1.
3.
2 

四
罰

f
a
c
T
C
P

の
設

定
（

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
内

）

こ
こ
で
は
接
続
さ
れ
た
マ
ッ
ク
の
ク
ラ
ス
、
サ
プ
ネ
ッ
ト
マ
ス
ク
、

（
デ
フ
ォ
ル
ト
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
）
の

IP
ア
ド
レ
ス
を
設
定
し
ま
す
。

ド
メ
イ
ン
ネ
ー
ム
、
ル
ー
タ
ー

（
反
転
）
し
て
お
き
ま
す
。

サ
プ

ネ
ッ

ト
マ

ス
ク

は
ク

ラ
ス

の
後

で
指

定
し

ま
す

。
変

更
方

法
は
[I
JJ
JJ
]
の

上

に
あ
る
"'
v"

(
つ
ま
み
）
を
左
右
に
ド
ラ
ッ
グ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
値
が
変
化
し
ま
す
。
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ー
ー
ア
ド
し
ス
耽
得
：
一
～
―

〇
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

R
サ
ー
パ
か
ら

〇
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
に

I
 

p
ア
ド
レ
ス
：
I
 

I
 

i
 

Jl
-2
.0
.6
 

し
こ

IP
ア

ド
レ

ス
の

設
定

は
不

要
で

す
。

［
詳
し
く
．
．
．
］
を
押
し
ま
す
。

ア
ド

レ
ス

取
得

:
「
O

サ
ー
バ
か
ら
」

ル
ー

テ
ィ

ン
グ

情
報

、
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
ア

ド
レ

ス
：

I
 

33
.1
.4
.1
 

5 1  |  

ク
ラ
ス
：

B
 

サ
プ

ネ
ッ

ト
マ

ス
ク

：
25
5.
25
5.
25
5.
0 

ド
メ

イ
ン

・
ネ

ー
ム

・
サ

ー
バ

情
報

：

ド
メ
イ
ン
：

ce
nt
er
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
 
(
す
べ
て
同
じ
で
す
）

IP
ア
ド
レ
ス
：

13
3.
1.
11
9.
1 

(
優
先
）

IP
ア
ド
レ
ス
：

13
3.
1.
18
1.
1 

IP
ア
ド
レ
ス
：

13
3.
1.
19
2.
4 

TC
P/
IP

接
続

と
切

り
替

え
て

利
用

さ
れ

る
方

は
こ

こ
で

、
3.
1.
4

イ
ー

サ
ー

接
続

と
P
P
P
接

統

（
複
数
の
TC
P/
IP

環
境

を
切

り
替

え
て

利
用

）
の

と
お

り
に
M
a
c
T
C
P
設
定
を
保
存
し
ま
す
。

サ
ー
パ
ー
名
：

三 （
五
己
五
｝

V o l .  2 6  N o . 2  

3.
1.
3.
3 

麟
C
o
n
f
i
g
P
P
P

の
設

定
（

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
内

）

起
動

す
る

と
以

下
の

ウ
ィ

ン
ド

ウ
が

表
示

さ
れ

ま
す

。

順
i麟

言
C
o
n
f
i
g
P
P
P
 

曰⑤
⑤曰

接
薪
時
間
—
-
-
-
—
秒
麟
闇
通
尉
ー
一

b
p
s

切
断
ま
で
—
—
-
-
—
紗
平
均
年
―
-
-
-
-
b
p
s

セ
ッ
ト
名
：
I
 <名

称
未
設
定
）

叶
0回

9
 9

 1p
 
1? 

2,0
 
2,

5
月b
p
s
~

I
 

I
~

 
□
 タ
ー
ミ
ナ
ル
モ
ー
ド
I枷

西
函

.1
.J

図
M
a
c
柊
了
峙
（
こ
切
断

切
K
.
Kゆ

□
 寄

黙
に

勁
f乍

Y2
.0
.1
.J
6.
3 

タ
ー

ミ
ナ

ル
モ

ー
ド

：
手

動
の

接
続

モ
ー

ド
で

す
。

大
阪

大
学

大
型

計
算

機
セ

ン
タ

ー
で

は
自

動

(P
AP
)
で

接
続

で
き

る
の

で
、

不
要

で
す

。

寡
黙

に
動

作
：

チ
ェ

ッ
ク

し
て

お
く

と
デ

ー
タ

の
流

れ
て

い
な

い
時

問
が

、
コ

ン
フ

ィ
ギ

ュ
レ

ー

シ
ョ

ン
の

自
動

切
断

で
設

定
し

た
時

間
が

過
ぎ

る
と

勝
手

に
切

断
し

ま
す

。
チ

ェ
ッ

ク
し

な
け

れ
ば

時
間

が
過

ぎ
る

と
切

断
す

る
か

ど
う

か
聞

い
て

き
ま

す
。

新
た

に
設

定
す

る
の

で
［

新
規

］
を

押
し

ま
す

。
接

続
先

の
名

前
（

セ
ッ

ト
名

）
を

聞
い

て
く

る

の
で

、
分

か
り

や
す

い
名

前
を

入
力

し
ま

す
。

こ
こ
で
は
「
阪
大
大
型
」
と
し
ま
す
。

冒回
P
P
P
サ
-
1
~
-

セ
ッ

ト
名

が
「

阪
大

大
型

」
に

な
っ

て
い

る
の

を
確

認
し

、

レ
ー
シ
ョ
ン
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
表
示
し
ま
す
。

［
構

成
］

を
押

し
て

コ
ン

フ
ィ

ギ
ュ

1 9 9 6 ー 8
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コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ッ
ト
名
：

販
大

大
型

か
卜

速
度

：
［

フ
ロ
→
制
御
：
［

奄
話

番
号

□
モ

デ

図
1.

□
 2.
 

□
 3.
 

□
 4.
 

デ
ィ
レ

3
8
4
0
0
 

、
を
使
わ
な
い
直
結
接
続

1
0
6
-
8
7
9
-
8
9
8
3
 

ィ
：

匠
]x

1
/
6
0
(秒
）

|  5 2  |  

コ
ネ
ク
ト
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
：

リ
ダ
イ
ア
ル
回
数
：

リ
ダ
イ
ア
ル
間
隔
：

巴
2

」
秒

図
接
読
完
了
を
チ
ャ
イ
ム
で
•
お
知
ら
せ

□
 コ

ー
ル
パ
ッ
ク
で
接
読

@¥・
n
閲

恥
唸

印
．

；
鯰

＄
咲

匹
沼

O
[
 :::;
・・・ 

和
巧
ッ
ク
；
；
'
.
:i'
)・:
 ジ

t
.

 l
 

L
C
P
オ
プ
シ
ョ
ン
…

l
 

I
P
C
P
オ
プ
シ
ョ
ン
．
．
．

］
 

了
解

］
 

モ
デ
ム
初
期
化
ス
ク
リ
プ
ト
…

）
 （
 

コ
ネ
ク
ト
ス
ク
リ
プ
ト
．
．
．

］
 （
 

か
セ

ン
テ

ィ
ゲ

シ
ョ

ン
…

凡
」

（

セ
ッ
ト
名
：
先
ほ
ど
指
定
し
た
名
前
で
す
。

ダ
イ
ア
ル
接
頭
文
字
：
こ
こ
で
は
ト
ー
ン
（
プ
ッ
シ
ュ
）
回
線
で
す
。

ダ
イ
ア
ル
回
線

：
 A
T
D
P
 

0
発
信
が
必
要
＆
ト
ー
ン
回
線

：
 A
T
X
3
D
T
 (

携
帯
電
話

&
P
H
S
)

0
発
信
が
必
要
＆
ダ
イ
ア
ル
回
線
：

A
T
X
3
D
P
 

こ
の
程
度
設
定
し
ま
し
た
ら
［
オ
ー
セ
ン
テ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン
．
．
．
］
を
押
し
て
、

Au
th
.
I
D
 
(
利
用

者
番
号
）
と

Pa
ss
wo
rd

を
指
定
し
て
［
了
解
］
を
押
し
ま
す
。

コ
ネ
ク
ト
時
に

ID
と
バ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
ブ
ラ
ン
ク
の

ま
ま
（
こ
し
て
お
き
ま
す
。

A
u
t
h
.
 I
D:
 

l
w
6
0
1
5
7
a
 

I
 

P
a
s
s
w
o
r
d
:
 
I・・・・・・
・ 

・
 

・
 

・
 

・
 

・
 
・

I
 

巨
タ

イ
ム

ア
ウ

ト
ロ

秒

［
戸
戸
丑
l

リ
ト
ラ
イ
：

V o l .  2 6  N o . 2  

ポ
ー
ト
速
度
：
モ
デ
ム
と
マ
ッ
ク
間
の
通
信
速
度
で
す
。
セ
ン
タ
ー
側
で
の
設
定
速
度
の
設
定
は

38
,4
00
bp
s
で

す
。

利
用

し
て

い
る

モ
デ

ム
が

14
,4
00
bp
s
以

上
な

ら
ば
38
,4
00
bp
s
、
9,
60
0b
ps

な
ら

ば
28
80
0b
ps

、
24
,0
0b
ps

な
ら
ば
4,
80
0b
ps

を
目
安
に
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
ー
ト
速
度
計
算
方
法
＝
モ
デ
ム
の
通
信
速
度

X
a
 (

M
N
P
5
 :

 a=
2
、
Y.
42
bi
s
:

 a=
3)

。

モ
デ
ム
が
発
信
し
な
い
（
電
話
を
掛
け
な
い
）
場
合
は
こ
の
前
後
の
値
を
試
し
て
く
だ
さ
い
（
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
モ
デ
ム
と
バ
ソ
コ
ン
間
の
通
信
速
度
（
セ
ン
ス
ス
ビ
ー
ド
）
を
確
認
す
る
と
確
実
に
設

定
で
き
ま
す
）
。

,. 

フ
ロ
ー
制
御
：

C
T
S
&
R
T
S
(
D
T
R
)
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
：
こ
こ
で
は
大
阪
市
外

(0
6
以
外
）
か
ら
掛
け
た
電
話
番
号
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

0
 6
地
域
内

：
 8
7
9
-
8
9
8
3
 

大
阪
大
学
内
線

：
 8
 9
 8
 3
 

0
発
信
が
必
要

&
0
6
地
域
内
：
o. 

8
7
9
-
8
9
8
3
 

0
発
信
が
必
要

&
0
6
地
域
外
：

0
,
 
0
6
-
8
7
9
-
8
9
8
3
 

コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
［
了
解
］
を
押
し
て
終
了
で
す
。
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3.
1.
3.
4 

さ
あ

、
接

続
し

て
み

ま
し

ょ
う

3.
1.
3.
5 

P
P
P
接

続
時

に
便

利
な

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル

（
特
に
小
さ
な
画
面
を
利
用
し
て
い
る
方
）

Co
nf
ig
 P
P
P
で

［
接

統
］

を
押

し
て

接
続

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

接
続
状
況
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

問
い

合
わ

せ
を

す
る

時
の

た
め

に
CO
NN
EC
T
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
通

信
速

度
(
2
8
8
0
0
等
）
と
圧
縮
ク
ラ

ス
(V
.4
2b
is

or
 M

N
P
5
)
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

蘊
接

続
先

阪
大

大
型

;

層
PP
,P
ネゴ
シェ
-シ
ョン

リ
ン
ク
確
立
へ
‘
う
入
,
:
:
、
＼

四
＼
ふ
＼

、

、
A
T
O
T
O
 8
79
-:
-8
98
3 

CO
NN
EC
T'
28
80
0/
Ll
AF
'M
l 

•. •..
 ・., 

.
 V.
42

1J
is

•·
..

..
.、

·,..
、...
ヘ..
...
...

...
...
...
.、.
.
,.
,:
,:
:/
ざ.
..

入；

，. 
入"、.・

べ
'
.
.
、
・
.

.
 

•.
 

ヽ
心
：

ぃ
.

.
.

 
ベ•

,
、..

,
》`

＜
唸
・
・

・・
・ 

、；ぶ
べ.

ぇ...
....

ぐ＇
艮＼
、.
..

ゞ
'
・
'
;

.
 

5 3  

P
o
w
e
r
 B
o
o
k
な

ど
で

研
究

室
で

は
イ

ー
サ

ネ
ッ

ト
、

自
宅

で
は

P
P
P
で

利
用

す
る

場
合

、
接

続
形

態
が

変
わ

る
た

び
に

M
a
c
T
C
P
の

設
定

を
行

う
必

要
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
操

作
は

毎
回

同
じ

事
の

繰

り
返

し
で

す
。

ま
た

、
間

違
え

て
設

定
し

ま
す

と
、

再
設

定
後

に
再

起
動

す
る

羽
目

に
な

り
ま

す
。

こ
れ

ら
の

操
作

か
ら

解
放

し
て

く
れ

る
便

利
な

（
複

数
の

T
C
P
/
I
P
の
環
境
を
切
り
替
え
る
）

to
ol
 

が
あ
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

接
続

で
き

ま
す

と
C
o
n
f
i
g
P
P
P
の
絵
が
誓
に
『
か
ら
t二

；
に
変
わ
り
ま
す
。

P
P
P接

続
時

は
常

に
表

示
し

て
お

く
と

、
接

続
時

間
の

確
認

や
、

切
断

が
行

え
る

の
で

便
利

で
す

。
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3.
1.
4 

イ
ー
サ
ー
接
続
と

P
P
P
接

続
（

複
数

の
T
C
P
/
I
P
環
境
を
切
り
替
え
て
利
用
）

（
イ
ー
サ
ー
接
続
と

P
P
P接

続
、

も
し

く
は

複
数

の
P
P
P
接
続
先
が
あ
る
人
は
必
読
。
）

藝
M
a
c
T
C
P
Ex
ch
an
ge
r 

(
日

本
語

版
）

、
◎

M
a
c
T
C
P
 S
wi
tc
he
r
の

二
つ

で
す

（
こ

れ

以
外

に
も

あ
る

と
思

い
ま

す
が

）
。

こ
れ

ら
は

、
M
a
c
T
C
P
で

行
っ

た
設

定
を

個
別

の
設

定
フ

ァ
イ

ル
に

保
存

し
ま

す
。

ま
た

、
こ

の
設

定
フ

ァ
イ

ル
を

指
定

す
る

こ
と

に
よ

り
M
a
c
T
C
P
に

保
存

さ
れ

た
設
定
が
戻
さ
れ
ま
す
。

藝
M
a
c
T
C
P
Ex
ch
an
ge
r
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
で
す
。

設
定

変
更

後
に

即
利

用
可

能
か

、
再

起
動

が
必

要
か

を
教

え
て

く
れ

ま
す

。

M
a
c
T
C
P
の

設
定

は
印

初
期

設
定

内
の

M
a
c
T
C
P
Pr
ep
 P
oo
l
フ

ォ
ル

ダ
内

に
利

用
者

が
設

定
し

た

名
前

で
塁

、
タ

グ
と

し
て

作
成

さ
れ

ま
す

（
利

用
者

が
意

識
す

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
）

。
こ

の

複
数

あ
る

タ
グ

の
値

を
M
a
c
T
C
P
に

任
意

に
セ

ッ
ト

す
る

こ
と

が
で

き
る

訳
で

す
。

露
M
a
c
T
C
P
Sw
it
ch
er
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

M
a
c
T
C
P
 Swi

tch
erを

操作
しま
すと
、現
在の

Ma
cT

CP
の設
定が
保存
旦〗
され
ます
。

設
定

を
変

更
す

る
と

き
は

こ
れ

を
ダ

プ
ル

ク
リ

ッ
ク

し
ま

す
。

以
下

、
簡

単
に

説
明

し
ま

す
。

詳
細

は
シ

ス
テ

ム
付

属
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

お
読

み
く

だ
さ

い
。
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3.
1.
4.
1
蜃

1M
a
c
 T
C
P
 
E
x
c
h
a
n
g
e
r
 

入
手

後
、

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
に

入
れ

ま
す

。

M
a
c
T
C
P
の

設
定

後
に

M
a
c
T
C
P
を
閉
じ
て
、

M
a
c
T
C
P
Ex
ch
an
ge
r
を
起
動
し
ま
す
。

[N
ew
]
を

押
す

と
タ

グ
(
M
a
c
T
C
P
の

各
々

の
設

定
フ

ァ
イ

ル
）

名
を

入
力

す
る

ダ
イ

ア
ロ

グ
が

表

示
さ
れ
ま
す
。

現
在

の
M
a
c
T
C
P
の

設
定

が
分

か
る

よ
う

な
タ

グ
名

を
入

力
し

、
[O
K]

を
押
し
ま
す
。

"1
ac
TC
P
と
M
a
c
T
C
P
Ex
ch
an
JZ
,e
r
は
同
時
に
起
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

1

M
a
c
T
C
P
 E
x
c
h
a
n
g
e
r
 

□
 En
ab
le
 

M
~•

 TC
P 

s~
ttm

g 
:

 
PP
P
モ
デ
ム
E

由
で
イ
汐
一
え
ッ
ぽ
誌
頭

P
P
P
モ
デ
ム
E
由
で
イ
カ
—
え
ッ
ト
未
捻
薪

現
在
の
Mo
cT
CP

駐
定
を
保
存
し
ま
す
．

タ
グ
名
を
入
力
し
て
下
さ
い
．

|  5 4  |  

r-・・" 
I
 

□
匝
三
区
三
引
三
三
〕

ve
rs
io
n 
2.
0.
0

切
Y
叫

o
S

hi
'l"

I•
 

M
a
c
T
C
P
の

設
定

を
変

更
す

る
場

合
は

M
a
c
T
C
P
Ex
ch
an
ge
r
か
ら
選
択
し
、

[S
et
]
を
押
し
ま
す
。

セ
ッ

ト
後

に
再

起
動

が
必

要
か

ど
う

か
は

ダ
イ

ア
ロ

グ
に

表
示

さ
れ

ま
す

。
..
..
..
..
..
..
..
..
..
..
. 今
..
..
..
..
..
..
.

.ヽ.
..ヽ

里
コ
旱
垂
垂

H
邸
T
C
P
Ex
t:
na
nq
er
 

M
a
c
T
C
P
 E
x
c
h
a
n
g
e
r
 

□
 En
ab
le
 

Ma
cT
CP
 S
e
t
t
泊
g:

TC
P/
IP

症
イ

ン
ク

ー
ネ

っ
卜

タ
グ
名
：
[T
CP
/I
P

直
栢
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

l
 

三
C
三
3

3.
1.
4.
2
◎

 
M
a
c
T
C
P
 
S
w
i
t
c
h
e
r
 

M
a
c
T
C
P
の

設
定

後
に
M
a
c
T
C
P
を
閉
じ
て
、

M
a
c
T
C
P
Sw
it
ch
er

を
起
動
し
ま
す
。

現
在
の
M
a
c
T
C
P
の

設
定

を
保

存
す

る
ダ

イ
ア

ロ
グ

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

現
在
の
M
a
c
T
C
P
の

設
定

が
分

か
る

よ
う

な
設

定
フ

ァ
イ

ル
名

を
入

力
し

、
［
保
存
］
を
押
し
ま
す
。

la
 M

a
c
T
C
P
 S
w
i
t
c
h
e
r
 1
.0
,.
..
 I

 
命

M
a
c
T
C
P
 S
w
i
t
c
h
e
r

窟

,
 ~ 三:
~~~;'

Ji:'.
:トネ, 

ト
[

 

S
a
v
e
 M
a
c
T
C
P
 c
o
n
f
i
g
u
r
a
t
i
o
n
 a
s:
 

I
T
C
P
/
I
P
直

接
イ

ン
が

ネ
ッ

ト

こ
の
ア
イ
コ
ン

こコ
H
D
1
6
0

［
恥

）
出

し
］

｛
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
］

（
新

規
亡

］
）

［
キ

ャ
ン

セ
ル

）

で
設

定
フ

ァ
イ

ル
が

保
存

さ
れ

ま
す

。

M
a
c
T
C
P
の

設
定

を
変

更
す

る
場

合
は

設
定

フ
ァ

イ
ル

を
ダ

プ
ル

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、

次
の

ダ
イ

ァ
ロ

グ
が

表
示

さ
れ

、
設

定
を

更
新

す
る

か
ど

う
か

聞
い

て
き

ま
す

の
で
[S
et

M
a
c
T
C
P
J
を
押
し
ま

す。

（
更

新
す

る
前

に
、

現
在

の
設

定
を

保
存

す
る

に
は

[S
av
e]

を
押
し
ま
す
。
）

M
a
c
T
C
P
の

設
定

が
変

更
さ

れ
た

旨
を

示
す

ダ
イ

ア
ロ

グ
に

表
示

さ
れ

ま
す

。

V o l .  2 6  N o .  2  

r-
~I

 
□
匝
匝
~
〕

v
•
r
s
切

2.
0.

0
切

Y
叫

o
S
h
浮

ta

す
で
に
Mo
cT
CF
F'
i'

イ
バ
が
ス
ク
ー
ト
し
て
し
這
た
め
．

訊
走
変
更
は
Ma
c1
nt
o
針

洒
蘊

陵
1こ

右
効
に
な

9
ま
す
．

(E
no
bl
el
r
テ

ェ
ッ

ク
し

て
い

る
沿

合
(t
、
再
已
劾
陵
1こ°

唸
LI

な
I翠

定
に

な
9
ま
す
）

~
 

起
動

後
TC
P/
IP

を
利
用
し
た
場
合
。

し
ま
し
た
．

起
動

後
TC
P/
IP

を
利
用
し
な
か
っ
た
た
場
合
。

Se
t 
M
o
c
T
C
P
 t
o 
th
e 
co
nf
ig
ur
ot
io
n 
so
ve
d 
on
 f
il
e 

灯
CP
/I
P
直
接
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
？

If 
yo
u 
ha
ve
nュ
t
el
re
od
y 
do
ne
 s
o,
 y
ou
 s
ho
ul
d 
so
ve
 y
ou
r 

cu
rr
en
t 
M
e
c
T
C
P
 c
on
fi
gu
rf
lt
io
n 
t
o
o
 f
il
e 
so
 y
ou
 c
on
 

re
st
or
e 
it
 
Je
te
r.
 T
o
 d
o 
th
is
, 
cl
ic
k 
th
e
メ
So
ve
i:

bu
tt
on
. 

□
王
コ
国
王
D
~

石

△
 Mac

T
C
P
 h
a
s
 b
e
e
n
 s
et
. 

。
こ
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3.
2 

O
p
e
n
T
r
a
n
p
o
r
t
 

最
初

に
パ

ー
ジ

ョ
ン

を
確

認
し

、
JI

」
.I
以

上
の

バ
ー

ジ
ョ

ン
を

イ
ン

ス
ト

ー
ル

し
て

お
い

て
く

だ
さ

い
。

ま
だ

、
こ

れ
で

も
不

都
合

が
あ

る
み

た
い

で
す

が
、

と
り

あ
え

ず
こ

れ
し

か
あ

り
ま

せ
ん

。

3.
2.
1 
麿
＆
退
砂

O
p
e
n
T
r
a
n
p
o
r
t

（
イ
ー
サ
お
よ
ひ
刊

p
p
(
こ
必
要
で
す
が
、
す
で
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
方
は
次
に
お
進
み
く
だ
さ
い
。
）

T
C
P
/
I
P
の

設
定

を
複

数
切

り
換

え
て

利
用

さ
れ

る
方

は
3.
2.
4

イ
ー

サ
ー

接
続

と
P
P
P
接

続

を
先

に
お

読
み

く
だ

さ
い

。

の
イ

ン
ス

ト
ー

ル

3
.
2
.
2
 

イ
ー

サ
ー

接
続

（
研

究
室

等
か

ら
マ

ッ
ク

が
直

接
イ

ー
サ

に
接

続
さ

れ
て

い
る

方
が

お
読

み
く

だ
さ

い
。

P
P
P接

続
の
み
の
方
は
、

3.
2.
3

P
P
P
接
続
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。
）

3.
2.
2.
i 

C
P
/
I
P

の
設

定
（

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
内

）

5 5  |  

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
内

の
TC
P/
IP

を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ

で
は

マ
ッ

ク
の

IP
ア

ド
レ

ス
、

サ
プ

ネ
ッ

ト
マ

ス
ク

、
検

索
ド

メ
イ

ン
名

、
ル

ー
タ

ー
ア

ド

レ
ス

、
ネ

ー
ム

サ
ー

バ
ア

ド
レ

ス
を

設
定

し
ま

す
。

V o l .  2 6  N o . 2  1 9 9 6 ー 8

IP
ア

ド
レ

ス
を

設
定

し
ま

す
。

：
担

当
者

に
お

聞
き

く
だ

さ
い

。

サ
プ

ネ
ッ

ト
マ

ス
ク

:
25
5.
25
5.
25
5.
0 

ル
ー

テ
ィ

ン
グ

情
報

、
ゲ

ー
ト

ウ
ェ

イ
ア

ド
レ

ス
：

担
当

者
に

お
聞

き
く

だ
さ

い
。

ネ
ー
ム
サ
ー
バ
ア
ド
レ
ス
：

（
大
阪
大
学
以
外
の
方
は
担
当
者
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

ま
た

、
学

内
で

も
ネ

ー
ム

サ
ー

バ
を

立
ち

上
げ

て
い

る
場

合
は

そ
の

ア
ド

レ
ス

を
最

初
に

記

述
し
て
く
だ
さ
い
。
）

大
阪

大
学

・
豊

中
キ

ャ
ン

パ
ス

な
ら

ネ
ー

ム
サ

ー
バ

ア
ド

レ
ス

は
以

下
の

順
で

記
述

し
て

く
だ

さ
Vヽ
。

13
3.
1.
18
1.
1

13
3.
1.
11
9.
1 

I
 

33
.1
.1
92
.4
 

大
阪
大
学
・

吹
田

キ
ャ

ン
パ

ス
な

ら
ネ

ー
ム

サ
ー

バ
ア

ド
レ

ス
は

以
下

の
順

で
記

述
し

て
く

だ
＇

さ
い
。

13
3.
1.
11
9.
1 

13
3.
1.
18
1.
1 

13
3.
1.
19
2.
4 

検
索

ド
メ

イ
ン

名
：

自
分

の
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

の
＠

以
降

を
記

述
し

て
く

だ
さ

い
。

設
定

し
終

わ
っ

た
ら

、
ク

ロ
ー

ズ
ポ

ッ
ク

ス
で
T
C
P
/
I
P
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。

以
下
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
［
保
存
］
を
押
し
て
完
了
で
す
。

ま
た
、

T
C
P
/
I
P
の

情
報

は
よ

く
目

の
つ

く
と

こ
ろ

に
張

っ
て

お
い

て
く

だ
さ

い
。
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3.
2.
3 

P
P
P
接

続

（
自

宅
や

研
究

室
の

マ
ッ

ク
を

モ
デ

ム
経

由
で

利
用

し
た

い
方

が
お

読
み

く
だ

さ
い

。
）

3.
2.
3.
1 

P
P
P
の

イ
ン

ス
ト

ー
ル

Op
cn
Tr
an
po
rt

で
は

F
r
e
e
P
P
P
l
 

.0
.5

ま
た
は

M
a
c
P
P
P
2
.
5
J
を

利
用

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
F
r
e
e
P
P
P

2.
5r
f
は

利
用

で
き

な
い

の
で

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
'9
7
春

に
リ

リ
ー

ス
予

定
の

O
匹
nT
ra
ns
po
rt

l
 

.5
 

に
は

P
P
P
の

機
能

が
統

合
さ

れ
て

い
ま

す
。

F
r
e
e
P
P
P
 I

 
.0
.5

を
入
手
し
、

1-
..
r-
1 

グ
＆

ド
ロ

ッ
プ

し
、

再
起

動
し

ま
す

。

サ
鴫

(
F
r
e
e
P
P
P
以

外
に

C
y
b
c
r
G
a
t
e
 1
.3
.2

も
Op
en
Tr
an
po
rt

を
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

ま
す

。
）

3.
2.
3.
2 
曇

CP
/I
P

の
設

定
（

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
内

）

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
内

の
T
C
P
/
I
P
を

開
い

て
く

だ
さ

い
。

こ
こ

で
は

検
索

ド
メ

イ
ン

名
、

ネ
ー

ム
サ

ー
バ

ア
ド

レ
ス

を
設

定
し

ま
す

。

5 6  |  

昌
回

鰹
完

：

望
定

Co
nf

ig
PP

Pと
＆
磨
~P
PP
をシ

ステ
ムフ
ォル
ダに
ドラ
ッ

Ap
pl
e 
Ta
lk
 (
Ma
cl
P)
 

Et
he
rn
et
 一

裟
芦
這
：

I
 

P
P
P
サ
ー
パ
を
苓
照

マ
l

IP
フ
ァ
ド
レ
ス
:

<
サ
ー
パ
を
恙
9月

>

サ
プ
ネ
ッ
ト
マ
ス
ク
：

ペ
iレ
ー
タ
ア

F
レ
ス
：

＜
サ
ー
パ
を
苓
膝
＞

ネ
-
ム
サ
ー
パ
ア

F
レ
ス
：

I
 

13
3.
1.
11
9.
1 

13
3.
1.
18
1.
1 

13
3.
1.
19
2.
4 

V o l .  2 6  N o .  2  

＜
サ
:
.
:
)
¥
を
苓
隣
＞

経
由

先
は

M
a
c
P
P
P
を

、
設

定
方

法
は

P
P
P
サ

ー
バ

を
参

照
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。

ネ
ー

ム
サ

ー
バ

ア
ド

レ
ス

：
以

下
の

順
で

記
述

し
て

く
だ

さ
い

。

13
3.
l.
l 
19
.l
 

13
3.
1.
18
1.
1 

13
3.
1.
19
2.
4 

検
索

ド
メ

イ
ン

名
：

ce
nl
er
.o
sa
ka
-u
.a
c.
Jp
 

設
定

し
終

わ
っ

た
ら

、
ク

ロ
ー

ズ
ボ

ッ
ク

ス
で
T
C
P
/
I
P
を

閉
じ

て
く

だ
さ

い
。

以
下

の
ダ

イ
ア

ロ
グ

が
表

示
さ

れ
る

の
で

、
［

保
存

］
を

押
し

て
完

了
で

す
。

ま
た
、

T
C
P

P
の

情
報

は
よ

く
目

の
つ

く
と

こ
ろ

に
張

っ
て

お
い

て
く

だ
さ

い
。
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3.
2.
3.
3 
鬱

C
o
n
f
i
g
P
P
P

の
設

定
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
内
）

起
動

す
る

と
以

下
の

ウ
ィ

ン
ド

ウ
が

表
示

さ
れ

ま
す

。
（
日
本
語
版
は

M
a
c
P
P
P
2.
5J
) 

麒
目

=
=

C
o

n
fi

~
P

P
P

 "
""

"~
""

""
""

""
"'"

"' 

[
 
O
p
e
n
 

]
 
[
 S
t
a
t
s
…

]
 

[
 
C
l
o
s
e
 

]
 

P
o
r
t
 N
a
m
e
:
 
Iモ

デ
ム

ポ
ー

ト
叶

Id
le
 T

i
m
e
o
u
t
 (
mi
nu
te
s)
: 
匡ヨ

E
c
h
o
 I
nt
er
va
l 
(s
ec
on
ds
):
 
回

□
 Di

領
b
1
 

e
 A
u
t
o
 C
o
n
n
e
c
t
 

□
 Te

r
m
i
n
a
l
 W

i
n
d
o
w
 

図
H
a
n
g
u
p
o
n
 C
l
o
s
e
 

□
 Qu

i
e
t
 M

o
d
e
 

□
 L
o
n
g
 R
e
-
d
i
 a

 1
 De
la
y.
 

P
P
P
 S
er
ve
r:
 匡
三
］

二
□

厄
コ

回
王

〕
fr

••
PP

P 
1.
0.
5 

言屁
i

C
o
n
f
i
g
 P

P
P
 

［
 問

く
］［ 

翌
：
;
る

］
 

（
 状
況
.
.
l
 

記
卜

名
：

Iモ
デ

’
ム

ポ
ー

ト
叶

動
作
可
能
瞬
間
（
分
）
：

ビ豆
三］

エ
コ

ゴ
瞬

（
秒

）
：

区こ
三］

□
自

動
接

続
し

な
い

□
タ

ー
ミ

ナ
ル

ウ
イ

ン
ド

ウ

図
閉

じ
る

と
き

に
接

続
解

除

□
消

音
モ

ー
ド

P
P
P

サ
-
;
¥
'
:
区旦
三］

に
エ

こ v2.
1.
3S
0b
3 

Po
rt
 N
a
m
e
 :

 モ
デ

ム
を

接
続

し
て

い
る

ポ
ー

ト
を

指
定

し
て

く
だ

さ
い

。
英

語
の

M
o
d
e
m
Po
rt

だ

と
漠
字

T
A
L
K
で
は
エ
ラ
ー
に
な
り
ま
す
。

Id
le
 T
im
eo
ut
 
:
 指
定

し
た

時
間

（
分

）
、

デ
ー

タ
が

流
れ

て
い

な
い

と
切

断
す

る
か

ど
う

か
聞

い

て
き

ま
す

。
下

の
Qu
ie
t
MO
{J
c
を

チ
ェ

ッ
ク

し
て

お
く

と
時

間
が

過
ぎ

る
と

自
動

的
に

切
断
し
ま
す
。

E
c
h
o
 l
nt
er
va
l(
se
co
nd
s)
 
:
 P
P
P
の

の
接

続
が

切
れ

て
い

る
か

ど
う

か
を

調
べ

る
間

隔
で

す
。

Te
rm
in
al
 W
i
n
d
o
w
 :

 手
動

の
接

続
モ

ー
ド

で
す

。
大

阪
大

学
大

型
計

算
機

セ
ン

タ
ー

で
は

自
動

(
P
A
P
)
で
接
続
で
き
る
の
で
、
不
要
で
す
。

G
-
-
0
 

P
P
P
 

D
O
W
N
 

0
'
-
0
 

P
P
P
 

D
O
W
N
 

二
前
て
ロ

l J  
亡

5 7  |  V o l .  2 6  N o .  2  

新
た

に
設

定
す

る
の

で
[
N
e
w
...
 ]

を
押
し
ま
す
。

接
続

先
の

名
前

(
P
P
P
Se
rv
er
 n
ru
ne
)
を

間
い

て
く

る
の

で
、

分
か

り
や

す
い

名
前

を
入

力
し

ま
す

。

こ
こ

で
は

「
cc
」
と
し
ま
す
。

『P
P
P
se
rv
er
 n
am
e:
 

IF
 cc
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□ - 7  

Po
rt
 S
pe
ed
 :

 モ
デ

ム
と

マ
ッ

ク
間

の
通

信
速

度
で

す
。

セ
ン

タ
ー

側
で

の
設

定
速

度
の

設
定

は

38
,4
00
bp
s
で

す
。

利
用

し
て

い
る

モ
デ

ム
が

14
,4
00
bp
s
以

上
な

ら
ば

38
,4
00
bp
s
、

9,
60
0b
ps

な
ら

ば
2
8
8
0
0
b
p
s
、
24
,0
0b
ps

な
ら

ば
4
,
8
0
0
b
p
s
を
目
安
に
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ー

ト
速

度
計

算
方

法
＝

モ
デ

ム
の

通
信

速
度

X
a
 (

M
N
P
5
 :

 a
=
2
、
V
.4
2b
is
 
:
 a=
3)

。

モ
デ

ム
が

発
信

し
な

い
（

電
話

を
掛

け
な

い
）

場
合

は
こ

の
前

後
の

値
を

試
し

て
く

だ
さ

い
（

マ
ニ

ュ
ア

ル
で

モ
デ

ム
と

パ
ソ

コ
ン

間
の

通
信

速
度

（
セ

ン
ス

ス
ビ

ー
ド

）
を

確
認

す
る

と
確

実
に

設

定
で
き
ま
す
）
。

F
l
o
w
 C
on
tr
ol
 
:
 C
T
S
&
R
T
S
(
D
T
R
)
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

T
o
n
e
 D
ia
l 

or
 
Pu
ls
e 
Di
al
 
:
 こ
こ

で
は

ト
ー

ン
（

ブ
ッ

シ
ュ

）
回

線
で

す
。

ph
on
e 
n
u
m
:
 こ

こ
で

は
学

内
の

内
線

か
ら

掛
け

た
電

話
番

号
が

指
定

さ
れ

て
い

ま
す

。

0
 6
地
域
内

：
 8
7

9
-

8
9

8
3

 

大
阪

大
学

内
線

：
 8
 9
 8
 3
 

0
発

信
が

必
要

&
0

6
地
域
内
：

0
,
 
8

7
9

-
8

9
8

3
 

0
発

信
が

必
要

&
0

6
地
域
外
：

0
,
 
0

6
-

8
7

9
-

8
9

8
3

 

M
o
d
e
m
l
n
i
t
:
 
こ

こ
で

は
構

内
電

話
の

場
合

で
す

。
自

宅
か

ら
の

場
合

は
不

要
で

す
。

こ
の

程
度

設
定

し
ま

し
た

ら
[
Au
th
en
ti
ca
ti
on

…
]
を
押
し
て
、

Au
th
.
I
D
 
(
利
用
者
番
号
）
と

P
a
s
s
w
o
r
d
を
指
定
し
て

[
O
K
)

を
押
し
ま
す
。

Ice 

1 9 9 6 ー 8

セ
ッ

ト
名

が
「

cc
」
に
な
っ
て
い
る
の
を
確
認
し
、

シ
ョ

ン
の

ウ
ィ

ン
ド

ウ
を

表
示

し
ま

す
。

[C
on
fi
g
…

]
を

押
し

て
コ

ン
フ

ィ
ギ

ュ
レ

ー
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No
te
: 
T
h
e
 p
as
sw
or
d 
an
d 
id
 
fi
el
ds
 m

a
y
 b
e 

le
ft
 b
la
nk
 t
o 
in
di
ca
te
 t
ha
t 
th
ey
 a
re
 t
o 
be
 

en
te
re
d 
at
 c
on
ne
ct
 t
im
e.
 

巳
Pa
ss
wo
rd
: 
戸
亡
六
．
．
．
．
．

Re
tr
ie
s:
 
巨コ

注
：
バ
ス
ワ
ー
ド
と
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド

ID
(A
ut
h 

ID
) 

は
、
必
ず
し
も
こ
の
画
面
で
入
力
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
入
力
し
な
い
場
合
は
、

P
P
P
接
続
閂
に
入
力
用
の
ウ

イ
ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

Au
th
 I
D:
 
j
w
6
0
1
5
7
e
 

I
 

Jゞ
ス
ワ
ー
ド
：
!・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・ 

I
 

か
け

匡
し

：
巨

こ
］

タ
イ

ム
ア

ウ
ト

：
ビ

ニ
］

秒

三
□

l
 

Ti
me
ou
t:
 ロ

se
co
nd
s

三
亡

コ
ン

フ
ィ

ギ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

[D
on
e]

を
押
し
て
終
了
で
す
。

Au
th
. 

ID
. 

3.
2.
3.
4 

さ
あ

、
接

続
し

て
み

ま
し

ょ
う

Co
nf
ig
 P
P
P
で

[o
pe
n]

を
押
し
て
接
続
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

4
種

類
の

絵
で

接
続

状
況

が
随

時
表

示
さ

れ
ま

す
。

問
い

合
わ

せ
を

す
る

時
の

た
め

に
C
O
N
N
E
C
T
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
通

信
速

度
(2
88
00

等
）
と
圧
縮
ク
ラ

ス
(V
.4
2b
is

or
 M
N
P
5
)
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

"""
""●
● 
"'"
" 

""
 
fr
ne
PP
P 
Co
nn
ec
ti
on
 S
ta
tu
s 

,-
・~

-
""
' 

3.
2.
4 

イ
ー

サ
ー

接
続

と
P
P
P
接

続

函
PP
P

援
I克

状
況

|  5 8 ー

急
C
o
n
n
e
c
t
i
n
g
to
: 
cc
 

A
t
:
 2

8函
/I
.A
PI
¥I
N
.4
2b
is
 

壽
島

／
I,,,,
::'::
:,:,'
, 
,:':'
t',,'
1: 

Su
cc
es
sf
ul
 ••

• I
 St

o
p
)
 

窪

著
／

属
成

功

3.
2.
3.
5 

P
P
P
接

続
時

に
便

利
な

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
（
特
に
小
さ
な
画
面
を
利
用
し
て
い
る
方
）

国
P
P
fl
oa
te
r
を

入
手

し
、

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

パ
ネ

ル
に

入
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
Pl
'P
接

続
時

に

以
下

の
ウ

ィ
ン

ド
ウ

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

こ
の

ウ
ィ

ン
ド

ウ
か

ら
P
P
P接

続
時

間
の

表
示

と
切

断
が

行
え
ま
す
。

[S
of
t
切
断
］
と

[H
ar
d
切
断
］
の
違
い
。

[S
of
t
切

断
］

で
切

断
し

た
場

合
は

、
次

の
T
C
P
/
I
P
要
求
時
に
自
動
で
接
続
し
ま
す
。

(E
ud
or
a
の

［
私

書
箱

を
チ

ェ
ッ

ク
］

は
失

敗
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
）

[
H
a
r
d
切

断
］

の
場

合
は

C
o
n
f
i
g
P
P
P

(
手
動
）
で
［
接
統
］
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

M
a
c
T
C
P
の
環
境
で
は

M
a
c
T
C
P
の

設
定

を
置

き
換

え
る

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
切

り
換

え
て

い
ま

し
た
が
、

Op
en
Tr
an
po
rt

で
は

T
C
P
/
I
P
で

各
設

定
を

保
存

し
切

り
換

え
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

（
 停
止

l
 

G
-
-
0
 

ガ
◎
 

接
続

で
き

ま
す

と
C
o
n
f
i
g
P
P
P
の
絵

'
P
P
P

か
ら

P
P
P

に
変
わ
り
ま
す
。

D
O
山
N

U
P
 

P
P
P接

続
時

は
常

に
表

示
し

て
お

く
と

、
接

続
の

確
認

や
、

切
断

が
行

え
る

の
で

便
利

で
す

。

罪
聰

薔
藍

證
厖
Cc
rt
1f
j
g也

P,P
,
湿

畜
諮

薦
薦

訓

［
 
如

宕
；

]
 

[
 
S
t
e
t
s
…

]
 

[
 
C
l
o
s
e
 

]
 

[ P p p u p  

V o l .  2 6  N o . 2  

'C
P/
IP

を
起
動
し
た
後
、
［
設
定
…
］
を
選
択
し
ま
す
。

l'
.:
7.
>:
:"
:I
 

省
略

時
設

定
な

ど
二

"'・"叫
t

:Q 
，，，，
， 
.. 

＇ 
弓

;
(
)
.
~

 

三 こ 亡
亜
こ

l
リ
ネ
ー
ム
.
I
 

亡
こ

三
C
三コ

1 9 9 6 ー 8
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そ
の
ま
ま
［
設
定
］
を
押
し
て
か
ら
、

3.
2.
2.
1
も
し
く
は

3.
2.
3.
2
に
戻
り
、

T
C
P
/
I
P
の

設
定

を
行

い
ま
す
。

-
• 

-
く三

n、.
...,

ii
ヌ

疋

現
在
の
設
定
：

省
略
時
設
定

I
•
•
 

•• 
• 

• 
.. 

Et
he
rn
et
 

Et
he
rn
et

の
コ
ピ
ー

PP
P 

ー 5 9 —

省
略

時
釜

定

注
意
：

T
C
P
/
I
P
を

設
定

す
る

前
に

保
存

先
を

作
成

し
て

お
か

な
い

と
、

既
存

の
設

定
は

上
書

き
さ

れ
て
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

V o l .  2 6  N o . 2  

4. 
A
C
O
S
の
利
用

マ
ッ

ク
で

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

経
由

し
て

A
C
O
S
を

利
用

す
る

場
合

に
は

、
次

の
3
つ
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が

あ
れ

ば
、

ほ
ぽ

快
適

に
利

用
で

き
ま

す
。

a
r
e
T
e
n
n
:
 通

信
。

N
C
S
A
Te
ln
et
で
も
代
用
で
き
ま
す
が
、

A
C
O
S
に
は
こ
ち
ら
を
推
奨
し
ま
す
。

Fe
tc
h
・
．
フ
ァ
イ
ル
転
送
。

Je
di
t:
 
エ
デ
イ
タ
。

A
C
O
S
の

漠
字

コ
ー

ド
が

そ
の

ま
ま

利
用

で
き

ま
す

。

4.
1 

通
信

(t
el
ne
t)

4.
1.
1 

a
r
e
T
e
r
m

の
設
定
と
利
用

届
ar
eT
er
m

シ
ェ

ア
ウ

エ
ア

1,
00
0
円

T
C
P
/
I
P経

由
お

よ
び

シ
リ

ア
ル

（
モ

デ
ム

）
経

由
で

通
信

で
き

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

す
。

固
Iノ

ー
ド

（
接

統
先

設
定

）
は

接
統

先
ご

と
に

作
成

し
、

必
ず

セ
ー

プ
を

取
る

よ
う

に
し

ま
す

。
1

剥
N
C
S
A
Te
ln
et

よ
り

優
れ

て
い

る
点

(
A
C
O
S
に
接
続
し
た
場
合
）

・r
et
ur
n
キ
ー
が
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。

．
漠
字
の
入
力
が
で
き
ま
す
。

(
N
C
S
A
 Te
ln
et
の
設
定
ミ
ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
．
．
．
）

．
矩
型
の
コ
ビ
ー
が
で
き
ま
す
。

• 余
談

で
す

が
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
経

由
で

N
I
百

Y
-
S
e
r
v
e
等
か
ら
直
接
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

固
a
r
e
T
e
r
m
を

最
初

に
起

動
す

る
と

ノ
ー

ド
フ

ァ
イ

ル
を

聞
い

て
く

る
の

で
キ

ャ
ン

セ
ル

し
ま

す
。

そ
し

て
メ

ニ
ュ

ー
バ

ー
の

ノ
ー

ド
作

成
を

選
択

し
ま

す
。

次
に

ノ
ー

ド
フ

ァ
イ

ル
の

名
前

を
き

い
て

く
る

の
で

適
当

な
名

前
を

付
け

「
保

存
」

を
選

択
し

ま
す。

1 9 9 6 ー ー 8
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フ
ァ
イ
ル
名

国
c
o
s接

読

[
 ., 
,;: 
.,. 
-:・
i、

]

［
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
］

］
 ［
キ
ャ
ン
セ
ル
）

罪
団
器
器
碑
器
器
器
器
器
吾
器
器
苺
滓
苺
苺
苺
苺
苺
碑
苺
器
産

f:
T~
Pl
rP
:;
.;
s.
-c
-a
s·
·,
1苺
悪
器
器
器
蕪
器
逹
器

T
r
り
i
n
g

t
e
l
n
e
t
 
c
o
n
n
e
c
t
i
o
n
 

T
E
L
0
0
1
 
E
N
T
E
R
 
$
$
$
C
O
N
 
C
M
O
.
 

必
ず

I
By
te

の
大
文
字
で
入
力
し
ま
す
。

$
$
$
C
O
N
,
 T

SS
•—

---
---

---
-

-
-
o
s
A
K
A
 
T
S
S
(
A
6
N
U
X
 
R
2
.
0
)
 
O
N
 
0
2
/
0
7
/
9
6
 
A
T
 
1
7
:
5
6
:
5
0
 
C
H
A
N
N
E
L
 
5
0
7
0
 

U
S
E
R
 
IO
 

4.
1.
2 

N
C
S
A
 T
el
ne
t-
J

の
設
定
と
利
用

メ
ニ
ュ
ー
バ
ー
の
通
信
条
件
設
定
．
．
．
を
選
択
し
ま
す
。

|  6 0  

戸
薗
特
殊
操
作

;
J
 
.-. 
e

 
:：'・・・ 

ベ
ー
ス
ト

-
~
~
 漠

宇
コ
ー
ド
：

¥
 C

 
'I 

パ
ス
ワ
-
ド
:

行
末
コ
ー
ド
：

I
 C

R
+
L
F
 

I
 

I図
ロ
ー
カ
ル
エ
コ
-

I
 Iロ
ダ
ン
プ
モ
ー
ド

1
 

ロ
グ
イ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
：

口―
-

（
 ドラ
イ
パ
詳
繕
設
定
．
．
．

］
 

詞 言

11 
I

 
I
 

I
 

［
口
外
部
コ
ン
ソ
ー
ル

テ
ン
プ
し
ー
ト

N
i
f
t
y
-
R
O
A
D
 1

 

N
i
f
t
y
-
R
O
A
D
2
 

N
i
f
t
y
-
R
O
A
D
3
 

こ
接
続
ド
ラ
イ
バ
で

T
C
P
/
I
P
を
設
定
し
、
ロ
ー
カ
ル
エ
コ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

そ
の
後
ド
ラ
イ
パ
の
詳
細
設
定
…
を
選
択
し
ま
す
。

T
C
P
/
I
P
ド
ラ
イ
パ
プ
ロ
ト
コ
ル
設
定
で

A
C
O
S
の

IP
ア
ド
レ
ス

1
3

 3
.
 

定
し

[
O
K
]
を
押
し
ま
す
。

N
C
S
A
 Te
ln
et
の
設
定

A
C
O
S
を
利
用
す
る
に
は

N
C
S
A
Te
ln
et

よ
り
先
の

ar
eT
er
rn
が
便
利
で
す
が
、

N
C
S
A
Te
ln
et
の
利

用
者
が
多
い
の
と
利
用
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
の
で
設
定
を
記
述
し
ま
す
。

漠
字
の
入
力
不
可
。

(
N
C
S
A
 T
el
ne
t
の
設
定
ミ
ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
．
．
．
）

リ
タ
ー
ン
が

[c
on
tr
ol
l+
i
で
す
。

(
A
C
O
S
を
利
用
す
る
場
合

L
o
c
a
!
E
c
h
o
を
o
n
に
し
ま

す
。

こ
の

場
合

は
[r
et
ur
n]

キ
ー
を
押
す
と
、

2
回
[r
et
ur
n]

キ
ー

を
押

し
た

こ
と

に
な

る
の
で
、

[r
et
ur
n]
キ

ー
の

代
わ

り
に

[c
on
tr
ol
]+
j
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
）
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こ
れ

で
国

フ
ァ

イ
ル

が
作

成
さ

れ
る

の
で

、
次

か
ら

は
こ

の
フ

ァ
イ

ル
を

ダ
プ

ル
ク

リ
ッ

ク

し
て

ar
eT
cn
n
を
起
動
し
ま
す
。

ヽ

血
屈

如
m

ぉ，
Te
rr
直
曲
で
re
w
を
選
択
し
ま
す
。

血
，

庇
釦

四
ふ

;s
in
;
で
re
w
を
選
択
し
ま
す
。
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=

n
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o
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酬
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O
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o
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］
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Q
叫

み
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.
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寸
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図
心
v-
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図"
"'
""
心

v
,
_

_
 
~
 

図
I咄

心
"

'
-

ビ
ロ忘
,.
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..
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●
 ,
~

,
 

ロ-叫
...

・
-
巨

□
む

呻

足
字

―
―

1
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""
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如
心
I_
,

匹
叫

如
牙

IWIS

~
C

E
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次
か

ら
は

以
下

の
操

作
で

接
続

で
き

ま
す

。
....
... 
,-
....
.. 
い..
...
...
...
...
...
...
…..
...
 疇

-
Ed
it
 

S
e
s
s
i
o
n
 

N
e
t
w
o
r
k
 

C
o
n
n
i
 

O
p
e
n
 C
o
n
n
e
c
t
 i

 
on
J

器
O

4.
2.
1 

F
e
t
c
h
 
フ

ァ
イ

ル
の

転
送

C
l
o
s
e
 

器

旦□ '
'

 

T
E
L
0
0
1
 
E
N
T
E
R
 

$$
~C

O
N

 
m
o
.
 

$$
$C
ON
, 
T
S
S
 

必
ず

!B
yt
e
の
大
文
字
で
入
力
し
ま
す
。

Fe
tc
h
で

実
際

フ
ァ

イ
ル

転
送

さ
れ

た
方

も
い

る
と

は
思

い
ま

す
が

、
A
C
O
S
の

場
合

は
un
ix

に
接

続
す

る
場

合
と

少
し

異
な

り
ま

す
。

こ
れ

は
A
C
O
S
が
F
r
P
に
完
全
に
準
拠
し
て
い
な
い
た
め
で
す
。

1.
 
U
s
e
r
 

I
D
:
 に

利
用
者
番
号
と
支
払
コ
ー
ド
を
；
で
区
切
っ
て
指
定
す
る
。

P
 a
 s
 s
 w
 o

 r
 d
 :

 に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
指
定
す
る
。

~
:
 

●●
 
.
.
.
.
 ,

.
 し
ょ
「
＇
～
ぶ
'.N
壺
窪
沃
i(il)'
.組

ib
W:
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''

・,,
.,
,,
01
1,
,,
1;
.1
,1
,,
,,
,,
,l
,I
,
..
 •
"'
""
""
''
'"
'"
''
''
'わ
,..
....
. ,
,,,,
,,,.
.,,,
.,. 
...、,

,,.,
,~-
... 
,
 

En
te
r 
h
o
s
t
 n
a
m
e
,
 u
se
ri
d,
 a
nd
 p
a
s
s
w
o
r
d
 (
or
 

c
h
o
o
s
e
 f
r
o
m
 t
he
 s
ho
rt
cu
t 
me
nu
):
 

O
S
A
K
A
 
T
S
S
 (
A
6
H
U
X
 
R2
. 
0)
 
O
H
 
0
2
/
0
6
/
9
6
 
AT
 
l
 

0:
 3
6:
 3
5
 
C
H
A
H
H
E
L
 
64
10
10
 

LU
=T
 

U
S
E
R
 
ID
 

4.
2 

フ
ァ

イ
ル

転
送
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M
a
c
の

フ
ァ

イ
ル

転
送

で
有

名
な

の
は

Fe
tc
h
で

す
。

ま
た

、
エ

デ
イ

タ
と

し
て
Je
di
t
を
説
明
し
ま

す
。

こ
の

エ
デ

イ
タ

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
送

受
信

し
た

漠
字

コ
ー

ド
の

取
り

扱
い

が
非

常
に

簡
単

に
な

り
ま

し
た

。
実

際
こ

の
エ

デ
イ

タ
が

存
在

し
な

け
れ

ば
マ

ッ
ク

か
ら

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

経
由

し
て

A
C
O
S
を

利
用

す
る

の
は

あ
ま

り
鷹

め
ら

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。

こ
れ

は
A
C
O
S
の

漠
字

コ
ー

ド
が

特
殊
で
あ
り
、

A
C
O
S
で

対
応

で
き

る
の

は
JI
S
コ
ー
ド
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

A
C
O
S
(
日

本
電

気
JI
S
<-
->
 J
IS
) 
<
—
ー
百
P
--
> 
Ma
c(
担
竺
—
-
>
互:

ll
S)

。

矢
印
が
実
際
の
操
作
で
す
が
、

Je
di
t
を

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
2
回

文
字

コ
ー

ド
の

変
換

す
る

手
間

が
な

く
な

り
、

次
の

よ
う

に
操

作
が

簡
略

さ
れ

ま
す

。

A
C
O
S
 <
--
Fr
P 
--
> 
Ma
c(
Je
di
t)
。
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Ho
st
: 

U
s
e
r
 I
D 

P
a
s
s
w
o
r
d
:
 

Di
re
ct
or
y 

Sh
or
tc
ut
s:
 

!
 

13
3.
 1
.4
. 
1
 

0
2
 

巳 戸
;

•• ・・
I
 

,
 

I
 

巳
l

ビ
2
 .
 En
te
r 
pa
ss
wo
rd

と
問

い
合

わ
せ

て
き

ま
す

が
、

そ
の

ま
ま

で
[O
K]

を
押
し
ま
す
。

En
te
r 
po
ss
wo
rd
. 

ニ
C
三コ

A
C
O
S
の

カ
タ

ロ
グ

名
は

Fe
tc
h
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
に
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

カ
タ
ロ
グ
配
下
に
あ
る
フ
ァ
イ
ル
名
を
指
定
す
る
場
合
は
メ
ニ
ュ
ー
バ
ー
の
Di
re
ct
or
ie
s

か
ら

C
h
a
n
g
e
Di
re
ct
or
y.
..
 

(
舘

十
D
)

を
指

定
し

て
次

の
ウ

イ
ン

ド
ウ

で
C
A
T
A
L
O
G
名

を
入

力
し

て
く

だ
さ

い
。

..
 巫

.
.

.
.
巡
-
・
・
・
-

こ
こ

'
,
,
,
,
,
,
,
 
,
,
,
,
'
"
'
'
'
 

こ
れ

で
利

用
で

き
ま

す
。

ま
た

、
送

受
信

時
の

操
作

の
途

中
で

キ
ャ

ン
セ

ル
を

す
る

と
接

続
が

切

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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4.
2.
2 

Je
di
t

こ
ん

な
便

利
な

エ
デ

ィ
タ

は
他

に
は

な
い

ー・
ー・

A
C
O
S
の

漠
字

は
シ

フ
ト

コ
ー

ド
が

特
殊

な
た

め
、

ft
p
し

て
そ

の
ま

ま
開

け
る

エ
デ

イ
タ

は
ほ

と

ん
ど

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
う

い
う

意
味

で
か

な
り

奇
特

な
エ

デ
イ

タ
と

い
え

ま
す

。

Je
di
t
と
A
C
O
S
と

漠
字

コ
ー

ド

こ
の
エ
デ
イ
タ
は
、

A
C
T沿

か
ら

F
T
P
し
た
フ
ァ
イ
ル
の
漠
字
コ
ー
ド
を
自
動
変
換
を
し
て
く
れ
ま
す
。

A
C
O
S
か
ら

ge
t
し
た
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
を
ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
等
で
開
く
と
、
漢
字
コ
ー
ド
変
換

ダ
イ
ア
ロ
グ
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、

［
変
換
す
る
］
を
選
択
す
る
と
マ
ッ
ク

(S
-J
IS
)

で
開
け
ま
す
。

フ
ァ

イ
ル

"
A
C
O
S
-
D
A
T
A
"
'
の

漠
字

コ
ー

ド
は

「
A
C
O
S
」、

改
行
コ
-
ド
（
な
「

C
R

(
M
e
e
)
」

の
よ

う
で

す
。

変
換

し
ま

す

か
？

［
 そ
の

ま
ま

）
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Je
di
t
で

は
「

保
存

」
選

択
す

る
と

開
い

た
と

き
の

漠
字

コ
ー

ド
で

保
存

さ
れ

る
の

で
、

漢
字

コ
ー

ド
を

変
更

し
た

い
場

合
は

「
別

名
で

保
存

…
」

を
選

択
し

漠
字

コ
ー

ド
体

系
を

今
後

作
業

す
る

マ
シ

ン
に
合
わ
せ
て
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

改
行
コ
ー
ド
は
F
T
P
に
よ
り
自
動
変
換
さ
れ
る
の
で

(C
R(
Ma
c)
)

を
変
更
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
な

み
に

、
マ

ッ
ク

で
作

成
し

た
テ

キ
ス

ト
を

A
C
O
S
に
pu
t
す

る
に

は
「

別
名

で
保

存
…

」
を

選

択
し

i奥
芋
コ
ー
ド
体
系
を

A
C
O
S
に
改
行
コ
ー
ド
奴
：
R
(
M
a
c
)
で

保
存

し
、

テ
キ

ス
ト

形
式

で
pu
t
し
ま
す
。

Je
d 
it 
1.
0.
Sb
O
以

前
の

バ
ー

ジ
ョ

ン
は

A
C
O
S
の

漢
字

コ
ー

ド
に

対
応

で
き

て
い

ま
せ

ん
。

こ
れ

よ
り

新
し

い
パ

ー
ジ

ョ
ン

を
入

手
し

て
利

用
し

て
く

だ
さ

い
。

機
種

文
字

コ
ー

ド

A
C

O
S

 
日
本
電
気
J

I
 S
コ
ー
ド

s
 p

 a
 r

 c
 

J
 I
 S
コ
ー
ド

u
n

i
x
系

(s
pa
re

以
外
）

E
U

C
コ
ー
ド

パ
ソ

コ
ン

S
-
J
 I
S
コ
ー
ド

阪
大

大
計

の
機

種
別

文
字

コ
ー

ド
は

上
記

の
と

お
り

で
す

。

残
念

な
が

ら
日

本
電

気
以

外
の

汎
用

機
と

呼
ば

れ
る

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
漢

字
コ

ー
ド

に
は

対
応

し

て
い
な
い
み
た
い
で
す
。

1
回

デ
ス

ク
ト

ッ
プ

叶

こ
コ

H
D
1
6
0

=
 
H
D
2
5
0
 a
pp
li
ca
ti
on
 

=
H
D
2
5
0
 d
a
t
e
 

日
/
m
e
s
s
a
g
e

亡
]
8
6
2
4
2
0
0

こ
コ

H
D
1
6
0

（
敗

り
出

し
］
 

｛
デ
ス
ク
ト
ッ
ブ
］

（
新
規
亡
］
）

［
キ
ャ
ン
セ
ル
l
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5. 
S
X
/
u
n
i
x
の
利
用

5.
1.
2 

届
a
r
e
T
e
r
m

の
設

定
シ
ェ
ア
ウ
エ
ア

1,
00
0
円

箔 t Y ヽ

5.
1 

5.
1.
1 

通
信

(t
el
ne
t)

N
C
S
A
 T
el
ne
t-
J

の
設
定

ー I t μ ー ¥

マ
ッ

ク
で

イ
ー

サ
を

経
由

し
て

un
ix
系

を
利

用
す

る
場

合
は

、
接

続
先

が
メ

ニ
ュ

ー
パ

ー
よ

り
複

数
指
定
で
き
る

N
C
S
A
Te
ln
et
が
便
利
で
す
。
ま
た
、

ar
eT
en
n
で

す
と

接
続

先
の

設
定

が
各

々
の

フ
ァ

イ
ル

と
し

て
存

在
し

て
い

る
の

で
、

別
ホ

ス
ト

を
接

統
す

る
場

合
は

Fi
nd
er

に
戻

る
必

要
が

あ
り

ま

す
（
遅
い
マ
ッ
ク
だ
と
ち
ょ
っ
と
辛
い
で
す
(
"
_
"
;
)
)
。

血
氏

如
en
:e
;,
Te
n直

傘
で

n
e
w
を
選
択
し
ま
す
。

砥
邸

e,
;m
cぉ

，
ふ
逗
m

で
r
e
w
を
選
択
し
ま
す
。

ヽ
,-・
・'"
'匹

T
C
P
/
I
P経

由
お

よ
び

シ
リ

ア
ル

（
モ

デ
ム

）
経

由
で

通
信

で
き

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

す
。

|  6 3 -

利
用

す
る

ホ
ス

ト
ご

と
に

作
成

し
て

お
く

と
、

次
か

ら
の

利
用

が
便

利
に

な
り

ま
す

。

可
冒

E霊
戸

io
n

N
庄竺
こ戸
竺団

Op
en
 C
on
ne
ct
io
n/
 
x
n
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lt
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．． m
s
 

uu
cp
 

on
駆

c
c
e
w
s
0
3
 

c
c
s
p
a
r
c
0
2
 

A
C
O
S
-
2
0
0
 

S
X
-
3
 

c
c
e
w
s
O
I
 

cc
sp
ar
co
 I
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和
in
ja

T
e
r
m
と

異
な

る
点

宝
M
a
c
K
e
r
m
i
t
と

異
な

る
点

・
K
e
r
m
i
t
の
フ
ァ
イ
ル
転
送
が
行
え
ま
す
。

• 
日
本
語
表
示
が
で
き
ま
す
。

固
a
r
e
T
e
n
n
を

起
動

し
て

メ
ニ

ュ
ー

バ
ー

の
ノ

ー
ド

作
成

を
選

択
し

ま
す

。

固
Iノ

ー
ド

（
接

続
先

設
定

）
は

接
続

先
ご

と
に

作
成

し
、

必
ず

セ
ー

プ
を

取
る

よ
う

に
し

ま
す

。
1

届
a
r
e
T
e
n
n
を

最
初

に
起

動
す

る
と

ノ
ー

ド
フ

ァ
イ

ル
を

聞
い

て
く

る
の

で
キ

ャ
ン

セ
ル

し
ま

す
。

そ
し

て
メ

ニ
ュ

ー
バ

ー
の

ノ
ー

ド
作

成
を

選
択

し
ま

す
。

次
に
ノ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
の
名
前
を
き
い
て
く
る
の
で
適
当
な
名
前
針
寸
け
「
保
存
」
を
選
択
し
ま
す
。

心
T
e
m
p
B
o
x
 H
D
2
5
0
d
a
t
a
 "'I 

□
二

8

フ
ァ

イ
ル

名

I桑
戸

~s
pa

rc
o
1接

綬

メ
ニ

ュ
ー

バ
ー

の
通

信
条

件
設

定
…

を
選

択
し

ま
す

。

l
 

［
 保

存
l
 

［
キ

ャ
ン

セ
ル

］ I
 

I
 

I
 

I
 

I口
外
郡
コ
ン
ソ
-
"

I
 

l
 

テ
ン
プ
し
ー
ト

N
i
f
t
y
-
R
O
A
D
 1

 

可三
三

［
ド
ラ
イ
,11.

坦
碇

.
l
 

巨
五
五
〕

〖
口
こ
〗

接
続

ド
ラ

イ
バ

で
T
C
P
/
I
P
を
設
定
し
、
そ
の
後
ド
ラ
イ
バ
の
詳
細
設
定
．
．
．
を
選
択
し
ま
す
。

T
C
P
/
I
P
ド
ラ
イ
バ
プ
ロ
ト
コ
ル
設
定
で
次
表
を
参
照
し
て

I
P
ア

ド
レ

ス
を

設
定

し
[
O
K
]
を
押
し
ま
す
。

日
特

殊
操

作

⇒
 ヒ‘ヽ
．．

ペ
ー

ス
ト

"
'

'
"

 

髯
↓

謳
亭

囀

~'
牛設
：~
:'
:

1口
か

カ
ル

エ
コ

-
I
 I
ロ
ダ
ン
プ
モ
ー
ド

1
 

ロ
グ
イ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
：

口―
-
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ド
ラ

イ
パ

詳
細

設
定

…
（

接
続

ド
ラ

イ
バ

=
T
C
P
/
I
P
)

<
I
P
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

IP
ア
ド
レ
ス
、

ド
メ
イ
ン
名
＞

T
C
P
/
I
P

ド
ラ
イ
パ
プ
ロ
ト
コ
ル
設
定

ミ
ベ
ス
テ
ム
名

Sy
st
em
 n
a
m
e
 

ド
メ
イ
ン
名

Do
ma
in
 n
am
e 

IP
ア
ド
レ
ス

IP
 A
dd
re
ss
 

主
記

憶

M
a
i
n
 M
a
m
o
r
y
 

設
置

場
所

In
st
al
la
ti
on
 

IP
ア
ド
レ
ス
：

I
 

T
E
L
N
E
T
プ
ロ
ト
コ
ル
で
接
綬
し
ま
す

］
巴
丑
〕

□
三
〗

IP
ア
ド
レ
ス
は
下
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

A
C
O
S
-
3
9
0
0
/
1
0
 

汎
用

慨
ac
os
 

l
 

33
. 
l.
4.
10
2 

2
5
6
M
B
 

S
X
-
3
/
1
4
R
 

ス
ー

パ
ー

コ
ン

ビ
ュ

ー
タ

c
c
s
x
3
 

13
3.
1.
10
6.
4 

1
G
B
 

拡
張

記
憶

2
G
B

DE
C 
Al
ph
aS
ta
ti
on
 6
00
 

5/
3 
33
 

c
c
a
l
p
h
a
O
I
 

13
3.
1.
4.
22
 

5
1
2
M
B
 

S
P
A
R
C
 st
at
io
n 
2
G
X
 

c
c
s
p
a
r
c
O
 I

 
1.
33
.1
.4
.3
4 

3
2
M
B
 

S
P
A
R
C
 st
at
io
n 
E
L
C
 

c
c
s
p
a
r
c
0
2
 

p
o
p
-
s
e
r
v
e
r
 

ne
ws
-s
er
ve
r 

13
3.
 l
.4
.3
5 

8
M
B
 

第
4

T
S
S
 

端
末
室

E
W
S
4
8
0
0
/
3
5
0
 

ス
プ

ー
ル

サ
ー

パ
ー

c
c
s
p
o
l
O
 I

 
6
4
M
B
 

E
W
S
4
8
0
0
/
3
6
0
 

マ
ル

チ
メ

デ
イ

ア
サ

ー
パ

c
c
e
w
s
0
3
 

13
3.
 l
.4
.1
3 

2
5
6
M
B
 

ー 6 4 |  

UP
48
00
/6
35
 

フ
ァ

イ
ル

サ
ー

パ
c
c
u
p
O
I
 

13
3.
1.
4.
11
4 

1
2
8
M
B
 

I
R
I
S
 
O
n
y
x
 

c
c
o
n
y
x
O
l
 

I
 

33
.1
.4
.1
25
 

J
G
 

IR
IS
 4
D
/
3
1
0
V
G
X
 

cc
ir
is
O 
I

 
13
3.
1.
4.
33
 

1
6
M
B
 

E
W
S
4
8
0
0
/
2
6
0
 

P
C
9
8
サ

ー
パ

c
c
e
w
s
O
l
 

13
3.
1.
4.
11
 

6
4
M
B
 

第
2

T
S
S
 

端
末
室

E
W
S
4
8
0
0
/
2
 l

 
0
 

シ
ス
テ
ム
処
理
状
況
表
示
サ
ー
パ

c
c
j
o
b
O
I
 

4
8
M
B
 

第
IT
SS

端
末

室

S
G
I
T
W
0
2
5
0
M駆

4
cc
in
di
go
dO
 I

 
13
3.
1.
8.
10
 

2
5
6
M
B
 

S
P
A
R
C
 st
at
io
n 
E
L
C
 

c
c
s
p
a
r
c
0
3
 

13
3.
1.
8.
4 

8
M
B
 

E
W
S
4
8
0
0
/
5
0
 

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
サ

ー
パ

c
c
e
w
s
d
O
l
 

13
3.
 1
.8
.4
0 

3
2
M
B
 

E
W
S
4
8
0
0
/
2
3
0
 

c
c
e
w
s
d
0
2
 

13
3.
1.
8.
41
 

3
2
M
B
 

豊
中

デ
ー
タ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

V o l .  2 6  N o . 2  

E
W
S
4
8
0
0
/
3
5
0
 

c
c
s
p
l
d
O
 I

 
6
4
M
B
 

E
W
S
4
8
0
0
/
2
 I

 
0

 
矧

談
氾

赤
サ

ー
パ

シ
ス

テ
ム

セ
ン
タ
ー
外
か
ら
ド
メ
イ
ン
名

(
D
o
m
a
i
n
n
a
m
e
)

で
利
用
す
る
場
合
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

c
c
j
o
b
0
3
 

ド
メ
イ
ン
名
.
c
e
n
t
e
r
 .
os
ak
a-
u.
ac
.j
p 

4
8
M
B
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5.
1.
3 

話
は

そ
れ

て
シ

リ
ア

ル
接

続
に

』 芯 翌 蒜 t " ‘

接
綬

験
定

メ
ソ
ッ
ド
：

1 1 μ ー X

通
信
ス
ピ
ー
ド
：

デ
-
タ
ピ
ッ
ト
：

ス
ト
ッ
プ
ピ
ッ
ト
：

バ
リ

テ
ィ

ピ
ッ

ト
：

フ
ロ
ー
嗚

lj
jJ
p:

奄
話
番
号
：

シ
リ
ア
ル
ド
ラ
イ
パ
詳
繕
設
定

I
 

1
9
2
o
o
b
p
s
 
I

 
I
 e
ピ
ッ
ト

I
 

I
 
I
ピ
ッ
ト

1
 

I
 な

し
I
 

I
 RS
/
C
S
 
I
 煉

コ
マ
ン
ド
：

」ボ
ー
ト
：

［
 

初
期
化
コ
マ
ン
ド
：

モ
デ
ム
ボ
ー
ト

l
 

1"1,I 
,
'
1
1
 

ダ
イ
ア
ル
コ
マ
ン
ド
：

le
td
t 

I
 

l+
++
o¥
h 

I
 

三
二

I
 

Ex
pr
es
s 
M
o
d
e
m
 ... 
v
 I

 
CJ
D 

［
キ
ャ
ン
セ
ル
l

モ
デ

ム
蟷

定

@
 A
T
コ
マ
ン

F
を
111
11! '

'
 

0
9
f
t
.
f出

頃
歎

：
'

'
 

O
ま
紐
~
:

↓
 ［
 

ダ，
，ァ
；ピ
・:
)'
.俎
ミ：

i
 

---
---
---
---
-' 

！
：
知
；

t~
1 

デ
ー
タ
の
公
定

・・
f-
. 滋

約
：

i-t
函亡
..
..
..
..
..
..
.
可

紐
紐

：
言

亡
可

パ
リ
テ
•
:

I
な

し
叶

デ
ー
ク
む
卜
：

こ
i三］

スト
7
プ
ピ
ッ
ト
：
[
~

 
ハ
ン

F
シ
ェ
イ
ク
：

口
X
O
N
/
X
O
f
F

|  6 5  

通
信

ス
ピ

ー
ド

：
双

方
の

モ
デ

ム
の

遅
い

ス
ピ

ー
ド

(
*
2
 (
M
N
P
5
)
)
 o
r 

(
*
 3

 (
V
 .4
2b
is
))

程
度

初
期

化
コ

マ
ン

ド
の

at
x3

は
構

内
回

線
の

と
き

必
ず

指
定

し
て

く
だ

さ
い

。

ダ
イ

ア
ル

コ
マ

ン
ド

の
at
dt
は

電
話

が
ト

ー
ン

発
信

（
ピ

ボ
バ

）
の

場
合

で
す

。

パ
ル

ス
（

プ
ル

プ
ル

プ
ル

）
の

場
合

は
at
dp

と
指
定
し
ま
す
。

電
話

番
号

：
こ

こ
に

電
話

番
号

を
記

述
す

る
と

起
動

時
に

自
動

発
信

（
電

話
を

か
け

る
）

し
ま

す
。

記
述

を
し

な
い

場
合

は
a
t
d
p
0
6
8
7
9
8
9
8
2
等

の
コ

マ
ン

ド
を

入
力

し
て

く
だ

さ
い

。

他
の

設
定

は
次

の
表

（
無

手
順

で
接

続
す

る
場

合
の

設
定

）
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

く
無

手
順

(
L
E
V
E
L

0)
で
接
続
す
る
場
合
の
設
定
＞

電
話

番
号

：
こ

こ
は

選
択

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
選

択
し

霊
話

番
号

を
記

述
す

る
と

、
起

動
時

に

自
動

発
信

（
電

話
を

か
け

る
）

し
ま

す
が
Ex
pr
es
s
M
o
d
e
m
の

初
期

設
定

が
必

要
で

す
。

Us
er
's
 
G
u
i
d
e
を

理
解

し
て

設
定

し
て

く
だ

さ
い

。

他
の

設
定

は
前

の
表

（
無

手
順

で
接

続
す

る
場

合
の

設
定

）
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。

A
T
コ

マ
ン

ド

at
x3

は
構

内
回

線
の

と
き

必
ず

入
力

し
て

く
だ

さ
い

。

a
t
d
p
0
6
8
7
9
8
9
8
2
ダ

イ
ヤ

ル
発

信
コ

マ
ン

ド
で

す
。

d
は
ダ
イ
ヤ
ル
、

p
は

パ
ル

ス
発

信
で

tに
置
き

換
え

る
と

ト
ー

ン
発

信
し

ま
す

。

接
続

先

S
y
s
t
e
m
 

通
信

方
式

デ
ー

タ
長

1
ス
ト

J
-
/
t
:
・
J
卜
1
パ
リ
テ
ィ
Iフ

ロ
ー
制
御

Da
ta
 L
en
gt
h 

St
op
 b
it
 

P
 a
 r
 it 
y
 
Fl
ow
 C
on
tr
ol
 

文
字
種

C
o
d
e
 

エ
コ
ー
パ
ッ
ク

Lo
ca
l 
Ec
ho
 

A
C
0
S
3
9
0
0
 

半
二

重
7
 bi
t 

E
v
e
n
 

X
o
n
/
X
o
f
f
 

JI
S 

O
N

 
I

 

V o l .  2 6  N  P 2  

s
p
a
r
e
 

1
-
- S
X
-
3
R
 

a
l
p
h
a
 

o
n
x
y
 

ir
is
 

e
w
s
 

u
p
 

全
二

重
8
 bi
t 

I
 bi
t 

N
o
n
e
 

R
S
/
C
S
 

I
 

E
U
C
 

O
F
F
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く
交
換
回
線
電
話
番
号
＞

＜  
Up
-l
oa
d 

&
 m
ai
l
送

信

＞
 

接
統
先

通
信
速
度

通
信

規
格

Er
ro
rF
re
e 

公
衆
回
線

吹
Ill

内
線
I点

中
内

線
備
考

P
P
P
 

2
8
8
0
0
 

V
.
3
4
 

V
.
4
2
 

87
9-
89
83
 

9
4
1
4
 -
8

 
*I
 

T
S
 

12
00
-9
60
0 

V.
22
bi
s,
V2
9 

M
N
P
6
 

87
9-
89
82
 

9
4
0
9
 
I
 

2
6
6
4
 

30
0-
96
00
 

V
.
2
1
,
V
3
2
 

M
N
P
5
,
V
.
4
2
 

87
9-
89
80
 

9
3
8
0
 

12
00
-9
60
0 

V.
22
bi
s,
V2
9 

M
N
P
6
 

87
9-
89
81
 

9
3
9
3
 

12
00
 

V
A
D
I
C仕

様
--

--
9
3
9
6
 

A
C
O
S
 

6
4
0
0
0
 

X
.
2
1
 

--
87
9-
20
10
 

--
*
2
 

16
3-
06
0-

30
0,
12
00
 

V
.
2
1
,
V
.
2
2
 

--
--

*3
 

6
1
4
0
0
4
 

学
情

A
P

30
0—

96
00

 
V.
21
,V
.3
2 

M
N
P
S
,
V
.
4
2
 

87
9-
98
64
 

--
*
4
 

備
考

|  6 6 -

*
 I
 T
S(
Te
rm
in
al
 S
er
ve
r)

を
経
由
す
る
と
汎
用
機

(
A
C
O
S
-
3
9
0
0
)
,
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

(S
X-
3R
),
 ワ

ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(a
lp
ha
,o
nx
y,
ir
is
,s
pa
rc
,e
ws
等
）
に
接
続
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

*
2
 
I
N
S
ネ
ッ
ト

6
4

:
 

*3
 

D
D
X
網
間
接
続
用
。

*
4
 
学
術
情
報
網
大
阪
地
区
の
ア
ク
セ
ス
ボ
イ
ン
ト
用
。

N
E
C
の

D
I
N
A
2
同
期
式

（注
）

P
P
P
と
*2
以
外
は
無
手
順

(
L
E
V
E
L
O
)
を
示
す
。

く
フ

ァ
イ

ル
転

送
(
K
e
r
m
i
t
)

＞  
編
集
か
ら
フ
ァ
イ
ル
転
送
設
定
を
選
択
し
ま
す
。

フ
ァ
イ
ル
転
送
の
設
定
を
し
ま
す
。

V o l .  2 6  N o .  2  

一
括
指
定
：

ke
rm
it
 -
k 
:

 
ma
il

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
可
）

1.
 
M
a
c
の
Ap
pl
ic
at
io
n
W
o
r
d
 P
ro
ce
ss
or
 S
of
t
で
作
成
し
た
フ
ァ
イ
ル
を

Te
xt

On
ly

や
テ
キ
ス
ト

形
式
で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.
 
次
に

ar
eT
er
m
で
接
続
し
、
フ
ァ
イ
ル
転
送
を
開
始
し
ま
す
。

ke
rm
it
 -
r 

Es
ca
pe
 b
ac
k 
to
 y
ou
r 
lo
ca
l 
sy
st
em
 a
nd
 g
iv
e 
a

 S
E
N
D
 c
o
m
m
a
n
d
…
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

3.
 
メ
ニ
ュ
ー
バ
ー
の
特
殊
操
作
か
ら
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
送
信
．
．
．
を
選
択
し
ま
す
。

注
意
：
漢
字
の
フ
ァ
イ
ル
名
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

0
 S
T
D
I
N
I
 

0
 t
e
m
p
O
O
O
I
 

0
ノ
-
r
サ
ン
プ
ル

0
マ
ニ
ュ
ア
ル

2.
0

0
最

初
に

お
底

み
く

だ
さ

い

0
阪
大
大
計

0
6
8
7
9
8
9
8
2
.
1
0
2
6

0
阪
大
大
計

W
亨

4
4
0
9
.
1
0
2
5

ロ
—
-

゜す
ま

し
麟

を
択

こ 〗
言＇ー

言 〔 T o

T 丑 一 、

" 5 -

― ぅ 五 し
定 択

指 選
の を

ル 信

イ 送
ァ

フ 俊

言 定
忍 指

je;
, 
or
eT
er
m
叶

un
ix
上

に
作

成
さ

れ
る

フ
ァ

イ
ル

名
を

変
更

す
る

場
合

ke
nn
it
 -
k 
>

 un
ix
上

の
フ

ァ
イ

ル
名

.1 
=
H
l
2
5
0
0
(
l
p
i
1
C
O
l
 

l
幻

出
I

1デ
ス
ク
ト
ッ
プ
）

竺
キ
ャ
ン
セ
"

';i
ぷ

l
I•

 —
冠
防

l

1
 

縣
く

）
 

フ
ァ
イ
ル
送
信
の
窓
が
現
わ
れ
、
転
送
が
終
了
す
る
と
閉
じ
ま
す
。

1 9 9 6 ー 8



汁 翠 汁 峙 汁 陸 写 箋 蹄 t Y ヽ ー 1 1 μ ー X

＜  
D
o
w
n
-
l
o
a
d
 

＞
 

く＜
餐

N
i
n
j
aT

e
r
m
 

1
 .
 フ

ァ
イ

ル
転

送
を

開
始

し
ま

す
。

ke
nn
it
 
-s

転
送

用
フ

ァ
イ

ル

ke
nn
it
 
-s

転
送

用
フ

ァ
イ

ル
-a

マ
ッ

ク
フ

ァ
イ

ル

恥
ap
e
ba
ck
 t
o 
yo
ur
 l
oc
al
 
s
y
s
t
e
m
 a
n
d
 g
iv
e 
a

 R
E
C
E
r
Y
E
 c
o
m
m
a
n
d
…
と
表
示
さ
れ
る
の
で
、
受
信
を
指
定
。

の
設
定
＞
＞

|  6 7 -

フ
ァ

イ
ル

受
信

の
窓

が
現

わ
れ

、
転

送
が

終
了

す
る

と
閉

じ
ま

す
。

ar
eT
en
n
は

自
動

的
に

文
字

コ
ー

ド
の

変
換

を
行

い
ま

す
が

、
文

字
化

け
し

て
い

る
場

合
は

nk
f
コ

マ
ン

ド
を

併
用

し
て

く
だ

さ
い

。

nk
f 
-s

転
送
用
フ
ァ
イ
ル
：

ke
rm
it
 
-s 

-

nk
f-

s
転
送
用
フ
ァ
イ
ル
：

ke
rm
it
 
-s 

-
-a

マ
ッ

ク
フ

ァ
イ

ル

2.
 
受

信
フ

ァ
イ

ル
は
ar
eT
er
m
の

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
あ

る
フ

ォ
ル

ダ
に

作
成

さ
れ

ま
す

。

受
信

フ
ァ

イ
ル

名
を

省
略

し
た

場
合

は
S
T
D
I
N
と
な
り
ま
す
。

un
ix

系
に

接
続

す
る

場
合

の
設

定

JZ1
Dll
l 

S
p
e
e
d
 

..
/R
ec
or
d 
T
e
x
t
 

Lo
ca
l 
E
c
h
o
 

../ 
V
T
 1
0
0
 m

o
d
e
 

R
e
s
e
t
 

E
n
a
b
l
e
 T
e
l
n
e
t
 

R
e
m
a
p
 K
e
y
s
 ...
 

O
t
h
e
r
 S
e
t
t
i
n
g
s
 ... 

フ
ァ
イ
ル
転
送
が
行
え
ま
せ
ん
。

A
C
O
S
に

接
続

す
る

場
合

の
設

定

./
~

 鰻
戸
・

./
Lo
ca
l 
E
c
h
o
 

./
 V

T
 1

 
0
0
 m
o
d
e
 

R
e
s
e
t
 

E
n
a
b
l
e
 T
e
l
n
e
t
 

R
e
m
e
p
 K
e
y
s
 ...
 

O
t
h
e
r
 S
e
t
t
i
n
g
s
 ... 

A
C
O
S
 

O
t
h
e
r
T
e
r
m
i
n
a
l
 S
e
t
t
i
n
g
s
 

D
a
t
a
 L
e
n
g
t
h
こコ

P
a
r
i
t
叶二
正ヨ

S
t
o
p
Bi
t
こ］

F
l
o
w
 C
o
n
t
r
o
l

図
X
o
n
/
X
o
f
f

□
R
S
/
C
S
 

以
下
は
下
図
と
同
じ
。

・
マ

U
O
I
X
オミ

O
t
h
e
r
 T
e
r
m
i
n
a
l
 S
e
t
t
i
n
g
s
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D
e
t
e
 L
e
n
g
t
h
 [
エ
]

P
a
r
i
t
y
こ
正
ヨ

S
t
o
p
Bi
t
こコ

F
l
o
w
 C
o
n
t
r
o
l

口
X
o
n
/
X
o
f
f

図
R
S
/
C
S

Ke
nj
i 

C
o
d
e
 
Q
正
l

口
D
i
s
p
l
a
y
7
-
b
i
t
 K

e
畑

Hi
t 
R
e
t
u
r
n
 t
h
e
n
 S
e
n
d
 
し亘
］

こ
C
u
r
s
o
r
 B
l
i
n
k
こ正
］

□
 Re

c
o
r
d
 T
e
x
t
 W

h
e
n
 W
h
o
l
e
 S
c
r
e
e
n
 i
s 
C
l
e
a
r
e
d
 

R
図
。
冨

C
u
r
s
o
r
 S
h
e
p
e
 

P
o
r
t
 

亡
ビ
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く＜
窟

M
a
c

K
e
r
m
i
t
 
>

 >
 

シ
リ

ア
ル

で
フ

ァ
イ

ル
転

送
を

行
う

場
合

は
Ke
nn
it

(a
re
Te
nn

で
も

行
え

ま
す

）
を

利
用

し
て

く
だ
さ
い
。

以
下
に
手
順
を
記
述
し
ま
す
。

|  6 8 -

（
メ
ー
ル
送
信
も
併
せ
て
記
述
し
ま
す
。
）

Up
-l
oa
d 
&
m
a
i
l
送
信
；

一
括
指
定
：

ke
rm
it
 -
k 
:

 
nk
f 
:

 
ma
il

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

器
+
S

（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
可
）

1.
 
Ma
c
の
Ap
pl
ic
at
io
n
Wo
rd
 P
ro
ce
ss
or
 S
of
t
で
作
成
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
Te
xt

On
ly

や

テ
キ
ス
ト
形
式
で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

2.
 
次
に
Ke
rm
it

で
接
続
し
、
フ
ァ
イ
ル
転
送
を
開
始
し
ま
す
。

ke
rm
it
 -r
 

恥
ap
e
ba
ck
 t
o 
yo
ur
 l
oc
al
 
sy
st
em
 a
nd
 g
iv
e 
a

 S即
Dc
om
ma
nd

... 
と
表
示

コ
マ
ン
ド
キ
—
+
S

(K
er
mi
t
の
Fi
le

の
Se
nd
fil
e)

を
選
択
し
ま
す
。

こ
こ

で
、

開
か

れ
る

窓
で
Ma
c
の
送
信
Ill

フ
ァ
イ
ル
を
選
択
し
て
、

re
tu
rn

し
ま
す
。

Fil
e 
Tr
an
sf
er
 S
ta
tu
s
の

窓
が

現
わ

れ
、

転
送

が
終

了
す

る
と
iii

じ
ま
す
。

-u
ni
x
上

に
作

成
さ

れ
る

フ
ァ

イ
ル

名
を

変
更

す
る

場
合

一

ke
rm
it
 -
k 
>

 un
ix

上
の

フ
ァ

イ
ル

名

コ
マ
ン
ド
キ
ー
+
s

(K
er
mi
t
の
Fi
le

の
Se
nd

fil
e)

を
選
択
し
ま
す
。

こ
こ

で
、

開
か

れ
る

窓
で
Ma
c
の
送
信
用
フ
ァ
イ
ル
を
選
択
し
て
、

re
tu
rn

し
ま
す
。

印
e
Tr
an
sf
er
 S
ta
tu
s
の

窓
が

現
わ

れ
、

転
送

が
終

了
す

る
と

iii
じ
ま
す
。

3.
 
nk
f
コ
マ
ン
ド
で
文
字
コ
ー
ド
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

nk
f 
Ma
c
か

ら
の

フ
ァ

イ
ル

＞
送

信
用

フ
ァ

イ
ル

4.
 
メ
ー
ル
の
送
信
を
行
い
ま
す
。

ma
il

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
＜

送
信

フ
ァ

イ
ル

V o l .  2 6  N o .  2  

D
o
w
n
-
l
o
a
d
;
 

一
括
指
定
：

nk
f-
s
メ
ー
ル
フ
ァ
イ
ル
：

ke
rm
it
-s
 -

nk
f-
s
メ
ー
ル
フ
ァ
イ
ル
：

ke
rm
it
 -
s 

-
-a

受
信

フ
ァ

イ
ル

1
 .
 Ni
nj
a-
te
nn

で
ま

ず
接

続
(K
en
ni
t
で
は
日
本
語
表
示
が
で
き
な
い
み
た
い
で
す
）
し
、

Do
wn
-l
oa
d
す
る
メ
ー
ル
を
フ
ァ
イ
ル
に
し
ま
す
。

2.
 
次
に
Ke
rm
it

で
接
続
し
、

nk
f
コ
マ
ン
ド
で
文
字
コ
ー
ド
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

nk
f 
-s

メ
ー

ル
フ

ァ
イ

ル
＞

転
送

用
フ

ァ
イ

ル

3.
 
フ
ァ
イ
ル
転
送
を
開
始
し
ま
す
。

ke
nn
it
-s

転
送

用
フ

ァ
イ

ル

（
ま
た
は

ke
nn
it
-s

転
送

用
フ

ァ
イ

ル
-a

受
信
フ
ァ
イ
ル
）

底
ca
pe

ba
ck
 t
o 
yo
ur
 l
oc
al
 s
ys
te
m 

a
n
d
 gi
ve
 a

 
R
E
C
E
I
V
E
 c
om
ma
nd

…
と
表
示

コ
マ
ン
ド
キ
—
+
R

(K
en
ni
t
の
Fi
le

の
Re
ce
iv
e
fil
e)

を
選
択
し
ま
す
。

Fi
le
 T
ra
ns
fe
r 
St
at
us

の
窓
が
現
わ
れ
、
転
送
が
終
了
す
る
と
閉
じ
ま
す
。

4.
 
受

信
フ

ァ
イ

ル
は
Ke
rm
it

の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
フ
ォ
ル
ダ
に
作
成
さ
れ
ま
す
。

受
信

フ
ァ

イ
ル

名
を

省
略

し
た

場
合

は
un
ix

上
の
フ
ァ
イ
ル
名
と
同
じ
名
前
に
な
り
ま
す
。

な
お

、
文

字
コ

ー
ド

の
変

更
は
Ma
c
上

で
も

、
ふ

み
づ

か
い

や
He
nk
an

等
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
行
え
ま
す
。

器
+
R

器
+
R

1 9 9 6 ー 8

注
意
）

un
ix

の
ke
rm
it

コ
マ

ン
ド

と
Ma
c
の
ke
nn
it

エ
ミ

ュ
レ

ー
タ

で
は
S
E
N
D
と
R
E
C
E
I
V
E
の

指
定

は
逆

に
な

り
ま

す
。

5.
2 

5.
2.
1 

フ
ァ

イ
ル

転
送 F
e
t
c
h
 
フ

ァ
イ

ル
の

転
送

1.
 
初

期
設

定

ほ
と

ん
ど

設
定

す
る

必
要

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

a
n
o
n
y
m
o
u
s
F
f
 P
を

利
用

す
る

マ
ナ

ー
と

し
て

自

分
の

メ
ー

ル
id

ぐ
ら
い
は
設
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Do
wn
lo
ad
 

の
Ge
ne
ra
l
よ
り
設
定
で
き
ま
す
。

図
U
s
e

I
n
t
e
r
n
e
t
 C
o
n
f
i
g
 

D
e
f
a
u
l
t
 p

a
s
s
w
o
r
d
 (
i.
e.
 
y
o
u
r
 e
-
m
a
i
l
 a
d
d
r
e
s
s
)
:
 

D
e
f
a
u
l
t
 s
h
o
r
t
c
u
t
:
 

l~
n

te
r
.o

s
e
k

e
-
u

.e
c
.j

p
 

図
D
i
s
p
l
a
y
s
e
r
v
e
r
 m
e
s
s
a
g
e
s
 

図
K
e
e
p
c
o
n
n
e
c
t
i
o
n
s
 a
c
t
i
v
e
 

2.
 
接

続

E
d
i
t
 

R
e
m
o
t
e
 

Di
 r
ec
・ 

示
さ

せ
必

要
事

項
を

記
入

し
ま

す
。

ゴ

を
選

択
し

、
接

続
設

定
の

ダ
イ

ア
ロ

グ
ポ

ッ
ク

ス
を

表

H
o
s
t
:
 接

続
ホ

ス
ト

の
ド

メ
イ

ン
名

も
し

く
は

IP
ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
ま
す
。

Ve
r.
3
以

上
で

は
U
s
e
r
I
D
.
P
a
s
s
w
o
r
d
を

何
も

指
定

し
な

い
と

の
a
n
o
n
y
m
o
u
s
F
f
 P
を
指
定
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Di
re
ct
or
y:
 
デ

イ
レ

ク
ト

リ
が

分
か

っ
て

い
る

場
合

は
記

述
す

る
と

、
目

的
フ

ァ
イ

ル
に

速
く

た

ど
り
着
け
ま
す
。
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罪
苺

写
碑

醐
苺

器
咽

硲
ぽ
ori

磁
薗

硲
麟

磁
謡

苺
毎

器
瓢

螂

E
n
t
e
r
 h
o
s
t
 n

a
m
e
,
 u
s
e
r
i
d
,
 a

n
d
 p
a
s
s
w
o
r
d
 (
o
r
 

c
h
o
o
s
e
 f

r
o
m
 t
h
e
 s
h
o
r
t
c
u
t
 m
e
n
u
)
:
 

H
o
s
t
:
 

U
s
e
r
 I
D:
 

P
e
s
s
w
o
r
d
:
 

Di
re
ct
or
y・
 

S
h
o
r
t
c
u
t
s
:
 

戸
1
.
c
e
n
t
e
r
.
o
s
e
k
か

u.
ec
.j
p
I
 

l
w
6
0
1
s
7
a
 

I
 

!・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
I 

I
 

I
 

曰
二

C

W
i
n
d
o
w
 

,:
,,

:.
、•

り"
、儡

ふ"
'"

副l
,"1

1,●
 :, 
心
ら
ぶ
'

"'
' 

P
r
e
f
e
r
e
n
c
e
s
…
 

I
n
t
e
r
n
e
t
 C

o
n
f
1
g
 .. 
.
 

S
u
f
f
i
x
 M

a
p
p
i
n
g
 .. 
.
 

P
o
s
t
-
P
r
o
c
e
s
s
i
 n
g
J
 

£
 

召
j,
_
怠

r:
,,
:;
k 含

'!
i'

,i
'i

~.
.

荏
,:.
f:'
;,)
',!
,:.

1ぎ
r:
,r
_;
kr
r:
f:
i"
k

Sh
or
tc
ut

を
メ

ニ
ュ

ー
か

ら
指

定
し

ま
す

。

必
要
事
項
を
記
入
し
、

[
O
K
]
を
押
す
と
記
録
さ
れ
ま
す
。

送
信

受
信

|  6 9  

Pu
t 
Fi
le
 ...
 の

ポ
タ

ン
を

押
す

と
ダ

イ
ア

ロ
グ

ポ
ッ

ク
ス

で
送

信
す

る
フ

ァ
イ

ル
を

聞
い

て

く
る
の
で
選
択
し
、

[
O
K
]
を
押
し
ま
す
。

Fe
tc
h
の

画
面

で
受

信
す

る
フ

ァ
イ

ル
を

選
択

し
G
e
t
Fi
le

…
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。

保
存

先
(m
ac
)

の
フ

ォ
ル

ダ
と

フ
ァ

イ
ル

名
を

聞
い

て
く

る
の

で
指

定
し

、
[
O
K
]
押

し

ま
す
。

印
紐
器
苺
器
苺
蹄
華
苺
臨
ぞ

cs
ri

e祀
¢
紐
紐
(
社
ぷ
se

k'
~通

砥
‘
；
極
苺
齊
苺
華
華
苺
碑
華
．
固
督

I
 w6

0
1
5
7
e
叶

S¥
a¥
u'
s '

 
<S
J 

N
a
m
e
 

Si
ze
 
Da
te
 

Co
nn
ec
te
d 

D
"

"
 

fK
 
95
.0
6.
10
 

巨
[)
'*
.n
ew
sr
c"
 

5
2
K
 9
5.
11
 .
05
 

[
 P
u
t
 F
i
l
e
 .
..
) 

D
町
ra
-a
aa
"

2
K
 9
6.
01
.1
8 

D
•r

o
o

m
a

n
#

 
2
3
K
 9
5.
10
.2
0 

D
髯
tt
.f
"

1K
 
95
.0
8.
29
 

(
G
e
t
 F
il
い

Tr
an
sf
er
 

[)
 
%b
ac
ku
p
完
～

3
K
 9
5.
11
.0
7 

D
 .
al
ia
se
s 

2
K
 9
5.
10
.1
8 

D
 .
ca
nn
a-
eu
c 

1K
 
95
.0
6.
23
 

D
 .
ca
pt
ur
es
e…

 
1K
 
95
.0
7.
18
 

D
 .
ee
de
f 

15
K 
94
.0
6.
16
 

@
A
u
t
o
m
e
t
i
c
 

口
.c
om
ma
nd

-
9
5
 0
6.
29
 
~

O
T

e
x
t 

O
 B

i
n
a
r
y
 

3
.
0
 1b
1 

面

V o l  
現

在
接

続
し

て
い

る
接

続
先

は
Sh
or
tc
ut

と
と

し
て

保
存

で
き

、
次

か
ら

は
マ

ウ
ス

の
操

作
だ

け

で
接

続
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

声
旱

器
c
盆

毎
率

臨
醇

醒
_
B
o
o
k
m町

k
Ed
it
or
_琴
蜀
聾
尋
募
聾
痙
旱
善
琴
雲
，
•

2 6  N o .  2  

T
y
p
e
:
 

H
o
s
t
:
 

U
s
e
r
 I
D:
 

［
 I
 

F
o
l
d
e
r

叶
j
 

c
c
s
p
e
r
c
O
 1
.
c
e
n
t
e
r
.
o
s
e
k
e
-
u
.
e
c
.
j
p
 

巴 I
 

P
e
s
s
w
o
r
d
:
 

N
e
m
e
:
 

Di
re
ct
or
y・
 

ビ

次
か

ら
は

以
下

の
操

作
で

接
続

で
き

ま
す

。

E
d
i
t
 

R
e
m
o
t
e
 

心
',I,
幽
'
"
'
"
"
'
"
'
"
'
"
'
'

N
e
w
 C
o
n
n
e
c
t
i
o
n
 ... 

N
e
w
 B
o
o
k
m
a
r
k
 L
i
s
t
 

O
p
e
n
 B
o
o
k
m
a
r
k
 F
il
e/
 D
i
r
e
c
t
o
r
i
e
s
 

,, 
器
N

C
u
s
t
o
m
i
z
e
 

W
i
n
d
o
w
s
 

c
c
s
p
e
r
c
o
 1

 

C
l
o
s
e
 

器

S
a
v
e
 B
o
o
k
m
a
r
k
 

c
c
s
x
3
 

A
C
O
S
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5.
2.
2 く

く

Je
di
t

こ
ん

な
便

利
な

エ
デ

ィ
タ

は
他

に
は

な
い

！
！

,J
ed
it

と
漢

字
コ

ー
ド

＞
＞

6. 6.
1 

電
子

メ
ー

ル

こ
の
エ
デ
イ
タ
は
、

JI
S
,
E
U
C
 ,A
 C
O
S
の

漠
字

コ
ー

ド
を

起
動

時
に

自
動

変
換

を
し

て
く

れ
ま

す
。

こ
の
た
め
、

un
ix

上
で
nk
f
コ

マ
ン

ド
や

マ
ッ

ク
上

で
の

コ
ー

ド
変

換
が

不
要

に
な

り
ま

す
。

文
字

化
け

や
厄

介
な

操
作

に
お

悩
み

の
方

は
と

て
も

便
利

な
ツ

ー
ル

と
言

え
ま

す
。

機
種

文
字

コ
ー

ド

A
C

O
S

 
日

本
電

気
J

I
 S
コ
ー
ド

s
 p
 a

 r
 c
 

J
 I
 S
コ

ー
ド

U
n

 i
 X
系

(s
pa
re

以
外
）

E
U

C
コ

ー
ド

l~
'.

 ノ
コ
ン

S
-
J
 I
S
コ
ー
ド

un
ix

を
知

ら
な

く
て

も
で

き
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

活
用

阪
大

大
計

の
機

種
別

文
字

コ
ー

ド
は

上
記

の
と

お
り

で
す

。

残
念

な
が

ら
日

本
電

気
以

外
の

汎
用

機
と

呼
ば

れ
れ

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

漢
字

コ
ー

ド
に

は
対

応

し
て

い
な

い
み

た
い

で
す

。

7 0  

5.
2.
3 

漢
字

コ
ー

ド
変

換
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン

e
n
k
a
n
、

み
づ

か
い

等
が

あ
り

ま
す

。

先
に
Je
di
t
を

紹
介

し
ま

し
た

が
、

漠
字

変
換

の
み

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

し
て

上
記

の
も

の
が

あ
り

ま
す

。
た

く
さ

ん
の

フ
ァ

イ
ル

を
コ

ー
ド

変
換

し
た

い
方

や
、

フ
ァ

イ
ル

を
]e
di
t
以

外
で

加
工

し
た

い
方

に
は

便
利

で
す

。

操
作

は
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
付

属
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

で
利

用
で

き
ま

す
）

。

V o l .  2 6  N o . 2  1 9 9 6 ー 8

（
ド

ラ
ッ

グ
＆

ド
ロ

ッ
プ

電
子

メ
ー

ル
は

te
ln
et
で

も
利

用
で

き
ま

す
が

、
P
O
P

(P
os
t 
Of
fi
ce
 P
ro
to
co
l)

を
利

用
し

た
ア

プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

で
す

と
un
ix

の
コ

マ
ン

ド
を

意
識

し
な

い
で

利
用

で
き

る
の

で
便

利
で

す
。

M
a
c
で

は
『

ミ
如
ud
or
a
を

利
用

さ
れ

て
い

る
方

が
多

分
一

番
多

い
で

し
ょ

う
か

ら
、

Eu
do
ra

に
つ

い
て

説
明

し
ま

す
。

ま
た

、
Eu
do
ra

P
R
O
と

い
う

製
品

版
も

あ
り

ま
す

（
設

定
方

法
は

若
干

異
な

り

ま
す

が
使

い
勝

手
は

ほ
ぼ

同
じ

で
、

動
作

が
安

定
し

て
い

ま
す

）
。

6.
1.
1 

E
u
d
o
r
a

の
セ

ッ
ト

ア
ッ

プ
手

順

Eu
do
ra
-J
l3
85
.s
it
.h
qx

を
Fe
tc
h
を
ge
t
し

て
き

て
解

凍
す

る
と

、
以

下
の

よ
う

に
フ

ァ
イ

ル
が

作
成

さ
れ
ま
す
。

晨国
Eu
do
ra
'i
f;
J 
l3

85
i=

'=
—

-
4

項
目

1
6
9
.
3
M
B
使

用
7
9
.
5
M
B
空
き 臼•••

•••
•• 

E 令＿

D M  
A  

E  
R  

冨 四
哀

B  
3  

1 /  

s  

l e  
国

p  
‘,/ 3  

1 /  

C J  
呻

櫨 向
d  
a  
e  

R  

5  
B  

二 [
d  

u  
E  

く
く

複
数

の
人

が
1
台

の
マ

ッ
ク

で
E
u
d
o
r
a
-
J
 

を
利

用
す

る
方

法
。

＞
＞

①
 

最
初

に
口

罪
ud
or
a
を

起
動

し
て

す
ぐ

終
了

し
ま

す
。

ま
せ
ん
。
）

②
 
~
 シ

ス
テ

ム
フ

ォ
ル

ダ
内

に
直

卯
i子

メ
ー

ル
フ

ォ
ル

ダ
が

作
成

さ
れ

て
い

ま
す

。

こ
の

電
子

メ
ー

ル
フ

ォ
ル

ダ
を

複
製

し
て

個
人

用
に

し
ま

す
。

③
 

個
人

用
に

設
定

す
る

の
は

複
製

し
た

も
の

を
シ

ス
テ

ム
フ

ォ
ル

ダ
外

へ
移

動
さ

せ
て

そ
の

中

の
巴

］
電

子
メ

ー
ル

設
定

よ
り

起
動

し
、

個
人

用
の

設
定

を
し

ま
す

。

（
以

後
の

起
動

は
巴

可
設

定
電

子
メ

ー
ル

設
定

か
ら

行
い

ま
す

の
で

、
巴

召
の

エ
イ

リ
ア

ス
を

作
成

し
、

起
動

し
や

す
い

場
所

に
お

く
と

便
利

で
す

。
）

④
 

巴
ヤ

ロ
ッ

ピ
ー

デ
イ

ス
ク

に
個

人
の

電
子

メ
ー

ル
フ

ォ
ル

ダ
を

作
成

す
る

こ
と

に
よ

り
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
守

ら
れ

ま
す

。

⑤
 

利
用

す
る

人
ご

と
に

電
子

メ
ー

ル
フ

ォ
ル

ダ
を

複
製

し
て

個
人

用
の

設
定

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
シ

ス
テ

ム
フ

ォ
ル

ダ
内

の
電

子
メ

ー
ル

フ
ォ

ル
ダ

は
複

製
専

用
に

し
、

こ
こ

か
ら

の
起

動
は

行
わ

な
い

よ
う

に
し

ま
す

。

P
O

P
の

ア
カ

ウ
ン

ト
は

一
人

に
つ

き
1

I
D
取

得
し

て
く

だ
さ

い
。

（
以
後
、
口
評
ud
or
a
か

ら
は

起
動

し
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く
＜

一
人

で
E
u
d
o
r
a
-
J

を
利

用
す

る
方

法
＞

＞

別
に

意
識

し
な

い
で

口
罪
ud
or
a
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
ま
す
。

6.
1.
2 

E
u
d
o
r
a
の

設
定

メ
ニ
ュ
ー
バ
ー
の
操
作
、
設
定
変
更
．
．
．
を
指
定
し
ま
す
。

PO
P
ア
カ
ウ
ン
ト
・

＊
当
の
氏
名
：

廷
読
憶
祖
：

文
中
に
.
.
_
 ..、

"
+
"
、

.. 
I"

、
な

ど
の

文
字

を
利

用
し

て
図

を
記

述
し

て
あ

る
メ

ー
ル

を
受

け
取

っ
た

ら
、

等
幅

フ
ォ

ン
ト

に
し

な
い

と
正

常
に

見
え

ま
せ

ん
。

S
M
T
Pサ

ー
パ
ー
：

あ
な
た
の
屯
子
ア
ド
レ
ス
：

斯
若
チ
ェ
ッ
ク
頻
疫

P
h
サ
ー

J
I
-
:

屯
話
接
薪
の
利
用
者
名
：

|  7 1  

w
6
0
1
5
7
 a@
po
p-
se
rv
er
 .
ce
nt
er
 .
os
ak
a-
u 
.ac
 .
Jp 

I
 

Ts
ut
om
u 
Sa
ka
ga
 

@
M
a
c
T
C
P
 

Q
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

I
 

po
p-
se
rv
er
 .c
en
te
r 
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
 

I
 

w6
01
57
a@
ce
nt
er
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
 

匠ニ
コ輝

ウ
イ
ン
ド
ウ
幅
・

ウ
イ
ン
ド
ウ
行
煎
：

宰
示
フ
ォ
ン
ト
：

印
刷
フ
ォ
ン
ト
・

~
 

T
E
X
T
俣
存
時
の
所
居
ア
プ
リ
ケ
→
シ
ョ
ン
：

[
 

T
e
a
c
h
 T
e
x
t
 

図
面

涸
類

の
自

珈
涅

存
フ

ォ
ル

ダ
：

（
 

ど
ら
え
も
ん

F
)
 

宮
名
デ
フ
ォ
ル
ト
：

I
 

標
準

署
名

I
 

~
o
三
3

V o l .  2 6  N o . 2  

口
I
 Os:: 
ズ
巴

I
 リュ
サ:
:ン

ラ
;
:

ト）
I

P
O
P
ア
カ
ウ
ン
ト
：

（
書
式
：
利
用
者
番
号

(
7
桁）

@p
op
-s
er
ve
r.
ce
nt
er
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
) 

（
書
式
：
利
用
者
番
号

(
7
桁）

@
!
3
3
.
1
.
4
.
2
2
)
 

上
記

の
ど

ち
ら

か
の

書
式

(!
By
te
文
字
）
で
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

本
当
の
氏
名
：

（
書
式
：
な
し
）

で
き

る
だ

け
半

角
（

英
字

）
で

記
入

さ
れ

た
方

が
良

い
で

す
。

メ
ー

ル
を

受
け

取
る

方
々

は
、

み
ん

な
マ

ッ
ク

と
は

限
り

ま
せ

ん
。

漠
字

な
ど

で
記

入
し

て
い

ま
す

と
相

手
方

に
は

、
文

字
化

け

の
状

態
で

表
示

さ
れ

て
い

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
マ

ッ
ク

同
士

の
み

で
メ

ー
ル

交
換

す
る

な
ら

漢

字
で

記
入

し
て

も
良

い
で

す
（

た
だ

し
、

M
閻

E
ヘ

ッ
ダ

変
換

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
お

い
て

く
だ

さ

い
）

。
ま

た
、

文
字

化
け

覚
悟

で
!B
yt
e+
2B
yt
e
の
形
式
で
記
述
す
る
人
も
い
ま
す
。

S
M
T
P
サ
ー
パ
ー
：

（
書
式
：

p
o
p

奴
se
rv
er
.c
en
te
r.
os
ak
a-
u.
ac
.j
p)

（
書
式
：

13
3.
1.
4.
22
) 

新
渚

チ
ェ

ッ
ク

頻
度

:

ユ
ー

ド
ラ

が
メ

ー
ル

を
取

り
に

行
く

間
隔

(
P
P
P接

続
の

場
合

は
0
に
し
ま
す
。
）

あ
と

は
、

表
示

フ
ォ

ン
ト

：
印

刷
フ

ォ
ン

ト
：

を
好

き
な

日
本

語
フ

ォ
ン

ト
に

指
定

し
て

、
［設

定
］

を
ク

リ
ッ

ク
し

て
や

れ
ば
O

K
で

す
。

設
定

変
更

ダ
イ

ヤ
ロ

グ
の

図
の

よ
う

な
感

じ
に

設
定

で

き
れ

ば
メ

ー
ル

サ
ー

バ
に

来
て

い
る

メ
ー

ル
を

ユ
ー

ド
ラ

が
取

り
に

行
く

こ
と

が
で

き
る

は
ず

で
す

。

6.
1.
3 

E
u
d
o
r
a
の
利
用

先
ほ

ど
、

作
成

し
た

電
子

メ
ー

ル
フ

ォ
ル

ダ
の

巴
可

電
子

メ
ー

ル
設

定
か

ら
ユ

ー
ド

ラ
を

起
動

し
て

く
だ

さ
い

。
設

定
変

更
の

新
着

チ
ェ

ッ
ク

頻
度

が
0
分

以
外

で
あ

れ
ば

、
パ

ス
ワ

ー
ド

を
聞

い
て

く
る
ダ
イ
ヤ
ロ
グ
が
現
れ
ま
す
。

新
着

チ
ェ

ッ
ク

頻
度

が
0
分
で
も
、

1
回
目
の
メ
ニ
ュ
ー
パ
ー
の
フ
ァ
イ
ル
か
ら
「
私
書
箱
を
チ
ェ
ッ

ク」
（舘

+
M
)

を
選

ぶ
と

パ
ス

ワ
ー

ド
を

聞
い

て
く

る
ダ

イ
ヤ

ロ
グ

が
現

れ
ま

す
。

w6
0 

15
7•

••
••

·••
rv

er
.c

•n
t•r

.•s
ok

o·
u.

oc
.j•

 の
バ
ス
ワ
-

ド
を
入
力
し
て バ
ス
ワ
-
,-.
 
I
 

I
 

四
新
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
犀
き
ま
し
た
．

1 9 9 6 ー 8

区

パ
ス

ワ
ー

ド
の

ダ
イ

ヤ
ロ

グ
の

図

~
 

O
D
 

-
-

'
'

-
-

-
-

、
"

"
_
_
 
,
 

新
着

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

ダ
イ

ヤ
ロ

グ
の

図

パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
、

[
O
K
]

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ユ
ー
ド
ラ
は
メ
ー
ル
を
取
り
に
行
き
ま
す
。

も
し

、
メ

ー
ル

が
来

て
い

れ
ば

受
信

後
に

「
新

し
い

メ
ッ

セ
ー

ジ
が

届
き

ま
し

た
。

」
と

ア
ラ

ー

ト
を
出
し
て
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

[C
K]
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
受
信
簿
が
開
き
、
メ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
た
人
の
リ
ス
ト
一
覧
が
現
わ
れ
ま
す
。

メ
ー

ル
を

送
っ

て
く

れ
た

人
を

ダ
プ

ル
ク

リ
ッ

ク
（

ま
た

は
re
tu
rn

キ
ー

を
入

力
）

す
る

と
内

容

が
表
示
さ
れ
ま
す
。

ユ
ー

ド
ラ

は
、

メ
ー

ル
サ

ー
バ

ー
に

来
て

い
る

メ
ー

ル
を

一
定

時
間

（
設

定
変

更
ダ

イ
ヤ

ロ
グ

の

新
着

チ
ェ

ッ
ク

頻
度

）
ご

と
に

取
り

に
行

き
ま

す
。

新
着

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

ダ
イ

ヤ
ロ

グ
で

[
O
K
]
を
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

書
簡

箱
の

受
信

簿
に

メ
ー

ル
を

自
動

的
に

保
存

し
ま

す
。

返
事

を
送

る
と

き
は

、
送

っ
て

く
れ

た
人

の
メ

ー
ル

を
開

き
、

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

返
事

を
選

び
ま

す
。
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/
園
①

□
亘
□
[rt 娑：．

口
［
言
:;t

@.
,;
 
目

＃
國

T
o
:
 i"
'"

し
l
l
$
@
≪

以
cr
.o
nk
,
ペ
.>
<.
jp

r
 

... 
,._, 

咋
0
1
5
7
1
0
≪

以
cr

.•
 ,.
 .
..
..
 >
<.
jp
 (

T
.,

ak
as

•)
 

S
uヽ

j≪
t:

R
e
:
 1

•u
tl

, 心
of

p
o
p
 &

m
m
 

c,
: 

"'
-<
 

l
l
≪
:
 

心
tヽ
<
A
J
M
n
l
,
:

6.
1.
4 

バ
ス

ワ
ー

ド
の

変
更

に
つ

い
て

坂
皮
0
シ
ス
テ
ム
智
珂
措
で
す
．

．  

は す
す 授 ま

と 用 を あJ

利 ン ・ り心 廷 苔 〗 氾

サ ー — 利 遠 の

ス ュ ケ 便 ぷ も

ニ リ も る一 ゃ プ て ＞ ＇ き

レ ヽ

l

1 ア と ． g で

ュ

ー の で w 用

二
p  

l l  “1 耳メ 、 ノ の q

、 n る 3 が

T  
で ソ きz  

m 9 い で • w , C l プ

ン 、 用 す ） • ユ

ゃ コ で 利 ま 咋 咄 l C J ニJ

” い を り 速 し E ‘

I な ス あ H I U T I V

ス

る し ピ b i - 9

ピ

2  

一 ぃ 巴 塁 U S J 応^て 痣 サ も ） I •サ

れ を の な ・ d 丑 W も

レー

さ F 卜 う C W 9 5 g - J

-
9
•
 

メ か 紡 ン ッ よ H ． き 芦接 マ ネ の C o げ 乱 ウ

p う

コ i 下 z ’ i pラ

o ょ て
I P の 夕 以 〇p し
r で m x ノ は m 心 愕

ト " x . d w

. a 、

z  

の の T C u ィは • で フ し s w wこ な
盆 冒 ： 辻 紐

と の る 的 ル — 以

そ 佑

2 も す f t ― ュ れ

も 一
そ 5 1 0 る 作 兵 メ ニ ｝ ）

〗 ．5 -裳 ―5 . .、

1 : 3 : 2 : 2 : 2 文ヽ

- . . . . . . . . . . .  9 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 ・・・・・・・・・5ヽ 、 ”ヽ 5 9
t C  3 ”  

,:9 置 塁 1 " ・

計
算

機
の

パ
ス

ワ
ー

ド
は

定
期

的
に

変
更

す
る

の
が

常
識

に
な

っ
て

お
り

ま
す

。
te
ln
et
等
を
利
用

す
る

人
は

容
易

に
変

更
で

き
る

の
で

す
が

、
メ

ー
ル

の
み

の
利

用
等

で
は

パ
ス

ワ
ー

ド
の

変
更

が
な

お
ざ

り
に

な
り

が
ち

で
す

。
E
u
d
o
r
a
で

は
容

易
に

パ
ス

ワ
ー

ド
が

変
更

で
き

る
の

で
試

し
て

く
だ

さ

い。

6.
1.
5 パ

ス
ワ

ー
ド

は
6
か
ら

8
文

字
で

、
大

小
の

英
字

と
数

字
で

構
成

し
て

く
だ

さ
い

。

メ
ー

ル
で

は
半

角
カ

ナ
コ

ー
ド

を
送

信
で

き
ま

せ
ん

7 2  |  

Eu
do
ra
-J

は
動

作
が

不
安

定
な

た
め

、
別

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

本
文

を
作

成
す

る
こ

と
が

よ

く
あ
り
ま
す
。

(E
ud
or
a-
J
で

も
作

成
中

に
こ

ま
め

に
保

存
を

す
れ

ば
被

害
が

少
な

く
て

済
み

ま
す

）

こ
の

よ
う

な
場

合
な

ど
で

、
メ

ー
ル

の
本

文
に

半
角

カ
ナ

が
含

ま
れ

て
い

る
場

合
は

、
Eu
do
ra
-J

で
は

送
信

を
許

可
さ

れ
ま

せ
ん

。

(M
ic
ro
so
ft
 W
o
r
d
で

作
成

す
る

場
合

は
メ

ニ
ュ

ー
バ

ー
の

「
ツ

ー
ル

」
の

「
オ

ー
ト

コ
レ

ク
ト

」

の
「

'
'

を
‘

’
に

変
更

す
る

」
と

い
う

項
目

を
O
F
F
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
）

送
信

先
、

送
信

元
、

サ
プ

タ
イ

ト
ル

等
を

自
動

的
に

書
い

て
く

れ
た

送
信

画
面

に
な

り
ま

す
。

返

事
の

本
文

を
入

力
し

送
信

を
ク

リ
ッ

ク
す

れ
ば

送
信

さ
れ

ま
す

。
本

当
に

簡
単

で
す

。

V o l .  2 6  N o . 2  

ユ
ー
ド
ラ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

E
u
d
o
r
a
日

本
語

マ
ニ

ュ
ア

ル
作

成
メ

ン
バ

ー
の

方
が

作
ら

れ
ま

し

た
、

詳
し

い
日

本
語

の
説

明
書

で
す

。
イ

ン
ス

ト
ー

ル
、

各
種

の
設

定
、

使
い

方
な

ど
ほ

と
ん

ど
す

べ
て

載
っ

て
い

ま
す

。
詳

し
く

操
作

し
た

い
方

は
ぜ

ひ
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
読

ん
で

く
だ

さ
い

。

E
u
d
o
r
a
-
Q
A
 1.
3-
J
と
い
う
v

ハ
イ

パ
ー

カ
ー

ド
の

書
類

も
あ

り
ま

す
の

で
入

手
さ

れ
る

と
よ

い

で
す
よ
。

.|． •
-
_
_
_
_
_
_
 

半
角
カ
ナ
の
コ
-
ド
を
含
ん
で
い
る
の
で
送
信
で
き
ま
せ
ん
。

半
角

カ
ナ

の
コ

ー
ド

を
含

ん
で

い
る

の
で

送
信

で
き

ま

せ
ん
。

e
b
c
d
e
f
 91
.h
i 
j

 
kl
 m

n
 

ダ
イ

ア
ロ

グ
に

半
角

カ
ナ

が
含

ま
れ

て
い

る
部

分
が

表
示

さ
れ

る
の

で
数

個
で

あ
れ

ば
修

正
可

能

で
す

が
、

た
く

さ
ん

。
あ

る
場

合
は

贔
冒

.
Ka
na
Ki
ll
er
 I
N
I
T
を

利
用

す
れ

ば
簡

単
に

修
正

で
き

ま
す

。

こ
れ

は
ク

リ
ッ

フ
ボ

ー
ド

の
半

角
カ

ナ
文

字
を

全
角

カ
ナ

文
字

に
変

換
(
c
o
m
m
a
n
d
+
S
h
i
f
t
+
R
)
し
ま

す
。

ま
た

は
英

文
中

の
マ

ッ
ク

固
有

文
字

を
適

当
な

記
号

に
置

き
換

え
(
c
o
m
m
a
n
d
+
S
h
i
f
t
+n

ま
す
。
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6.
1.
7 

D
N
S
関
係
の
エ
ラ
ー
が
出
た
と
き
の
対
処

配
逹

証
明

付
き

郵
便

Eu
do
ra
-J

に
は

こ
の

よ
う

な
オ

プ
シ

ョ
ン

が
あ

り
ま

す
が

、
利

用
し

な
い

ほ
う

が
無

難
で

す
。

6.
1.
6 

強
制

終
了

を
回

避
す

る
た

め
に

タ
イ

プ
1
の

エ
ラ

ー
が

起
き

ま
し

た
。

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

“
名
称
不
明
”
は
予
期
せ
ず
終
了
し
ま
し
た
。

7 3  

対
処

と
し

て
は

・
 受
信

簿
に

多
く

の
メ

ー
ル

を
た

め
な

い
。

• 
使

用
サ

イ
ズ

（
メ

モ
リ

の
割

り
当

て
）

を
増

や
し

て
や

る
。

• 
メ

ニ
ュ

ー
バ

ー
の

操
作

、
ご

み
箱

の
掃

除
、

お
よ

ぴ
、

書
簡

箱
の

圧
縮

を
こ

ま
め

に
行

う
。

• 
数

多
く

の
ウ

イ
ン

ド
ウ

を
開

か
な

い
。

• 
終

了
の

シ
ョ

ー
ト

カ
ッ

ト
（

舘
+
Q
)

は
あ
ま
り
利
用
し
な
い
。

・
送

信
メ

ー
ル

の
作

成
時

は
こ

ま
め

に
保

存
（

舘
+
S
)

し
、
被
害
を
言
最
小
限
に
留
め
ま
す
。

10
数
M
B
y
t
e
メ

モ
リ

を
割

り
当

て
て

も
起

動
で

き
な

い
場

合
。

巴
可

電
子

メ
ー

ル
設

定
が

壊
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

別
の
場
所
に
新
規
フ
ォ
ル
ダ
を
作
成
し
、
巴
~

電
子

メ
ー

ル
設

定
を

そ
の

フ
ォ

ル
ダ

に
移

動
し

ま

す
。

巴
コ

電
子

メ
ー

ル
設

定
を

ダ
プ

ル
ク

リ
ッ

ク
し

、
Eu
do
ra

を
起
動
し
ま
す
。

Eu
do
ra

が
起

動
で

き
れ

ば
終

了
し

ま
す

。
『

可
電

子
メ

ー
ル

設
定

を
元

の
フ

ォ
ル

ダ
に

戻
し

て
起

動
し

ま
す

。

も
し

、
ビ

可
電

子
メ

ー
ル

設
定

か
ら

Eu
do
ra

が
起

動
で

き
な

い
場

合
は

巳
可

電
子

メ
ー

ル
設

定
を

再
度
作
り
直
し
て
く
だ
さ
い
。

0
電

子
メ

ー
ル

設
定

の
パ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

取
っ

て
い

て
も

良
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

V o l .  2 6  N  P 2  

安
定

し
た

利
用

が
望

み
の

方
は

、
製

品
版

の
Eu
do
ra
-P
RO

を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

Ap
pl
e 
In
te
rn
et
ス

タ
ー

タ
ー

キ
ッ

ト
に

も
同

梱
さ

れ
て

い
ま

す
。

詳
し

く
は
7.
1

製
品

を
購

入
す
る
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

以
前

は
問

題
な

く
動

い
て

い
た

の
に

、
突

然
、

以
下

の
よ

う
な

エ
ラ

ー
が

出
て

通
信

で
き

な
い

と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
疑
似
的
に
表
示
し
た
た
め
実
際
と
は
少
し
異
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
）

こ
の

よ
う

な
時

は
メ

ニ
ュ

ー
バ

ー
の

操
作

、
設

定
変

更
…

の
中

で
P
O
P
ア
カ
ウ
ン
ト
と

S
M
T
P
サ
ー

バ
の
po
p-
se
rv
er
.c
en
te
r.
os
ak
a-
u.
ac
.j
p
を

I3
3.
1.
4.
22

に
変
更
す
る
と
接
統
で
き
ま
す
。

＆ ニ

D
o
m
a
i
n
 N
e
m
e
 S
y
s
t
e
m
ェ
ラ
ー
で
す
。

-
2
3
0
4
6
 

N
o
n
e
 o
f 
t
h
e
 k

n
o
w
n
 n
e
m
e
 s
e
r
v
e
r
s
 e
r
e
 

雷
言

in
g.

o
□
 

P
O
P
ア
カ
ウ
ン
ト
：

S
M
T
P
サ
ー
パ
ー
：

[w
60
15
7a
@1
33
.1
.4
. 
2
2
 

11
33
.1
.4
.2
2 

ち
な
み
に

P
O
P
ア
カ
ウ
ン
ト
（
受
信
時
）
、

S
M
T
P
サ

ー
バ

（
送

信
時

）
を

間
違

え
る

と
次

の
メ

ッ

セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

6  ~  

D
o
m
a
i
n
 N
a
m
e
 S
y
s
t
e
m
ェ
ラ
ー
で
す
。

-
2
3
0
4
7
 

T
h
e
 d
o
m
a
i
n
 n
a
m
e
 s
e
r
v
e
r
 h
e
s
 r
e
t
u
r
n
e
d
 e
n
 

er
ro
r.
 

{3
7:
63
} 

c
口
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6.
1.
8 

R
M
A
I
L

フ
ァ

イ
ル

を
E
u
d
o
r
a
の
書
簡
箱
に
（
障
害
回
避
）

ま
れ

で
す

が
、

以
前

受
信

途
中

で
E
u
d
o
r
a」

が
異

常
終

了
し

て
メ

ー
ル

の
確

認
が

で
き

な
い

と
い

う
現

象
報

告
が

あ
り

ま
し

た
（

ど
う

も
メ

ー
ル

の
中

に
Eu
do
ra
-J

が
受

信
で

き
な

い
コ

ー
ド

が
含

ま

れ
て
い
る
よ
う
で
す
）
。

そ
こ

で
前

記
の

場
合

と
か

、
何

度
電

話
し

て
も

P
P
P
の

受
け

口
が

塞
が

っ
て

(
B
U
S
Y
)

い
て

接

続
で

き
な

い
が

、
せ

め
て

Eu
do
ra

で
メ

ー
ル

が
読

み
た

い
と

い
う

場
合

の
方

法
を

説
明

し
ま

す
。

巳 屯
;J

Ma
il
 C
on
ve
rt
er

と
い
う
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
ま
す
。

ま
ず
、

Ma
il

Co
nv
er
te
r
の
環
境
設
定
を
行
い
ま
す
。

メ
ニ

ュ
ー

パ
ー

の
Fi
le
か
ら

Se
tt
in
gs
... 
を
選
択
し
ま
す
。

Ma
i 
1

 
C
o
n
v
e
r
t
e
r
 S
et
ti
ng
s 

7 4 ー

□
 Al

l
o
w
 o

nl
~T

E
X

T
 f
il
es
 a
s 
in
pu
t 

＇・・
入
力
（
エ
テ
キ
ス
ト

ァ
イ
ル
の
み
．

図
De
le
te

1n
pu
t 
fi
le
 
af
te
r 
co
nv
er
ti
ng
 

変
換
使
入
カ
フ

7
イ
ル
を
削
詮
し
ま
す
．

図
細
距
澁

.b
ef
or
e
sa
vi
ng
 

図
T
r
u
n
c
a
t
e
o
u
t
p
u
t
 f
i 
1

 
e
n
e
m
e
 

□
 Re

st
ri
ct
 m
e
s
s
a
g
e
s
 t
o 
3
2
K
 

□
 S
e
n
d
 t
o 
ap
pl
ic
at
io
n 

De
fa
ul
t 
in
pu
t 
fo
ld
er
: 

De
fa
ul
t 
s
a
v
e
 f
ol
de
r:
 

悶：：
；；；
星

こ
の
設
定
は
初
回
の
み
。

r
 

n
o
n
e
 

I
 

奄
子
メ
ー
ル
フ
ォ
ル
ダ

@
E
u
d
o
r
a
 

E
叫

or
"'
)i
§
子
メ
ー
ル
フ
ォ
ル
ダ
そ
指
定
•

O
Z
-
M
a
i
l
 

[
 S
a
m
e
 a
s 
..
.)
 

0
 Ot

h
e
r
 

亨
C
三〕

設
定

が
終

了
し

ま
し

た
ら

[O
K]

を
押
し
ま
す
。
そ
の
後
終
了
し
ま
す
。

6.
1.
8.
1 

イ
ー

サ
も

し
く

は
P
P
P
で
接
続
が
で
き
て
い
る
場
合
。

（
用
意
す
る
も
の
）

通
信
、

V o l .  2 6  N ( l 2  

N
C
S
A
 Te
ln
et

も
し

く
は

届
ar
eT
er
m

フ
ァ
イ
ル
転
送
、

ふ
み
づ
か
い
、

ed
it
で
も
可
。

（
操
作
方
法
）

①
 
cc
sp
ar
c0
2
に
te
ln
et
で

lo
gi
n
し、

rm
ai
l
コ
マ
ン
ド
を
入
力
し
ま
す
。

②
 

[c
on
tr
ol
]+
x
、
[c
on
tr
ol
]+
c
で

通
常

の
プ

ロ
ン

プ
ト

に
戻

り
ま

す
。

③
 

Fe
tc
h
で

同
様

に
cc
sp
ar
cO
I
に
lo
gi
n
し、

R
M
A
I
L
フ
ァ
イ
ル
を

ge
t
し
ま
す
。

④
 

マ
ッ

ク
上

の
R
M
A
I
L
フ

ァ
イ

ル
を

漠
字

コ
ー

ド
変

換
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

、
ド
ラ
ッ
グ
＆

ド
ロ
ッ
プ
し
ま
す
。

⑤
 

変
換

後
の

フ
ァ

イ
ル

を
Ma
il

Co
nv
er
te
r
に、

ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
し
ま
す
。

⑥
 
こ
れ
ら
の
操
作
で

un
ix
上
の
メ
ー
ル
フ
ァ
イ
ル
が
、

Eu
do

ra
の
~

書
簡

箱
フ

ァ
イ

ル
に

な

り
ま
す
。

⑦
 

こ
の

書
簡

箱
フ

ァ
イ

ル
に

適
当

な
名

前
を

付
け

て
自

分
の

電
子

メ
ー

ル
フ

ォ
ル

ダ
に

入
れ

て

Eu
do
ra

を
起

動
す

れ
ば

、
こ

の
名

前
の

審
簡

箱
が

作
成

さ
れ

て
い

ま
す

(M
ai
l
Co
nv
er
te
r
の

環

境
設

定
で

De
fa
ul
t
sa
ve
 f
ol
de
r
を

指
定

す
れ

ば
こ

の
操

作
は

不
要

で
す

）
。

⑧
 

後
は

通
常

の
E
u
d
o
r
a
の
操
作
で
利
用
で
き
ま
す
。

⑨
 

Eu
do
ra

で
受

信
メ

ー
ル

を
確

認
し

ま
し

た
ら

、
マ

ッ
ク

上
の

中
間

（
作

業
）

フ
ァ

イ
ル

と
、

un
ix
上
の

R
M
A
I
L
フ

ァ
イ

ル
を

削
除

(
r
m
R
M
A
I
L
)

し
ま
す
。

6.
1.
8.
2 

シ
リ

ア
ル

接
続

(
P
P
P
に
接
続
で
き
な
い
）
の
場
合
。

（
用
意
す
る
も
の
）

通
信
、

届
ar
eT
er
m

（
操
作
方
法
）

①
 

ar
eT
en
n
で

0
6
-
8
7
9
-
8
9
8
2
に
接
続
し
て
、

te
ln
et

cc
sp
ar
c0
2
で

lo
gi
n
し、

nn
ai
l
コ

マ
ン

ド
を

入

力
し
ま
す
。

②
 

[c
on
tr
ol
]+
x
、

[c
on
tr
ol
]+
c
で

通
常

の
プ

ロ
ン

プ
ト

に
戻

り
ま

す
。

③
 

ar
eT
en
n
で
R
M
A
I
L
フ

ァ
イ

ル
を

受
信

(K
en
ni
t)

し
ま
す
。

(a
re
Te
nn

の
設

定
と

受
信

の
詳

細
は

5.
1.
3
話

は
そ

れ
て

シ
リ

ア
ル

ヘ
を
参
照
）

④
 

受
信

フ
ァ

イ
ル

を
Ma
il

Co
nv
er
te
r
に、

ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
し
ま
す
。

⑤
 

こ
れ
ら
の
操
作
で

un
ix
上
の
メ
ー
ル
フ
ァ
イ
）
珈
、

Eu
do
ra

の
［
三
］
書
簡
箱
フ
ァ
イ
ル
に
な
り
ま
す
。

⑥
 

こ
の

書
簡

箱
フ

ァ
イ

ル
に

適
当

な
名

前
を

付
け

て
自

分
の

電
子

メ
ー

ル
フ

ォ
ル

ダ
に

入
れ

て

Eu
do
ra

を
起

動
す

れ
ば

、
こ

の
名

前
の

書
簡

箱
が

作
成

さ
れ

て
い

ま
す

(M
ai
l
Co
nv
er
te
r
の

環

境
設

定
で

De
fa
ul
t
sa
ve
 f
ol
de
r
を

指
定

す
れ

ば
こ

の
操

作
は

不
要

で
す

）
。

⑦
 

後
は

通
常

の
E
u
d
o
r
a
の
操
作
で
利
用
で
き
ま
す
。

⑧
 

Eu
do
ra

で
受

信
メ

ー
ル

を
確

認
し

た
ら

、
マ

ッ
ク

上
の

中
間

（
作

業
）

フ
ァ

イ
ル

と
、

un
ix

上
の

R
M
A
I
L
フ

ァ
イ

ル
を

削
除

(
n
n
R
M
A
I
L
)

し
ま
す
。
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6.
2 

電
子
ニ
ュ
ー
ス
の
利
用

6.
2.
1 

N
e
w
s
W
a
t
c
h
e
r
-
j
 

の
設
定
と
利
用

電
子

ニ
ュ

ー
ス

は
不

特
定

多
数

の
人

々
が

見
ま

す
の

で
、

投
稿

記
事

は
以

下
の

事
に

気
を

つ
け

て

く
だ
さ
い
。 本
当

に
投

稿
す

る
必

要
が

あ
る

の
か

。

そ
の

ニ
ュ

ー
ス

グ
ル

ー
プ

に
適

切
で

あ
る

か
。

非
難

中
偕

や
法

律
に

触
れ

て
い

な
い

か
。

誤
解

を
招

い
た

り
、

内
容

に
誤

り
は

な
い

か
。

引
用
の
量
は
適
切
か
。

表
題
は
適
切
か
。

他
の

コ
ン

ヒ
ュ

ー
タ

で
利

用
で

き
な

い
外

字
や

記
号

を
使

用
し

て
い

な
い

か
。

代
表

的
な

ニ
ュ

ー
ス

グ
ル

ー
プ

と
そ

の
内

容
を

簡
単

に
記

述
し

ま
す

。

c
o
m
p
 

.
 
コ

ン
ビ

ュ
ー

タ
・

サ
イ

エ
ン

ス
関

連

n
e
w
s
 

:
 
ニ

ュ
ー

ス
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
ニ

ュ
ー

ス
・

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

関
連

re
c 

・．
趣

味
・

芸
術

関
連

sc
i 

:
 
科

学
分

野

bi
on
et
 

:
 
生

物
学

者
向

け

7 5  

g
n
u
 

fj jp
 

FS
F(
Fr
ee
 S
of
tw
ar
e 
Fo
un
da
ti
on
)
と
G
N
U
(
G
N
U
is 
N
o
t
 U
ni
x!
)
関
連

日
本

語
の

記
事

が
投

稿
さ

れ
る

学
術

目
的

の
グ

ル
ー

プ

日
本

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

関
連

曇
N
e
w
s
W
a
c
h
e
r
-
J
の

セ
ッ

ト
ア

ッ
プ

Eu
do
ra
-J

と
同

じ
よ

う
に

圧
縮

さ
れ

た
フ

ァ
イ

ル
を

ハ
ー

ド
デ

イ
ス

ク
に

コ
ピ

ー
し

解
凍

し
ま

す
。

自
動

解
凍

フ
ァ

イ
ル

で
す

か
ら

ダ
プ

ル
ク

リ
ッ

ク
す

る
だ

け
で

、
実

行
可

能
形

式
フ

ァ
イ

ル
が

で
き

上
が
り
ま
す
。

ニ
ュ

ー
ス

サ
ー

パ
ー

ne
ws
-s
er
ve
r.
ce
nt
er
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
 [
13
3.
1.
4.
35
] 

平
成

8
年

度
に

ニ
ュ

ー
ス

サ
ー

バ
の

機
器

を
更

新
（

時
期

は
広

報
）

し
ま

す
。

ド
メ

イ
ン

ネ
ー

ム
(n
ew
s-
se
rv
er
.c
en
te
r.
os
ak
a-
u.
ac
.j
p)

は
引

き
続

き
利

用
で

き
ま
す
が
、

IP
ア

ド
レ

ス
は

13
3.
1.
4.
22

に
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

N
e
w
s
W
a
c
h
e
r
-
J
の

設
定

N
e
w
s
W
a
c
h
e
r
-
J
を

起
動

し
、

フ
ァ

イ
ル

か
ら

初
期

設
定

を
選

び
ま

す
。

初
期

設
定

ダ
イ

ヤ
ロ

グ
の

To
pi
c:
 か

ら
ニ

ュ
ー

ス
サ

ー
バ

ー
、

メ
ー

ル
サ

ー
バ

ー
、

オ
プ

シ
ョ

ン
設

定
等

を
入

力
し

ま
す

。
;:":
", 
『,"
'::
:::
:::
,",
,,:
:",
:,,
 刈，
:,:
,":
',:
,,,
,,:
,閲’
:'::
;
w
,
1
e
o
m
o
 t
o 
N
,
w
,
w
o
t
c
h
e
r
 

s
,
=
c
A如"
'●
名,
,,
,需

’’,
,,,
,,,
,,.
,,,
,り
,,,,
,,,

・,
,,
、1

:,
,:

1,
~:

,:
1,

11
1:

,,

N
o
w
,
w
,
t
,
h
o
c
-
J
へ
よ
う
こ
そ
•

こ
の
孔
〒
は
今
だ
け
し
か
見
る
こ
と
が
で
●
,
.
せ
ん
の

で
．
よ
く
区
ん
で
お
い
て
下
さ
い
．

N,
w,
Wo
tc
ho
c-
J

●
ど
の
よ
う
（
こ
し
て
便
い
ま
す
か
？

ニ
ュ
-
ス
サ
ー
バ
と
メ
-
,
い
,
-
バ
の
ア
m
、
ス
を
入
力
し
て
く
だ
さ

Cヽ
•

ド
メ
イ
ン
•
-
ム
（
汎
"
"
-
'
"
'
·

心
mo
lo
)
か

'
P
7
"
ス
（
汎
"
'
'
'
-
"
書
入
力
す

る
.
rメ

イ
ン
ネ
～
ム
の
方
が
よ
い
．
＂
“
ば
ネ
,
'
ワ
-
・

モ
刃
看
に
a

口
て
下
さ
い
．

償
人

用
が

ッ
ク

で
便

う
な

ら
”

償
人

用
・

ボ
タ

ン
を

ク
リ

ッ
ク

し
か

共
同
利
用
，
，
マ
ッ

9
で

便
う

な
ら

洪
用

・
ボ

タ
ン

を
ク

リ
ッ

が
か

ニ
ェ
_
,
,
_
バ
・

fo
o

w
o

-,
,~

,c
cf

fl
to

co
o

o
k

o
·,

o
cj

p
 

lill¥
'i:t
がッ
クロ
ニニ
□

国
Ill

メ
ー
』
.
,
_
バ

1,
叩"~

"""
'"年

,-,ocJ
p 匹
ロ
コ1

"
'
"
"
"
が

,n
r~
ou
oo
1,
,,
,,
,1
,,
J'
,,
,,
,,
,,
,,
,,
,,
,,
,,
,,
,,
,,
f:
,,
~炉
,,,,
,,:,
"!',
iv,<

下
＂
に
あ

C
た
B
員
に
つ
,
,
,
,
,
,
.
.
.
.
 入
力
し
て
く
だ
さ
い
．

贔
低
．
電
子
メ
_
,
.
ア
ド
し
ス
"
"
"
"
ア

r
し
ス
）
が
必
覆
で
す
•

こ
，
，
債
藷
~
-
二
,
-
ス
●
ポ
ス

t
し
た
9
メ
_
,
.
●
出
し
た
り
す
る
と
●
，
，
メ

9
セ
ー
ジ
へ
•
,

ダ
に
,
.
,
,
,
さ
れゞ

す
．

氏
名

[T
.S
ok

吋
9

ー

1

"'""塁
f""
'

町
.
,
.
.
 k
o-
, 

比
JP

N
e
w
s
W
a
c
h
e
r
-
J
の

初
期

設
定

ダ
イ

ヤ
ロ

グ
図

V o l  

£m
ol
l

ア
F
し
ス
・
l
w
6
0
1
5
7
●
●
""'
ば心

,.
,-
,.
,1
,

I
 

こ
C

2 6  N o .  2  1 9 9 6  

こ
れ
で
設
定
終
了
で
す
。
い
っ
た
ん
Ne
ws
Wa
::
l迂

J
を

終
了

し
再

度
起

動
す

る
と

Ne
ws
Wa
::
l迂

Jが
、
サ
ー

バ
ー
よ
り
ニ
ュ
ー
ス
を
受
信
し
ま
す
。
う
ま
く
接
続
さ
れ
る
と
グ
ル
ー
プ
リ
ス
ト
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
現
れ
、

見
た
い
ニ
ュ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
を
ダ
プ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
記
事
の
内
容
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

C
X
)
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6
.
3
 

6.
3.
1 

W
W

W
の
利
用

N
e
t
s
c
a
p
e

の
L
i
c
e
n
s
e

に
つ
い
て

6
.
3
.
3
 

N
e
t
s
c
a
p
e

の
イ

ン
ス

ト
ー

ル

含
Ne
ts
ca
pe

2.
02
Ua
] 
In
st
al
le
r
を
ダ
プ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
す
。

注
意

：
バ

ー
ジ

ョ
ン

ア
ッ

プ
す

る
場

合
は

安
全

の
た

め
に

Bo
ok
ma
rk
s.
ht
ml
(
シ
ス
テ
ム
フ
ォ

ル
ダ

（
初

期
設

定
(N
et
sc
ap
e
ト
）
）
）
フ
ァ
イ
ル
の
パ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
採
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

F
T
Pで

採
取
で
き
る

Ne
ts
ca
pe

に
は
色
々
な
パ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、

b
(
ペ
ー
タ
）
版
の
パ
ー

ジ
ョ

ン
を

利
用

す
る

の
は

極
力

さ
け

て
く

だ
さ

い
。

現
在

('
96
/8
)

で
ペ

ー
タ

版
以

外
の

バ
ー

ジ
ョ

ン
は

I.
IN

、
1.
12
、
2.
01

、
2.
02

、
3.
0
で

す
。

こ
れ

ら
は

Li
ce
ns
e
に

学
生

・
教

職
員

等
が

条
件

（
サ

ポ
ー

ト
が

無
い

等
）

付
き

で
無

料
利

用
で

き
る

こ
と

が
記

述
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
一

般
の

人
で

も
9
0
日
の
試
用
期
間
が
あ
り
ま
す
。

↓
 

し
か

し
、

ペ
ー

タ
版

に
は

こ
れ

ら
の

記
載

が
な

く
試

用
期

間
も

3
0
日

に
な

っ
て

お
り

そ
れ

以
後

は

で
き

な
く

な
り

ま
す

。
以

下
に

ペ
ー

タ
版

以
外

に
記

さ
れ

て
い

る
Li
ce
ns
e
の

抜
枠

を
載

せ
て

お
き

ま

す
が

、
採

取
し

た
Ne
ts
ca
pe

の
Li
ce
ns
e
に
は
必
ず
目
を
通
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

|  7 6 ー

-
-
ht
tp
:/
/c
gi
.n
et
sc
ap
e.
co
m/
ja
/c
gi
-b
in
/1
23
.c
gi
#u
rl
l 
ist
 

に
記

載
さ

れ
て

い
る

コ
メ

ン
ト

ー
一

個
人

、
法

人
、

政
府

機
関

は
9
0
日
間
に
限
り

Ne
ts
ca
pe

Na
vi
ga
to
r
を

無
科

で
試

用
す

る
こ

と
が

で

き
ま

す
。

学
生

、
教

育
機

関
の

教
職

員
お

よ
び

職
員

、
慈

善
非

営
利

団
体

の
従

業
員

に
該

当
さ

れ
る

方
は

、
無

料
で

Ne
ts
ca
pe

Na
vi
ga
to
r
を

ご
使

用
に

な
れ

ま
す

。
な

お
、

無
料

で
Ne
ts
ca
pe

Na
vi
ga
to
r 

を
ご

利
用

さ
れ

る
場

合
は

、
弊

社
の

技
術

サ
ポ

ー
ト

を
お

受
け

に
な

ら
れ

る
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

詳
細

に
つ

い
て

は
、

使
用

許
諾

契
約

書
、

輸
出

規
制

、
お

よ
び

サ
ボ

ー
ト

情
報

を
お

読
み

く
だ

さ

い。

6.
3.
2 

N
e
t
s
c
a
p
e

の
メ

モ
リ

に
つ

い
て

Ne
ts
ca
pe

の
メ

モ
リ

必
要

条
件

の
奨

励
サ

イ
ズ

は
以

下
の

と
お

り
で

す
。

メ
モ

リ
の

単
価

も
か

な
り

安
く

な
っ

て
い

ま
す

が
、

イ
ン

ス
ト

ー
ル

す
る

バ
ー

ジ
ョ

ン
は

マ
ッ

ク

の
搭

載
メ

モ
リ

も
考

慮
に

い
れ

て
選

択
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
パ

ー
ジ

ョ
ン

の
2
以

降
は

各
lu
g-
in
が
利
用
で
き
ま
す
。

Vol. 26
 

N
 

P
2
 

バ
ー

ジ
ョ

ン
6
8
K
 
(
M
B
y
t
e
)
 

P
o
w
e
r
P
C
 
(
M
B
y
t
e
)
 

l
.
I
N
,
 1
.1
.2
 

3
 

4.
3 

2.
0.
2[
ja
] 

4.
3 

5
 

3.
0 

，
 

，
 

6
.
3
.
4
 

N
e
t
s
c
a
p
e

の
設
定

o
m
e
P
a
g
e
 
の

設
定

駐
定
：
全
般

"ヽ●
"""
'""
● 

"""
'●●
 
,,
_,
 _
_
 

[
后
)
~
~
~
[
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

3ン
l丘
a

9ー
ツ
ー
ル
バ
ー

：
 l
 ツー

ル
バ
ー
の
誌
：

o~
 

O
埒

@
I
l
l
と

丈
P

r—
·
闘
ヒ

I聞I
且
し
た
と
き
に
国
勁
：

R
氏

七
C
叩
を
プ
ラ
ウ
ザ

:
 

0
氏

ts
c•
四
ニ
ュ
ー
ス

!M
l臼

：
O
l
mョ

ペ
ー
ジ

！
 

＠
が
ム
ペ
→
ジ
の
あ
る
場
所
．

H
o
m
e
 P
ag
e 
Lo
ca
ti
on
: 

ト
ラ

フ
ィ

ッ
ク

の
軽

減
と

動
作

確
認

の
た

め
、

近
く

の
W

W
Wサ

ー
パ
ー
名
に
書
き
変
え
る
。

＜
例

>
ht
tp
:/
/W
WW
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
/c
en
te
r/
cc
-h
om
e-
jp
.h
tm
l 

F
o
n
t
の

設
定

〇
出
屈
ゃ
•
メ
ー
ル

[h
tわ
：
//
wで

.o
nk
•-
u.
ぶ
．
加
＇
畑

l.
r/
cc
-h
如

←
if
>.
hl
ml
 

設
定
：
全
般

丘
ニ

r;;
lf

ァ
プ
リ
が
シ
置
ン
lに
a

；
・
-
フ
コ
ン
ト
と
文
字
コ
ー

F
セ

9
ト

］
 

フ
ゎ
ン
ト
を
指
定
す
る
丈
コ
ー
ド
セ
ッ
ト
4

日
ホ
葦

叶

プ
ロ
ポ
→

9
ョ
ナ
ル
フ
ォ
ン
ト
：
I
 

Os
ak
a 

叶
サ
イ
ズ
：
~

吋
Iフ

ォ
ン
ト
：
I
 Os
ak
•-

"謳
叶
サ
イ
ズ
：
「
5―
~

上
か
ら

Ja
pa
ne
se

、
O
s
a
k
a
、
O
s
a
k
a
等
幅
、

JI
S
を
選
択
し
、

A
u
t
o
Se
le
ct

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

1 9 9 6 ー 8
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ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
設

定
文

字
コ

ー
ド

の
指

定
験

定
：

全
般

""""
'● 

"""
"""

—
—

—
• 9•

 "
 

后
后
l二

□
石

Iア
プ

＂
が

シ
叶

国

:
—
•
サ
ポ
ー
ト
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

!
 

Te
n,
t
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
●
ン
：
ゆ
16
0:

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
.
.
.
S
A
T●

In
●
 t
 2.
6,
IJ
8l
8 

i
 

T
N
3
2
7
0
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
：

l
 

ソ
ー
ス
の
茎
示
：
ぼ
16
0:

アプ
..
..
7b
l 
:J
td
it
 

l
 

ウ
ィ
ン
ド
ウ

l
 虹

塁
.
.
.

I
 I
 

l
匹
.
.
.

Ii 
l
 苓

塁
.
.
.

I□
 N•
\s
eゃ
更を
霞う

！
 

一
曰
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
：
H0
16
0:
0.
 北
to
p
fo
ld
,r
 

V
i
e
w
 S
o
u
r
c
e
に

,-
ed
it

を
指
定
す
る
と
、

デ
ィ

レ
ク

ト
リ

全
般
の
設
定
．
．
．

メ
ー

ル
と

ニ
ュ

-
ス

の
設

定
．

．

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
設

定
．

．
．

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
股

定
．

．
．

J
ツ

ー
ル

パ
ー

の
表

示

虚
所

の
表

示

デ
ィ

レ
ク

ト
リ

ポ
タ

ン
の

表
示

画
像

の
自

動
読

み
込

み

オ
プ

シ
ョ

ン
を

保
存

の
無
い

H
T
M
L
が
確
認
で
き
ま
す
。

P
r
o
x
y
サ

ー
パ

の
設

定

ウ

こ
の
程
度
設
定
す
れ
ば
で
動
作
す
る
は
ず
で
す
。
で
き
れ
ば
プ
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
＂
メ
イ
ル
と
ニ
ュ
ー

ス
”

の
所

も
各

自
に

合
わ

せ
て

入
力

さ
れ

た
方

が
良

い
で

し
ょ

う
。

|  7 7  |  
設

定
：

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

二
后
I
~

*•
 ト

ワ
ー
ク
プ
ロ
ク
シ
は
お
使
い
の
コ
ン
ピ
.
,
_
-
夕
と
イ
ン
タ
ー
ネ

9
卜
と
の
M
の
水
註
の
よ
う
な
も
の
で`

フ
7
イ
ア

ウ
ォ
ー
ル
（
肋
火

ll
!)
を
逼
り
抜
け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
寸
る
た
め
に
使
用
し
ま
す
•

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
こ
五
ほ
捻

紡
で
き
る
塩
e
は
、
プ
ロ
ク
シ
を
玉
定
す
る
必
至
は
あ
リ
ま
せ
ん
．

こ

V o l .  2 6  N o . 2  1 9 9 6 ー 8

〇
プ
ロ
ク
シ
な
し

R
手
釉
で
プ
ロ
ク
シ
を
裟
定

〇
自
幼
で
プ
ロ
ク
シ
を
裟
定

歪
定

岬
(U
RL
): ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
：

プ
ロ

ク
シ

：
手

勅
『

N
e

!s
c>

p
• 
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
っ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
ご
と
に
、
プ
ロ
ク
シ
と
ポ
ー
ト
霊

分
を
裟
定
で
き
ま
す
•

F
T
P
プ
ロ
ク
シ
：
lw
w咋

ro
xり

.o
sa
k•
-u
.,
c.
jp

I
 

ポ
ー
ト
：
i1
os
o 

I
 

Go
ph
er

プ
ロ
ク
シ
：

lw
ww

-p
ro

xり
.o
sa
k•
-u
.>
e.
jp

I
 

ポ
ー
ト
：
i1
oa
o 

I
 

H
T
T
P
プ
ロ
ク
シ
：
lw
w咋

ro
xり

.o
sa
k•

—u
ぶ

.jp
I
 
ポ
—
叶

1o
ao

I
 

S•
c叩

tリ
プ
ロ
ク
シ
：
I
 

I
 

ポ
ー
ト
：
I
 

I
 

't
lA
IS

プ
ロ
ク
s-:
1

I
 ,.
 —

• 
-I 

I
 

百
P
,
G
o
p
h
e
r
,

H
T
T
P
の

3
行
と
も
以
下
の
と
お
り
で
す
。

w
w
w
p
r
o
x
y
.
o
s
a
k
a
-
u
.
a
c
.
j
p
 

Po
rt
: 

70
80
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ht
tp
:/
/h
om
e.
ne
ts
ca
pe
.c
om
/j
a/
 

つ
い

（
こ

ネ
ッ

ト
ス

ケ
ー

プ
は

米
国

で
NA
VI
GA
TO
R
3.
0
最

終
阪

（
英

語
阪

）
を
8

月
I
9

日

に
発
完
同
始
。

NE
TS
CA
PE

NA
VI

訟
TO
R
の

圧
倒

的
な

芸
さ

は
他

の
轄

従
を

許
し

ま
せ

ん
。

こ
こ

6
ヶ
月
の
間
に
Ne
ts
ca
pe

Na
vl
go
to
ri
;J
:,
 
世
界
中
で
最
も
広
く
使
わ
れ
て
い
る
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
史
上
最
社
の
人
気
の
秘
密
は
何
（
こ

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

?
Ne
ts
ca
pe
 N
a,
ig
at
or
iま

、
速

い
、

畦
い

、
先

達
の

セ
キ

ュ

リ
テ
ィ
ー
羞
益
等
の
優
れ
た
特
面
に
代
表
さ
れ
る
単
な
る
プ
ラ
ウ
ザ
・
-
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。
1
6
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ユ
ニ
パ
ー
サ
ル
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
な
の
で
す

。
Ne
ts
ca
pe

Ne
vi
ga
to
rt
J)

今
後

に
ご

期
待

く
だ

さ
い

。
詳

細
に

つ
き

ま
し

て
は

英
語

サ
イ

ト
を

ご
註

く
だ

さ
い

。
是
非
、
最
新
版
の
Na
vi
ga
to
r

(
英
語
版
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
-
ド
し
て
征
9言

が
し
く
だ
さ
い
。

NE
TS
CA
PE
 N
AV
I
印
TO
R
2.
02

茎
温

阪
リ

リ
-

ス

Ma
cI
nt
os
h版

と
W
i
n
d
o
w
s版

の
N

印
!g
at
or

2.
02

を
、
ネ
ッ
ト
ス
ケ
ー
プ
が
自
信
を
持

っ
て
お
届
(t

い
た

し
ま

す
。

日
本

語
版

の
ほ

か
、

オ
ラ

ン
ダ

語
フ

ラ
ン

ス
語

、
ド
イ
ツ
語

、
イ

タ
リ

ア
語

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

、
ス

ペ
イ

ン
語

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

語
、

韓
国

語
版

を
同

巧
（

こ
リ

リ
ー

ス
し

ま
し

た

。
Na
vi
ga
to
r
2.
02

で
は

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
一

揺
臨

お
よ

び
抵

張
性

の
高

い
多

く
の
pl
ug
-I
n
が
追
加
さ
れ
て
い

る
ほ

か
、

ユ
-

ザ
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
も

更
に

洗
棟

さ
れ

た
も

の
と

な
っ

て
い

ま
す

。
今

こ
こ

で
ダ

ウ
ン

ロ
-

ド
し

て
実

際
に

お
試

し
く

だ
さ

い
！

日
本

語
版
Na
vi
ga
to
r
2.
02

の
出
荷
を
間
始
し
て
お
り
ま
す
。

2.
01

を
今
ま
で
日

本
の
各
飯
売
代
理
店
等
か
ら
騒
入
さ
れ
て
お
持
ち
の
方
は
、
無
料
で
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

|  7 8 - V o l .  2 6  N o . 2  

①
 

画
面

の
上

部
に

四
角

い
ポ

タ
ン

が
あ

り
、

家
の

絵
が

あ
る

ボ
タ

ン
を

一
度

ク
リ

ッ
ク

し
て

く

だ
さ

い
。

先
ほ

ど
設

定
し

た
大

阪
大

学
の

W
W

W
サ

ー
バ

ー
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

行
く

こ
と

に
な

り
ま

す
。

大
阪

大
学

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
が

現
わ

れ
ま

す
か

？
。

②
 

青
く

色
の

付
い

て
い

る
文

字
を

一
度

ク
リ

ッ
ク

す
る

だ
け

で
、

そ
の

文
字

に
関

連
し

た
ペ

ー

ジ
ヘ

行
く

事
が

出
来

ま
す

。
そ

れ
ら

の
文

字
は

、
色

々
な

サ
ー

バ
ー

の
ペ

ー
ジ

ヘ
と

渡
り

歩
く

ボ
タ
ン
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
ち
ょ
う
ど
ハ
イ
パ
ー
カ
ー
ド
の
よ
う
な
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
 

左
向

き
、

右
向

き
の

矢
印

ポ
タ

ン
で

い
ま

ま
で

見
て

き
た

画
面

に
も

ど
っ

た
り

、
進

ん
だ

り

し
ま

す
。

家
の

絵
を

し
た

ポ
タ

ン
を

押
す

と
阪

大
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
戻

れ
ま

す
。

④
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
関

連
の

雑
誌

・
書

籍
な

ど
に

は
世

界
・

日
本

全
国

の
W

W
W
サ

ー
バ

ー
の

特

集
／
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
参
考
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
が
楽
し
め
ま
す
。

⑤
 
操

作
は

フ
ァ

イ
ル

メ
ニ

ュ
ー

の
O
p
e
n
Lo
ca
ti
on

を
選
ぴ

ht
tp
:/
/w
ww
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp

と
入

力
す

る
だ

け
で

そ
の

サ
ー

バ
ー

に
ア

ク
セ

ス
で

き
ま

す
。

下
線

部
が

特
集

な
ど

で
紹

介
さ

れ
て

い
る

は
ず
で
す
。

6.
3.
6 

N
e
t
s
c
a
p
e

の
操

作
の

こ
っ

画
面
の
ス
ク
ロ
ー
ル
、

Sp
ac
e
キ
ー
：
下
の
画
面
を
見
る
場
合
。

De
le
te
キ
ー
：
上
に
戻
る
場
合
。

画
面

表
示

が
遅

い
場

合
(
P
P
P
等

）
、

目
的

の
ペ

ー
ジ

に
た

ど
り

着
く

ま
で

は
メ

ニ
ュ

ー
バ

ー
の

Op
ti
on
s
の
A
u
t
o
L
o
a
d
 I
ma
ge
s
の

チ
ェ

ッ
ク

マ
ー

ク
を

は
ず

し
て

お
き

ま
す

。

露
Re
al

A
u
d
i
o
 P
la
ye
r
を
採
取
し
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、

Re
al

Au
di
o
を
サ
ー
ボ
ー

ト
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
た
と
え

li
ht
tp
:/
/w
ww
.k
om
ur
o.
co
m)

で
は
音
声
が
聞
け
ま
す
。

6.
3.
7 

な
ぜ

だ
か

接
続

で
き

な
い

他
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
関

係
の

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
正

常
に

作
動

す
る

の
に

Ne
ts
ca
pe

だ
け

接

続
で

き
な

い
場

合
は

N
o
Pr
ox
ie
s
を
選
択
し
て
試
し
て
く
だ
さ
い
。

'""● 
"""
"'"
''"
"""
●'"
"""
""'
"'●
 
"""
""'
"'"
"" 

-・
 

ナ
ィ
レ
ク
ト
リ

ウ

に
后

后
可

設
定

：
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

ネ
ッ
ト
ワ
-
ク
プ
ロ
ク
シ
は
お
使
い
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
ク
と
イ
ン
タ
-
ネ
ッ
ト
と
の
M
の
水
店
の
よ
う
な
も
の
で
、
フ

7
イ
ア

ウ
ォ
-
,
レ
（
防
火
望
）
を
通
リ
踪
ナ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
っ
卜
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
使
用
し
ま
す
•

イ
ン
タ
ー
ネ
っ
卜
に
互
措
措

酌
で
き
る
場
合
は
、
プ
ロ
ク
シ
を
武
定
寸
る
必
互
は
あ
リ
ま
せ
ん
•

⑨
プ
ロ
ク
シ
な
し

Oヽ
判
姑
で
プ
ロ
ク
シ
を
去
定

〇
自
勁
で
プ
ロ
ク
シ
を
武
定

弐
定

湯
所

(
U
R
L
)
:

II 
こ

れ
で

接
続

で
き

る
場

合
は

キ
ャ

ッ
シ

ュ
サ

ー
パ

(w
ww
pr
ox
y.
os
ak
a-
u.
ac
.j
p)

の
不

調
が

考
え

ら
れ
ま
す
。

N
o
Pr
ox
ie
s
に

し
て

い
て

も
Ne
ts
ca
pe

は
問

題
な

く
作

動
し

ま
す

が
、

別
の

日
に

Ne
ts
ca
pe

を
利

用
す

る
場

合
は

必
ず

指
定

し
て

お
い

て
く

だ
さ

い
。

こ
こ

を
空

白
の

ま
ま

に
し

て
お

く
と

、
個

人
的

に
は

表
示

速
度

の
低

下
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
全

体
で

は
ト

ラ
フ

ィ
ッ

ク
の

増
加

な
ど

の
問
題
を
起
し
ま
す
。

こ

1 9 9 6 ー 8



汁 弼 汁 持 汁 陸 i ~ , '箋 溢 符 Y ヽ ー 1 1 h ー X

7. 
紹

介
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

入
手

先

7.
1 

製
品

を
睛

入
す

る

Ap
pl
e
よ
り

In
te
rn
et

ス
タ

ー
タ

ー
キ

ッ
ト

と
い

う
の

が
5千

円
程

度
で

販
売

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

の

中
に
は
Ma
cT
CP
,T
CP
/I
P,
Ma
cP
PP
,N
ew
sW
at
ch
er
,N
et
sc
ap
el
J,
Eu
do
ra
-P
RO
,F
et
ch

等
が

含
ま

れ
て

お
り

ま
す

。
単

体
で

購
入

す
る

よ
り

安
い

で
す

。
(N
et
sc
ap
e2
J
が

パ
ッ

ケ
ー

ジ
さ

れ
て

い
る

の
は

2,
3
千
円
程
度
高
く
な
り
ま
す
。
）

今
か

ら
ソ

フ
ト

な
ど

を
揃

え
よ

う
と

い
う

人
は

良
い

か
も

し

れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト
等
の
製
品
を
購
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

1.
 
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
（
か
な
？
）
。

2.
 
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

3
.
 
Eu
do
ra

は
製
品
版
の
ほ
う
が
安
定
し
て
い
る
。

4
.
 
複
数
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
設
定
が
容
易
に
で
き
る
。

5.
 
公

衆
回

線
（

電
話

）
で

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

す
る

場
合

、
製

品
を

購
入

す
る

よ
り

高
額

に
な

る
場

合
が
あ
る
。

- 7 9 ー

7.
2 

フ
リ

ー
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
な

ど
の

入
手

方
法

an
on
ym
ou
se
 F

 T
 P
サ
ー
パ
ー
か
ら
コ
ピ
ー
し
て
く
る

(T
el
ne
t
が

で
き

れ
ば

百
P
で
き
ま
す
）
。

パ
ソ

コ
ン

通
信

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

す
る

。
Ni
ft
yS
er
ve

の
フ
ォ
ー
ラ
ム

F
M
A
C
P
R
O
,
F
M
A
C
B
I
Z

な
ど
の
ラ
イ
プ
ラ
リ
か
ら
。

マ
ッ

ク
関

連
雑

誌
の

付
録
C
D
-
R
O
M
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
関

連
雑

誌
の

付
録
C
D
-
R
O
M
に

は
よ

く
、

プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

の
St
ar
te
r
Ki
t
が

収
録

さ
れ
て
い
ま
す
こ
の
中
に
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
式
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

V o l .  2 6  N  P 2  

7.
2.
1 

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど

を
利

用
す

る
上

で
の

注
意

入
手
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
す
べ
て
が
自
由
（
無
料
）
で
利
用
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

シ
ェ
ア
ウ
ェ
ア
は
継
続
し
て
利
用
す
る
場
合
は
送
金
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

利
用

し
た

感
想

な
ど

を
送

る
メ

ー
ル

ウ
ェ

ア
や

、
無

断
の

再
配

布
を

禁
止

し
て

い
る

も
の

や
、

Ne
ts
ca
pe

の
よ

う
に

教
育

関
係

や
試

用
の

み
で

利
用

で
き

る
も

の
な

ど
さ

ま
ざ

ま
で

す
。

利
用

す
る

に
当
た
っ
て
は
同
封
さ
れ
て
い
る
解
説
書
な
ど
に
目
を
通
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
日
々
情
報
が
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
記

の
情

報
が

利
用

で
き

な
く

な
っ

て
い

る
場

合
や

、
こ

こ
に

新
し

い
バ

ー
ジ

ョ
ン

が
あ

り
ま

す

と
い
っ
た
情
報
が
あ
る
場
合
は
教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ

で
紹

介
し

て
い

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

利
用

（
運

用
）

者
の

責
任

に
お

い
て

利
用

し
て

く
だ

さ
い

。
こ

れ
ら

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
利

用
し

た
結

果
に

つ
い

て
は

、

そ
の

作
者

お
よ

ぴ
大

阪
大

学
は

一
切

の
責

任
を

負
い

ま
せ

ん
。

7.
2.
2 

フ
リ

ー
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
な

ど
の

入
手

先
(

A
c
c
e
s
s
P
P
P
(
9
6
/
5
)
 

C
y
b
e
r
G
a
t
e
の
方
が
機
能
が
上
み
た
い
で
す
。

ht
tp
:/
 /
w
w
w
2
.
g
o
l
.
c
o
m
/
u
s
e
r
s
/
t
o
m
o
h
i
k
o
/
 

A
n
a
r
c
h
i
e
 J
(
9
6
/
8
)
 

ft
p:
//
ft
p.
hi
ro
sh
im
a-
u.
ac
.j
p/
/p
ub
 1
/m
ac
/i
nf
o-
ma
c/
co
mm
/i
ne
t/
 

ft
p:
/ /
ft
p.
eo
s.
ho
ku
da
i.
ac
.j
p/
/p
ub
/i
nf
o-
ma
c/
_ C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
/
 _I
nt
er
ne
t/
 

ft
p:
//
ft
p.
ii
s.
u-
to
ky
o.
ac
.j
p/
/p
ub
8/
in
fo
-m
ac
/c
om
m/
in
et
/ 

ft
p:
//
ft
p.
ch
em
.s
ci
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
//
Mi
rr
or
/i
nf
o-
ma
c/
co
mm
/i
ne
t/
 

ft
p:
/ /
ft
p.
uo
eh
-u
.a
c.
jp
//
pu
b/
ma
c/
.1
/i
nf
o-
ma
c/
co
mm
/t
cp
/ 

ft
p:
//
ft
p.
ja
is
t.
ac
.j
p/
/p
ub
/m
ac
/i
nf
o-
ma
c/
co
mm
/i
ne
t/
 

届
a
r
e
T
e
n
n
(
9
6
/
5
)

T
C

P
/

 I
 p
・
&
シ

リ
ア

ル
通

信
ソ

フ
ト

（
シ

ェ
ア

ウ
エ

ア
1,
00
0
円）

ft
p:
//
ft
p.
el
el
ab
.n
sc
.e
o.
jp
//
pu
b/
mi
sc
/n
ut
sh
el
l/
u j
ip
/m
ac
/a
re
te
rm
-2
11
.h
qx
 

C
u
-
S
e
e
M
e
(
9
5
/
9
)
 

an
on
ym
ou
se
 F

 T
 P
上

の
情

報
検

索
（

シ
ェ

ア
ウ

エ
ア
$1
0)

テ
レ
ピ
電
話
ソ
フ
ト

ft
p:
1/
cu
-s
ee
me
.c
om
el
l.
ed
u 
/
p
u
b
/
C
U
-
S
e
e
M
e
 

ft
p:
1/
ft
p.
ra
ce
.u
-t
ok
yo
.a
c.
jp
/p
ub
/c
u-
se
em
e-
jp
/ 

C
y
b
e
r
G
a
t
e
l
 .
3.
2(
96
/5
) 

a
n
o
n
y
m
o
u
s
e
 

F
T
P
)
 

P
P
P
 

ht
tp
:/
/w
ww
2.
go
!.
co
m/
us
er
s/
to
mo
hi
ko
/ 
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お
わ

り
に

元々
、

「
マ

ッ
キ

ン
ト

ッ
シ

ュ
を

接
続

す
る

」
と

い
う

資
料

が
あ

り
ま

し
た

。
こ

れ
に

は
イ

ン
タ

ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
各
種
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(M
ac
(f
CP
,E
ud
or
a-
J
,N
ew
sW
at
ch
er
-J
 ,
Ne
ts
ca
pe
)
を
利

用
す

る
方

法
が

解
説

さ
れ

て
い

ま
す

。
講

習
会

の
た

め
に

こ
れ

の
補

足
資

料
を

別
に

作
成

し
た

の
で

す
が

、
各

箇
所

で
重

複
、

分
散

し
て

い
て

見
づ

ら
い

も
の

で
し

た
。

今
回

の
資

料
は

、
奥

村
氏

の
了

解
を

得
て

こ
れ

ら
を

ま
と

め
て

再
編

集
し

た
も

の
で

す
。

表
題

は
お

気
楽

マ
ッ

ク
な

の
で

す
が

、
結

構
な

ポ
リ

ュ
ー

ム
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

「
ど
こ

が
、

お
気

楽
な

の
か

？
」

と
い

う
声

が
聞

こ
え

て
き

そ
う

で
す

が
、

解
り

や
す

く
す

る
た

め
に

図
を

多
用

し
た

た
め

に
こ

の
よ

う
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

余
計

に
解

り
に

く
く

な
っ

て
い

る
、

こ
こ

の
解

説
が

少
な

い
、

参
考

に
な

っ
た

等
な

ど
、

ご
意

見
、

ご
要

望
、

感
想

な
ど

を
、

下
記

の
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

ま
で

送
っ

て
い

た
だ

き
ま

す
と

幸
い

で
す

。
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ma
il
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w
6
0
1
5
7
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@
c
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t
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r
.
o
s
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k
a
-
u
.
a
c
.
j
p
 

ま
た

、
こ

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
オ

ン
ラ

イ
ン

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

し
て

以
下

の
ア

ド
レ

ス
か

ら
辿

る
こ

と

が
で

き
ま

す
。

記
載

内
容

の
変

更
確

認
な

ど
を

行
え

ま
す

。

参
考

文
献

ht
tp
:w
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ak
a-
u.
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.j
p/
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er
 

奥
村

弥
若

「
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
を
接
続
す
る
」
、
大
阪
大
学
生
活
協
同
糾
合

村
田

嘉
弘

著
「N
UN
ET

利
用
の
手
引
き

-
W
i
n
d
o
u
w
s
編
＿
」
、
長
崎
大
学
総
合
情
報
処
理
七
ン
タ
ー

田
口

普
弘

著
「I
nt
er
ac
ti
ve
Sc
ie
nc
e 
Co
lu
mn

」
、
月
刊
Ma
cU
se
r

月
刊

IN
TE
RN
ET

ma
ga
zi
ne
 

月
刊

In
te
rn
et
use
r 

月
刊

Ma
cL
if
e

月
刊

Ma
cU
se
r

1 9 9 6 ー 8




